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第八章「ゾルの日記と髑髏指輪」







　坂の下に降おりると、鮮あざやかな新緑の茂しげみが出で迎むかえた。

　だが、視線を上げると濃のう霧むが漂ただよう。さっき少しだけ霧きりが晴れたのは偶ぐう然ぜんだったらしい。

　ここは魔ま霧きりの渦うず森もりの奥おく地ち、辺へん鄙ぴなところだからな。

　そして、坂下から続く土道を進むと、青白い光を発する小さい石せき塔とうが見えてきた。

　チェレンコフ放射のような青いスペクトル。この綺き麗れいな青白い光が周辺のモンスターの認にん識しきを阻そ害がいさせているのか、或あるいは結界、または、魔ま法ほうのバリアを生み出しているのだろう。実は有害な放射能の青い光をモンスターが察知しているだけだったりして。

　ま、それは考え過ぎか。この結界があるからこそゾルの家を含ふくめたこの辺一帯の安全が確かな物になっているんだろうし。だから、この結界の外はモンスターで溢あふれている。

　という事で、危険な外へ出る前に回収しておいた日記を読んでおこうか。

　黒猫ロロの爪つめでじゃれる遊び道具と化していた鞍くら袋ぶくろに仕し舞まっておいた日記と魔法書、二つとも端はしが少し破れてしまっている。

「ン、にゃ」

　黒猫ロロは『外行かないのニャ？』というように鳴いていた。

　俺おれは笑えみを作りながら、

「これを読んでからだ」

　と、黒猫ロロに話しかけてから、端が少し破れた日記を手に取った。

　魔法書も後で確かく認にんしよう。

　ポポブムの鞍あん上じようでゆったりと寛くつろぎながら日記を読み始める。
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　金きん牛ぎゆうの三日。

　シータが病気に罹かかってしまった。明日はシータが好きだった紫むらさきの花を一輪買ってこよう。わたしは、自分の研究ばかりだったからな。今後は妻と一いつ緒しよに過ごしていこう。

　金牛の三十五日。

　妻は病に臥ふせり、徐じよ々じよに体力が衰おとろえていく。紫の花を嬉うれしそうに見つめる顔が愛いとしい。

　早く治してあげなければ……何日か経たったが、一向に改善しない。おかしい。薬や、回復魔法が効かないのだ。何故なぜだ、何故っ、妻がこんなに苦しまなければならない！　わたしのせいなのか？　わたしの人生が魔法やスキル指輪作りに一いつ辺ぺん倒とうだったせいなのか？　愛の神アリア様、頼たのむから妻を治してくれっ！　光の精せい霊れい、光神ルロデイス様は本当に我らを見守ってくれているのか？

　陽よう夏かの二日。

　くそ、くそ、くぞッ、ぐいｆｓーあふぃｄさえいふじあ……シータが死んでしまった。

　ふざけるな。無情すぎる。この世は残ざん酷こくな世界だ。

　しょせん、良い神など、いない……。

　陽夏の三十日。

　わたしは妻を取とり戻もどす。妻の死体は魔ま金きん細さい工くに使う容器に詰つめて保存した。神だろうが、魔族だろうが、何であろうが構わない。まずは、情報を集めなくては……。

　わたしはギュスターブ家の長男。そして、ヘカトレイルに於おける魔法ギルド員の一級魔ま術じゆつ師しゾル・ギュスターブでもある。この自分の立場を利用し、各地からあらゆる情報を集めた。魔導人形ウオーガノフに関する持ち出し厳禁の秘術文ぶん献けんを本家ギュスターブ家を調べて手に入れる。まぁ、我わが家系の工こう房ぼうには魔ま導どう人形作りの魔鉱鋳造マツシブプルを持つ秘術魔ま法ほう技師が所属しているからな。情報にも大金を払はらいヘカトレイルで魔法関係の店を探し回り、召しよう喚かん術と死し霊りよう術に関する文献を幾いくつか強ごう引いんな手法で手に入れる事が出来た。今思えば、わたしが幼い頃ころから魔金細工師として指輪を作り続けたのも、ギュスターブ家に伝わるスキル魔細工腕アームドを受うけ継つぎ研究してきた魔法やスキルも、その全すべてが妻の為ためだったのかもしれん。これがあれば鉱物や高密度結けつ晶しよう体たいコアを融ゆう合ごうさせて、解体を促うながし弱精霊を封ふうじて同一化を促す事も出来るからな。

　このスキルを継けい承しようした者は代々に亘わたり額に特とく殊しゆなマークが宿る。

　マークは生まれた時から嫌いやだったが、今は違ちがう。このマークが象しよう徴ちようする力のお陰かげで妻が救えるのだからな。栄光ある魔金細工師の職に感謝しよう。

　スキルを使い、全ての魔ま力りよくを使い全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて、シータを救ってみせる。

　枯かれ秋あきの四十八日。

　ついに魔導人形や死霊術に関する基き礎そを得る事が出来た。

　専用スキルに、高密度結晶体、木材、金属、モンスターの素材、等などの細かな物が必要だ。

　それに膨ぼう大だいな魔力と人型死体や魂たましいが必ひつ須すであり、死神ベイカラと魔命を司つかさどるメリアディが関係する。この死霊術を組み入れた研究は魔導人形ウオーガノフとは違い、魔法ギルドや神聖教会からしたら、大禁忌にあたる。幸いにして、教会はここの都市では規模が小さい。司教も一人だけだ。だが、魔法ギルドや冒ぼう険けん者しやギルドとは敵対する事になるだろう。更さらに、情報を集めなくては……この際、どこでも良い。噂うわさに聞く、闇やみの一党たち、この都市の存在する複数の闇ギルドに頼むか。

　厳げん冬とうの十八日。

　盗とう賊ぞくギルドだけでなく闇ギルドで裏うら社会の情報を集めるうちヘカトレイルに魔族が居る事が分かった。笑えるではないか。自分たちの住んでる傍そばにいつも魔族が居たとはな。

　わたしはその魔族と接せつ触しよくし、縁えにしを得る事が出来た。

　更には、その縁を使い、迷めい宮きゆうの主と直接、契けい約やくを結ぶ事に成功したのだ。

　それは簡単な条件だった。魔導人形の情報、召喚術、死霊術の情報を渡す代わりに闇の骨兜ダークボーンヘルムの指輪と、死者蘇そ生せいに必要なアイテム、神々に纏まつわる吸きゆう霊れいの蠱こ祖そを貰もらい受ける事が出来たのだ。指輪は魔ま界かいから上等戦士を召喚可能な代しろ物ものらしい。

　だが、指輪よりも蠱祖の方が重要だ。これでわたしの研究は更に捗はかどる。

　厳冬の四十日。

　ベイカラ神に死と憎にくしみと愛を祈いのり、生命、魂を捧ささげる。

　魔命を司るメリアディには妻の体の一部を進しん呈ていし、わたしの血肉も捧げた。

　吸霊の蠱祖は魔導人形とは全く違う。精神を組み込み、魂が魔素となり強大なエネルギーへ変える物。これは、魔命を司るメリアディと死神ベイカラが関かかわる魔道具だ。

　他にも魔ま神しん具ぐとやらがあるらしいが、わたしには扱あつかえないらしい。

　そんな調子で研究を続けていると、暫しばらくして、背に骨ほね翼よくを生やす怪かい物ぶつがわたしの部屋に時々来るようになった。あの迷宮の主め、わたしをあまり信用していないようだ。

　ふん、糞くそな魔族共が、ふふふっ、まぁいい。これがあればシータを蘇よみがえらせられる。

　妻よ。少しの我が慢まんだ。保存しておいた妻の身体を取り出しては、切り刻む。

　陽夏　十五日。

　ついに完成した。シータ。だが、ピクリとも動かない……。

　まだシータには、人体の腐ふ肉にくや人ひと魂だまがもっと大量に必要だったのだ。

　伴ともなう属性をコントロールする力が僅わずかに足らないらしい。

　この〝吸霊の蠱祖〟は扱いに注意しなくては……脆もろく壊こわれやすい。

　枯れ秋　二十八日。

　わたしの研究がヘカトレイル魔法ギルドのマスターである、バナージ・ゼンガルにバレてしまった。流石さすがに城じよう壁へきを築いた優ゆう秀しゆうな奴やつらだ。隠かくし通とおすのには無理があったか。

　だが、一ひと悶もん着ちやくあった際に、そのバナージを含めギルド員数名を騙だまして殺してやった。

　ブハハハ、アハハハハハハハハハハ。

　ざまぁねぇ。わたしの研究の邪じや魔まをするからだ。

　こういったように、わたしの理性はどんどん衰えてゆく。

　だれも、止める者は居ない。完全に陰いん鬱うつの心は闇に飲み込まれた。

　それからは次々とギルド員が襲おそいかかってきたが、全部返かえり討うちにしてやった。

　わたしには雷らい獣じゆうの指輪があるのでね、比ひ較かく的てき、楽に対処できた。

　ふははははっ、魂や死体が手に入るのでちょうど良い。

　枯れ秋　三十日。

　ついに、やった。やったのだ。シータが動いた。

　愛と憎しみと魂を捧げた甲か斐いがある。

　生前の記き憶おくが全くないが……妻が復活したのだ。

　だが、もう生まれ故こ郷きようであるヘカトレイルに居られなくなった。ギルド員を虐ぎやく殺さつしたことにより、この都市の騎き士し団だんや冒険者たちから追われる事になったからだ。

　ギュスターブ家からも、正式に追放処分となる。どこかへ、拠きよ点てんを移さなければ……。
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　ゾルの日記の本を閉じた。ゾルという男は、随ずい分ぶんと暴れていたようだ。

　胸むなくそ悪い日記。スミレの紫花だけに、愛は人をここまで狂くるわすって事か？

　そのゾルとシータを倒たおし埋まい葬そうをしてあげた。彼かれが死しに際ぎわに残した言葉の意味を考えると、俄にわかに霞かすみがかかるように憂ゆう鬱うつさと切なさを感じ取る……。

　自然と僅かに頭を左右に振ふっていた。溜ため息いきを吐つきながら日記を鞍袋に戻す。

　そういえば、ゾルが持っていた指輪も回収していたな。

　試ためしてみよう。漆しつ黒こく色の髑髏指輪だ。ポポブムから降りて、指輪のデザインを見ていく。

　表面は漆黒色の骨顔。丈じよう夫ぶそうな兜かぶとを被かぶったデザイン。眼がん窩かに一いつ対ついの赤い眼めを表現した小さい赤宝石が埋うめ込まれていた。その髑髏指輪を指に嵌はめる。サイズは合った。

　最初は何も反応がない。ゾルは、この指輪へ指を当てながら使っていた。

　俺も真似まねして念じれば指輪が反応するかもしれない。

　嵌めている指輪へ反対の指で髑髏の表面を触さわりながら「指輪よ」力を示せ。と、念じた瞬しゆん間かん、魔力が指輪に吸い取られると同時に、指輪自体が震ふるえて独自に弾はじけて動く。

　思わず反動で指輪を装着している手を遠ざけようと右方へ腕を伸のばすが、その指輪の眼窩から黒と赤の糸を感じさせる魔力の細線が迸ほとばしっていた。黒と赤の糸は宙に弧こを描えがきながら地面の上に着地。これはゾルが使用していた時と同じ。骨ほね騎き士したちが召喚されるようだ。黒猫ロロは驚おどろいて毛を逆立て始める。その間にも、糸が付着した地面から煙けむりがもくもくと立ち昇のぼり沸ふつ騰とうするような音も響ひびかせてきた。

　やがて、煙が風で消えゆくと、骨騎士たちが姿を見せる。

　※〈召喚術〉スキル獲かく得とく※

　※魔ま法ほう使つかいの条件が満たされました※戦せん闘とう職業クラスアップ※

　※魔法使い見習いから魔法使いにクラスアップ※

　おぉ、骨騎き士し召しよう喚かんでスキルを獲得。戦闘職業も魔法使いになっちゃったよ。

　召喚された黒と赤の骨騎士は佇たたずんで動かない。何か指示を出だすか。

「おい、右へ動け」

　俺の声に反応した骨騎士たちは右へ動き出す。左へ動けと言うと、左に動いた。

　その骨騎士の奇き妙みような動きに黒猫ロロは怪あやしいと判断したようで、逆立てた毛を維い持じさせながら尻尾しつぽの毛も膨ふくらませていた。

　黒猫ロロは姿勢を屈かがめて警けい戒かいしながらゆっくりと骨騎士へ近付くと、骨の脛すねへ猫ねこパンチを当てて逃にげるというヒット＆アウェイの可愛かわいらしいボクシングを披ひ露ろうしていく。

「はは、そんな警戒するなよ。ロロ、こいつはペットみたいなもんだ。大だい丈じよう夫ぶだぞ」

「にゃぁ」

　黒猫ロロは膨らませていた尻尾を元に戻しながら俺の後方へ回り込んだ。

　さて、スキルの説明文を見とくか。

「スキルステータス」

　取得スキル：〈投とう擲てき〉：〈隠身ハイド〉：〈脳脊魔速〉：〈血鎖ぐさりの饗きよう宴えん〉：〈刺突〉：〈瞑めい想そう〉：〈魔ま獣じゆう騎き乗じよう〉：〈生活魔法〉：〈導どう魔ま術じゆつ〉：〈魔闘術〉：〈導どう想そう魔ま手しゆ〉：〈仙せん魔ま術じゆつ〉：〈召喚術〉new




〈召喚術〉をチェック。指でスクリーンに表示されている文字をぽちっとな。




　※召喚術※

　※召喚は術者の高水準な魔力と精神力が求められる。条件が合えば特殊な魔道具を媒ばい介かいし、狭間ヴエイルを越こえ、違う次元界から魔具や神具に因果指定された存在を召喚することが可能。また、魔具に定められた命名の儀ぎを行うと、自身の魔力を消費して魔具の進化を促すことも可能※




　黒と赤の骨騎士が、魔具に指定された存在という事なのか。命名の儀。

　要するに、俺が名前をつけろという事だ。せっかくだから名前をつけてあげよう。

　そんな軽い調子で、指輪に手を触ふれながら、

「黒がゼメタス、赤がアドモス」

　フィーリングで決めた名前をスラスラ発言した瞬間。また指輪が反応した。

　触れていた指輪が俺の魔力を急激に吸い上げる……そして、指輪の頭ず蓋がい骨こつの一部が波打つように動き出した。闇やみ兜かぶとをかぶる形が不可思議に変わっていく。

　これ、魔力を吸うだけではないのか？　撓たわみ伸びた指輪の変化は、指の第一関節を越えて爪の根本まで進出してから止まる。変化が終わった闇兜のデザインは普ふ通つうの兜じゃない。

　今までよりも精せい巧こうな兜かぶと飾かざりに進化を遂とげていた。

　眼窩に揃そろった赤宝石も光が増したように感じると、本当に赤眼が不気味に光る。

　その光った眼窩から、黒と赤の糸が宙へ飛び出し、弧を描きながら骨騎士たちの腹部位へと接触。その途と端たん、糸と腹が固定されて糸から太い線に変化した。

　太い線は臍へその緒おのようにも血管にも見える。そして、本当に血管だったのか、脈打ちを始めていた。脈が動く度たびに骨騎士たちが、ドクンッと仰のけ反ぞった反応を示す。

　何か栄養を与あたえているのか？　そんな疑問を思おもい浮うかべた時、骨騎士の肋ろつ骨こつが胸の中心に穴を作るように持ち上がる。一つ一つの肋骨はアコーディオンの鍵けん盤ばんが自動的に弾ひかれるように蠢うごめいた。

　その左右に並ぶ肋骨は揃って持ち上がり、胸をパカッと開いてご開帳。

　本当に胸の中心に穴が作られた瞬間、肋骨は蛇じや腹ばらを畳たたむかのように、その胸の穴の中へと吸い込まれてしまう。骨騎士たちは生まれて間もない赤あかん坊ぼうのように、まだ変化の途と中ちゆうらしい。まず、肋骨が吸い込まれた穴から、新たに太ましい肋骨と肉の塊かたまりのようなモノが生まれ出る。次に、新しく生まれた太い肋骨の表面に肉の塊が凝ぎよう固こするように付着を始めていった。それはまるで高速カメラで録画したものを逆回しで見ているかの如ごとく新しい肋骨が再生されていく。続いて、その再生中と思われる骨騎士たちの全身の骨部位の節々から、黒色と赤色の蒸気が勢い良く噴ふん出しゆつしていった。

　最後に蒸気の煙で再生途中だった骨騎士たちの姿が見えなくなる。

　ふつふつと、蒸発するような音だけは聞こえてきた。

「にゃっ、にゃ、にゃぁん」

　黒猫ロロはくるくると俺の周りを回り、ぴょんぴょん躍おどり上あがる。

　今の現象を見て興奮しているらしい。そして、蒸発する音が静かになると、強い風が流れていき骨騎士たちが纏まとっていた蒸気も風に剥はぎ取られていく。現れたのは蒸気を身に纏った沸ふつ騎き士したち。彼らは片かた膝ひざを地面に突ついて頭を下げた状態だった。

　一ひと先まず収まったのか？　命名の儀で魔力をかなり消費した。

　仙魔術を使った時より若じやつ干かんましな程度だけど。







[image: ]







「閣下、黒沸騎士ゼメタス。ここに見参」

「閣下、赤沸騎士アドモス。今、これに。何なりとご命令を」

　喋しやべってきた。こいつら知能を得たのか。名乗っている骨騎士たちを観察。

　全体的に骨が分厚い。胸むな板いたの表面に滑なめらかな骨とごつごつした筋肉が付着。

　重じゆう厚こうな鎧よろいを身に纏う姿に変わっていた。そして、二体の骨騎士の腕や胸板から名前通りに黒と赤の蒸気を発して纏っている。頭部は太い頬ほお骨ぼねが額にまで広がっていた。

　眼が赤く光っているのは前と変わらない。

「骨騎士がスケールアップしやがった。この指輪すげぇ」

　変化を遂げた闇骨兜の指輪を見ながら、そう呟つぶやくと、黒沸騎士が即そく座ざに反応した。

「閣下、その指輪は闇の骨兜ダークボーンヘルムから変化を遂げ、今は闇の獄骨騎ダークヘルボーンナイトとなっております」

「ほぅ、この変形した指輪、名前も変わったんだ。でも、君たちはさっきまで骨騎士だったよね？」

　俺の疑問の言葉に、今度は赤沸騎士が反応。

「閣下。もう私共は、骨騎士などの一兵卒ではございませぬ。閣下の命名の儀により名を賜たまわりましたアドモスと――」

「ゼメタスでございます」

　二体の骨騎士、いや、もうゼメタスとアドモスか。

　フィーリングで付けた名前だけど、似合っている。

「そうか、ゼメタスにアドモス。今後ともヨロシク」

　気軽に挨あい拶さつした。

「――はっ」

「ははっ――」

　と、沸騎士たちは気合が入っているらしく、若干ハモリながら俺に対して分厚い頭ず蓋がいを下げていた。

「その命名の儀が、魔力を消費した原因だったと？」

「そうでございます」

「そうでございますとも」

　なんともハモり具合が重低音だ……。

「それで、お前たちは違う世界に住む者なのか？」

「住むというより、存在している。と、言った方が正しいかと」

「ところで、その違う世界とは、魔界という奴か？」

　俺の問いに黒沸の骨騎士ゼメタスが反応。

「はい。魔界セブドラこの世界セラに繋つながる神界の一つです」

　やはりそうか。でも、この世界がセラ？　初めて知ったよ。詳くわしく聞いてみよう。

「そのセラとは、この俺が立っている地上世界の事なのか？」

「そうでございます」

「すると、もう一つ。違う神界があったりする？」

　予想はしているが、聞いておく。

「私共が知っている名は神界セウロスでございます」

　やはりあった。天界と地じ獄ごくか？　師し匠しようが前に言っていた。

「……他にそういう世界はないの？」

「次元界は幾つも存在すると、聞いたことがありますが、詳しくは分かりませぬ」

　俺は頷うなずきながら、隣となりの赤沸騎士へ答えを求めるように視線を送る。

「同じく、知りませぬ」

　要するに、天国、地獄だけじゃなく、他にも世界は存在するのか。

「すると、神とか、それぞれの世界に存在する？」

「はい」

「そうでございます」

　ほぉ、どんな姿なのだろう。召喚出来たりするのかな？

「君たちを召喚したように、二つの神界から、その神々を召喚。なんてことが、出来たりはしないのか？」

「直接召喚は厳しいはず」

「だが、このセラだっけ？　この世界に神々が影えい響きようを及およぼしたり支配をしたい。という事が、ありそうだけど」

「確かに魔界セブドラを支配するモノたちは、このセラ世界に強い執しゆう着ちやくを超こえた拘こだわりがあります。欲望や信しん仰こうを欲ほつし生いけ贄にえも欲ほしがり、恐きよう怖ふや憎ぞう悪おなどの感情を自分たちの糧かてとしています。そして、地上セラの狭間ヴエイルが薄うすい場所で特別な儀ぎ式しきを狂きよう信しん者しやに行わせて、魔界から眷けん族ぞくをワザと直接召喚させようと仕向けたり、あらゆる魔具や魔神具を使い、魂を捧げるように定命の者を誘ゆう惑わく、また力を授さずけ間接的な支配。或いは、脅おどしや精神の乗っ取りを行い、直接的な支配を目もく論ろみ、目的の為に戦わせようとするでしょう」

　へぇ、物ぶつ騒そうな存在だな。物騒と言うより、聞く限り悪あく魔まな存在だ。

「更に、唆そそのかした大魔術師たちを使い、世界セラ側でわざと次元界の狭間ヴエイルへと傷を作り、魔界と地上セラの繋がりを作り出そうとする神々も居ます」

「傷とは、魔界への入り口か？」

「はい」

「そうです」

「傷から、魔界の神は地上セラ側へやって来られない？」

「直接狭間ヴエイルを越える事は魔界の神々にとって多大なリスクを伴います」

「リスクとは？」

「神々は強大な魔素量を持つ存在です」

「狭間ヴエイルの境界は、神ほどに強大な存在ほど弾くと言われています。強引に傷場から狭間ヴエイルを越えようとすれば神気が霧む散さんし神としての力を大おお幅はばに削けずられます。それは神としての消しよう滅めつの危機に繋がり、神を直接召喚するのは無理なのです。しかし、条件次し第だいでは……」

　言いにくいのか？　二体共に黙だまったままだ。

「条件次第で可能か」

「厳しい条件を満たした場合のみ、神の一部を凝ぎよう縮しゆくした状態ならば可能かもしれません」

「条件とは？」

　さっきと同じく黒沸騎士ゼメタスが口を動かす。

「我々が知っている範はん囲いですが、第一に召喚される神自身が魔界セブドラで広大な領域を確保。第二にセラ世界で大多数の信しん奉ぽう者しや、狂信者たちを確保しなければなりません」

　赤沸騎士も続く。

「第三に狭間ヴエイルを越えて魔界に強く影響を及ぼせる強力な魔神具を地上で用意。第四で、その魔神具に膨大な量の魂や魔素に恐怖や憎悪を注ぎ込み、最後の第五で儀式を完成させて、やっと、神の一部が召喚可能と言われております」

　基本的に犠ぎ牲せいを伴い膨大な魔力を媒介する物が必要ということか。

「そこまでしても、一部か」

「そうなのです」

「はい、しかし、これは私たちが知る範囲での事こと柄がらですので、未知なる事が起こり得る事もあるかと……」

「そうか。でも、お前たちは、セラの地上世界に魔界への道傷を作った魔術師が存在すると話していた。その傷を広げて神が通れそうな巨きよ大だいな傷とか作れないのか？」

「そもそも地上から狭間ヴエイルへ向けて傷を作る事自体が不可能に近い離はなれ業わざ。たとえ、傷が作成出来た場合でも、傷の拡張に貴重な魔神具が必要だと思われます。そして、膨大な魔力も消費する筈はずです」

　大変な労力が伴うか。

「また、地上セラと繋がる傷場の魔界側は争いの場と化します。神々や諸しよ侯こうによる争いの火種となるのです」

「傷を巡めぐり魔界で争あらそうのか？」

　魔族同士で争うのか。可笑おかしな奴やつらだ。

「はい、傷を利用して、地上へと自らの眷けん族ぞくの下げ僕ぼくたちを送り込む目的もあります」

「どうして魔界側で争うんだ？　一枚岩ではないのか」

「魔界では餌えさ場ばの確保は重要ですし、眷属以外では争いが基本です。魑ち魅み魍もう魎りような諸侯による群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの状態といえます」

　人間と同じように魔界は魔界で争いがあると……でも、そうなると、

「では、君たちも負の感情が餌えさになり、俺の精神を乗っ取りたいの？」

　俺の疑ぎ惑わくの問いにも、沸騎士彼らは鎧顔の表情を崩くずさない。

　骨の口についた奇妙な唇くちびるを動かして答えていく。

「いえ、そのような事は出来ませぬ。確かに我々は魔界セブドラに存在する者。負の感情は力と成り得ます。しかし、我々は精神波の構築すら出来ません。魔法を使う攻こう撃げきも出来ません。魔族にも多種多様な存在が居おります故ゆえ、それに、閣下との繋がりは魔界に於いても異質な存在。今の我々にとって閣下は、神を超こえ因果率を超えし特別な存在となっております」

　不思議と沸騎士たちから忠誠心を感じるし、彼らの言葉に嘘うそはないと分かる。

　俺の魔力で生まれたように、この沸騎士たちと特別な繋がりがあるのは確実だろう。

「「我らは閣下により誕生したのです！」」

　黒沸に続き赤沸骨騎士が話に加わり重厚ボイスが重なった。

「眷族の種主たる閣下は絶対無二。閣下と繋がった魔力により我々は生きております」

　重厚な声の影響ではない。本心だと分かる。

「そして、閣下が所有されている指輪型魔導具、闇の獄骨騎ダークヘルボーンナイトを媒介することにより狭間ヴエイルを越えられるのです」

　ゼメタスの重厚ボイスで語る。

「この魔道具から魔界と繋がってると」

「はい」

「そうでございます」

「呼び出される時だけど、その狭間ヴエイルを越える時は、神が越えられないように君たちは苦労しないの？」

「大丈夫でございます。先さき程ほども申し上げた通り、閣下と私共は信仰を超えた特別な道での繋がりがありますので」

　特別な道のイントネーションが強調されていた。でも、いまいち分わかり辛づらい。特別？

「さっきも繋がりと話していたが、道とは、何が特別なんだ？」

「それは閣下が先程行った召しよう喚かん魔ま法ほうと命名の儀。それに、閣下自身のお力である魔力の結果でございます」

　命名の儀と俺の魔力か。

「その証しよう拠こに閣下の豊ほう潤じゆんな魔力によって指輪の魔具が変化を遂げています。指輪が反応し形が変わったのは我らに閣下の魔力が入り込んだ証あかし。お陰で我らは強くなり魔界セブドラに、闇の獄骨騎ダークヘルボーンナイトの象徴である楔くさびが打ち込まれて極ごく々ごく小さいですが魔界に領域を得ました。更に、その領域から、私たちのみ魔界での強さを保った状態で狭間ヴエイルを越えて、この世界セラへ、閣下の御お側そばへ行けるのです。それを道と呼んでいます」

　この魔導具が楔になり、魔界と地上を繋ぐ道を作ったと……でも、領域？

「え～とだな……そもそも、魔界とかもよく分からないのだが、その領域とは？」

「魔界における領土と言いましょうか、魔界で領域を確保すると、地上と魔界を阻はばむ狭間ヴエイルに関係なく影響を与えやすくなります」

　それは想像出来る。

「セラの狭間ヴエイルが薄い場合、更に、魔界から影響を受けやすくなります。憎悪、欲望、快楽、恐怖、信しん仰こう心しんといったモノから魔素、魂をより獲得、確保が楽になるのです。先程、話をしていた傷場を巡る争いにも繋がります。魂が得られやすくなります」

　贄か。なるほど。

「それら贄は魔界セブドラにおいて多大な影響を与えるのです。なにしろ世界セラにおける負の感情は魔界セブドラに存在する者にとっての重要な糧エネルギー源となるのですから」

　エネルギー源、糧。食料か。

「……もっと分かりやすく」

　赤沸騎士が代わりに話し出す。

「セラの生物が持つ負の感情、信仰心、魔素、魂は、私共にとっての食べ物であり、その贄を得ることが魔界で力となり活動源となります。ですので、悪魔、悪あく霊りよう、魔人、影かげ狼ろう、陰いん蛾が、不死、邪じや霊れい、怪かい魔ま、魔族、魔神、などの悪あつ鬼き羅ら刹せつの魔軍の勢力たちが日夜、いえ、夜しかないのですが、魔界セブドラ内で領域を広げようと争っています」

　領域に贄か。地上より忙いそがしそうだ……。

「領域とか、どこの世界も忙しいんだな」

「――はいっ、乱世と言えましょう。魔ま界かい騎き士しに率いられた戦争は各地で起きています」

「そかそか、それで、君たちの魔界での立場とかは……」

「魔界セブドラで端はしの端で末まつ端たんの存在でした。しかし、閣下に名前を頂きまして、閣下の眷族の新たなる尖せん兵ぺいとして変化を果たしております。そのお陰で、魔界で端の存在ではなくなりました。魔界では〝上等戦士〟などは容易たやすく屠ほふっていますぞ」

　上等戦士と言われても基準が分からない。

「そうでございます。私共は閣下の新しき眷族の尖兵。魔界セブドラでも地上セラでも何なりとご命令を」

　魔界でも命令……急に言われてもな。俺は魔界王になるっ！

　いや、ありえない。魔界とか複雑そうだ。ま、俺に神々の話など関係がない。

　違う話をするとしよう。

「ところで、話を変えるけど、お前たち戦える？」

「――はっ」

「何なりとご命令を」

「それじゃ早さつ速そくだけど、お前たちの力を見たい。俺の訓練に付き合って貰おうか――ロロは大人しくしててな？」

「にゃ」

　黒猫ロロは簡単に返事をすると、ぷいっと顔を振り、トコトコと、お尻しりを振って坂下の植物が並ぶ側に歩いていった。やがて、そこの柔やわらかそうな土を両足で掘ほり出していく。何をするんだ？　と注目。小さい凹くぼみを地面に作ると、そこに自らのお尻をつけてちょこんと座すわっていた。その瞬間、シァァッーと、おしっこ音が聞こえてきた。

　黒猫ロロは何とも言えない表情を浮かべている。

　おしっこを終えると可か憐れんな動作で振り返り、凹へこんだおしっこした場所の匂においを嗅かいで確認してから、おしっこをした場所へ隣に盛った他の土を掛けてちゃんと片付けていた。

　可愛い仕草だ。その後は、青白い光を発生させている塔とうの上にちょこんと乗り、後うしろ脚あしを揃えて人形スタイルで待機。俺たちの会話を見学するつもりらしい。

「……それと、君たち骨の姿だけど、その身体を壊しちゃっても大丈夫？」

　俺は気を取り直すように沸騎士たちへ聞いていた。黒沸騎士が素す早ばやく答える。

「大丈夫ですぞ。インターバルはありますが、我々は壊れても閣下とその指輪が有る限り永遠に復活を遂げます。閣下と遠く離れていても、自動的に魔界セブドラへ戻りますし、閣下が指輪へ戻れと念じて下されば、すぐに魔界へ戻ります。またお呼び頂く場合も、指輪に触りながら来いと念じて下されば、暫しばしの間の後に、参上致いたします」

「分かった。それじゃ、訓練といこうか」

「お任せを」

「我らの力を見てください！」

　黒沸騎士ゼメタスと赤沸騎士アドモスと戦う。強さは骨騎士だった頃とは、雲うん泥でいの差。

　黒々と、赤々とした骨鎧は硬かたく、反応速度も速い。黒光りと赤光りする長ちよう剣けんと方ほう盾だてを使いこなす技量は舌を巻く程ほどだ。風ふう槍やり流の突きから払い流しを駆く使しするが、対応してきた。

　片方が長剣を使うと片方が方盾を使いフォローの守備に回る。

　コンビネーションの質が異常に高い。互たがいをフォローする動きが素す晴ばらしかった。

　明らかに、今まで戦ってきたどのモンスターよりも強い。見た目は重厚な骨姿だが、動きは熟練された騎士。剣けんと盾を使う流派を学んでいそうな年季を感じさせる動きの質。

　剣の腕はそれほどでもないが、総合的にユイと同じかそれ以上の強さと言ってもいいだろう。最終的に沸騎士たちを粉々にして訓練は終しゆう了りよう。

　そして、指輪を触って『来い』と念じるが、骨騎士たちは戻って来なかった。

　インターバルが必要と言っていたからか？　ま、戻って来なくてもいいけど、戻って来るとしたら、いい戦力だ。ついでに、魔ま法ほう書しよも試しちゃうかな。

　黒猫ロロの遊び道具が減るけど許してくれるだろう。

「ンンン、にゃ」

　その黒猫ロロはポポブムの後頭部の上でスコ座りの姿勢で、お腹なかにノミでもいるのか、お腹の毛け繕づくろいを行っていた。

「構わず、掃そう除じしていていいぞ」

「にゃ」

　何故か、ドヤ顔の黒猫ロロさんであった。







第九章「黒き塊」







　魔法書のタイトルは黒き塊。シンプルなタイトルだ。

　手に取ると、魔法書から魔力を感じた。最初のページの文字を読み進めていくと視線を合わせていた文字が淡あわい白色光を放ち始める。やがて読んでいない文字も光を帯びて、その文字自体が震え出し、紙面から次々と剥がれて宙へ浮かんでいった。頁ぺーじも自動的に捲めくれて、文字は煌きらめきながら宙へ浮かんでいく。

　文字は淡い白色。いや、無色に近い色合いだ。すると、輝かがやく光文字は侵しん食しよくされたように黒色へ変化した。独特の煌めきを放ちながら黒色の文字列と成って空中に漂ただよう。

　黒猫ロロは毛繕いを止やめて、浮いている文字をジッと見つめている。

　紅あかい瞳ひとみに文字が反射して映っていた。不思議と大人しくじゃれることなく、成り行きを見守ってくれるようだ。その黒猫ロロも注目している宙に漂っていた文字列が突とつ如じよ振しん動どうをすると急降下を始めた。文字列は地面すれすれの位置で急カーブを行い、俺おれの額へと文字が衝しよう突とつしてきた。魔法文字が次々と頭の中に吸い込まれて、く、る。

「うぉっ……」

　頭の中に文字が、どんどん入ってくる。闇に輝く文字列が入ってくる度に、紋もん章しよう型の魔ま法ほう陣じんに使われる幾き何か学がく模様の形や文字が自然と脳のう裏りに刻まれてきた。

　魔法陣の構築に合わせた魔力コントロールの方法。

　魔法陣の構築の仕方が感覚で解わかってくる。不思議な感覚だ。

　あたかも脳の意識が開かれる気分。山ほどある感覚の傘かさが一度に全て開かれる。

　だけど、自分では完全に理解が出来ない。中ちゆう途と半はん端ぱな気分だが、息を吸い自然に血が脈打つような自然の感覚と言えばいいか……スキルを覚えた時よりも、もっと深いところの精神的な心の部分に刻まれているような気がする。

　暫し、魔法書を持つ両手を眺ながめていた。深呼吸をするように、すぅっと鼻から息を吸い込み、ふうぅっと口から息を吐き出していく。

　魔法書は俺の息が掛かかると、その役目を終えるように表紙から朽くちていく。

　最後は掌てのひらから砂がこぼれ落ちるように儚はかなく消えていた。

　※〈古代魔法〉スキル獲得※

　※〈紋もん章しよう魔ま法ほう〉スキル獲得※

　この頭に響くスキル獲得を知らせる音、視界に表示される獲得の文字も無視だ。解る。なるほど……ここの部分は創造力も大切なのか。何か悟さとったと感じる。早速、試す。

　念ねんの為ため、〈瞑想〉を使い魔ま力りよくを回復させてから、目を瞑つぶり魔力を指先に集中。

　指で円を宙に描き文字列を組み合わせて、覚えた魔術記号を付け足していく。

　規模は極小、幾何学模様を描き、魔法書式を組み上げる。その文字の一つ一つに意味があり、自由に弄いじれる部分でもあった。同時に魔力も消費されていく。

「……最初は書物の基本通り。だが、名前は変える」

　そう呟いて、魔法陣を弄りを終えると、目の前は黒色の魔法陣が不気味に黒く輝きながら漂っていた。黒き塊だ――。

「《闇弾ダーク・バレツト》」

　そう言った瞬間――黒く歪いびつな凹おう凸とつの激しい黒塊が魔法陣から出現。

　更に、俺の魔力が魔法陣へ吸い取られていく。黒塊は一気に坂下の地面へ突とつ入にゆうし、激しい重低音の衝しよう突とつ音おんと衝しよう撃げき波はが発生。小さい隕いん石せきを思わせる威い力りよくだ。

　狙ねらった場所に大きな穴を誕生させたと同時に、体が重く気だるい感覚に襲われる。

　仙魔術や骨騎士たちの名前付け程ではないが……黒猫ロロは激しい衝撃波と音と土つち煙けむりに驚いたらしくポポブムから離れて石せき塔とうに飛び移りながら、跳とび上がり間ま抜ぬけな姿を見せていた。黒猫ロロは地面に着地しても驚きが収まらず紅い瞳どう孔こうが散大。

　背中の毛を逆立てながら、大きな穴を警戒し、胴どう体たいをへの字にさせながらカニが歩くように横歩きをしていく。

　魔法が直ちよく撃げきした穴は円状に捲れて細かなヒビ割れ線が穴の縁ふち回まわりに出来ていた。

　地面をピンポイントでくり貫ぬいているように見える。

「これ、直撃したら中々の威力だな」

　しかも、この古代の紋章魔法はまだまだ弄れる。これもエクストラスキルの〈翻ほん訳やく即そく是ぜ〉があったお陰かげだ。普通に古代文字が読めて、あっという間に古代魔法と紋章魔法を獲得した。初めは人間以外の言葉を理解したくて選んだつもりだったけど……。

　棚たなからぼたもちだ。それじゃ魔法も覚えた事だし、魔ま霧きりの渦うず森もりへ再突入しよう。

　ポポブムの手た綱づなを握にぎり魔霧の森を進む。

　そして、青い光が及ばない地域に出ると一気にモンスターの反応が強まった。魚が網あみへ大量に引ひっ掛かるように反応を示す魔ま素そ群ぐん。ここは本当にモンスターが多いが、この辺りのモンスターを殲せん滅めつしちゃいますか。ユイが移動しやすいように……。

　覚えた古代魔法も試すいい機会。次は少し魔法陣を弄る事にしよう。

「ロロ。少し実験するから最初は見てて」

「ンン」

　黒猫ロロは実験にはあまり興味が無いようだ。めんどくさそうに小さい喉のど声ごえで返事をすると、さっきの続きの毛繕いを始めていた。ポポブムの太い後頭部の上にずでんと座り、腹を舐なめながらバレリーナのように両りよう脚あしを伸ばし脚の先まで舐めていく。ぺろぺろと脚毛を舐めて掃除する仕草は微笑ほほえましい。そんなロロの姿を見ながら古代魔法を開始した。手に魔力を込めて魔法陣を描く――拡散型、規模は小。

　最初とは違ちがう魔法陣を作る為に魔力消費を削る式を組み込む。

　この部分は……式文を変へん更こう。魔法文字の§とΟを合わせながら展開維持をさせて最後に具現化させた。試しに日本語で追加式を付け足しても認にん識しきした。漢字だと魔力効率が増すようだ。俺がイメージしやすいからか？　様々な記号と共に漢字を少し書き足して、最後にトリガーは念じて発動するタイプで完成。

　独自オリジナルの魔法陣。魔法陣の円は闇やみ色いろに薄く燃えるように縁ふち取どられている。

　まだ改良が出来そうだ。

　※紋もん章しよう魔ま造ぞう※恒こう久きゆうスキル獲得※

　やった。スキルを得た。紋章魔法を弄ったお陰？　そんな新しく作り上げた闇色の魔法陣を自じ慢まんするように頭上高くあっちへこっちへと遊ぶように移動させていった。

「にゃあ」

　黒猫ロロも不思議そうに鳴いている。

「魔法陣はこういう使い方も出来るのか……」

　発動させずに待機させておくことも可能。よし、目の前に呼よび戻もどす。

　完成した魔法陣をじっくりと観察。周りから魔素の反応を感じ取る。モンスターだ。

　タイミングがいい、しかも複数の反応だ。反応があった方角を注視。

　すると、森の茂しげみからゆっくりと動き出る太い白足が草を踏ふみ肉にく趾しも見える。数は、一、二匹ひき、いや、三匹。合計三匹の青あお白びやつ虎こが出現した。

　最初に現れた青白虎と視線がかち合うと、獣けもの特有の荒あらぶる声を発し、口から牙きばを見せて威い嚇かくしてくる。そして、首筋にある特とく徴ちよう的てきな肉エラを変形させた。

　ユイと一いつ緒しよに過ごしていた時、外で狩かりをした際に遭そう遇ぐうしたのと同じモンスターだ。

　同じ黒エラか。中心部分から肉にく腫しゆがぱっくりと割れて、中から蛇じや剣けんのような鋭するどい骨ほね牙きばを突とつ出しゆつさせている。そのメイン武器と思われる骨牙を真まっ直すぐ伸ばしながら突っ込んできた。

　後ろの二匹も同様に走ってくる。俺はポポブムに乗った状態であえて待機。荒ぶる声を上げながら吶とつ喊かんしてくる青白虎たちが魔法の射程に入るのを待った。槍を真っ直ぐ虎とらたちへ向け穂ほ先さきを銃じゆうのスコープに見立てながら青白虎の頭部へ狙いをつける。

　虎を十分に引き付けたところで、今だっ《闇散弾ダークシヨツト》。

　そう念じた瞬しゆん間かん――狙い通りに古代魔法が発動。穂先の上に魔法陣が瞬しゆん時じに展開される。円型の魔法陣は本当に銃のスコープになったように見えた。魔力が消費されていく。

　コンマ何秒の間に魔法陣からは黒色の小さい塊が無数に現れ一定の数に成るまで増ぞう殖しよくしてから塊の出現が止まった瞬間、増殖した塊群が弾はじけた。

　ガスが引火して爆ばく発はつするような音を轟とどろかせながら、無数の小さい黒塊が散さん弾だん銃じゆうの如く前方へ弾け飛び炸さく裂れつ音おんが二重に響いた。ポポブムは音に驚おどろき棹さお立だちになる。

　俺と黒猫ロロは慌あわてて飛び降りた。同時に耳がやられそうなぐらい、きぃぃんっと耳鳴りが続く。先頭を走っていた青白虎は黒石散弾魔法ダークシヨツトを真正面から喰くらい頭が削れ歪な形になって倒たおれていた。

　青白い虎は真っ赤な虎に変わり胴体に掛けて小さい穴が無数に空いてる。

　凄すごい威力だ。しかし、先頭の虎は絶命し倒れたが、遅おくれて走っていた青白虎たちはまだ生きていた。左手前の虎は前足と胸腹に塊石が当たった程度の傷。

　右奥おくの青白虎は出血が酷ひどく中程度の傷。だらりと前足も垂れている。

　絶命したのを含ふくめて三匹の傷具合から判断して、この古代魔法はショットガンのように近きん距きよ離りからの威力はあるが、まだまだ狙いや精度が悪いと判断できた。

　その生き残った青白虎たちへ、殺気を込めて見つめる。

　後は普通に殺すか……槍を握る手に力を込めながら左の軽傷の青白虎の頭部へ向けて普通の槍やり突つきを喰らわせる――続けて、間かん髪はつを容いれずに〈刺突〉を繰くり出だした。

　素早いスキルを交えた連続突きにより青白虎の頭が削れたように穴が二つ形成される。

　肉にく片へんと毛が混じった血ち飛沫しぶきを飛ばしながら虎が倒れていく中、残っていた最後の一匹は、魔法によって傷を負った足を気にして動こうとしない。

　そんな青白虎の動きを冷静に見み極きわめる。構えも見せずに、前進しながら――ノーモーションで槍を握る右手を真っ直ぐ伸のばす。虎首を穿うがった。よし、完全に虚きよを衝ついた。

　青白虎は首筋にあるエラ肉にく袋ぶくろがピクっと動き、僅わずかに反応を示すが、俺の槍の方が速かった。虎の首に出っ張る形で存在したエラ袋は、槍により穿たれて袋が圧縮されたかのように潰つぶれ内部から骨ほね破は片へんが飛び出ている。

　槍を引き抜ぬくと、引き抜いたエラ袋の穴から血が噴出。青白虎の口周りは真っ赤に染まり死んだかのように前のめりに倒れているが、僅かに息はしていた。

　瀕ひん死しの状態。槍をくるっと回して、石いし突づき側で瀕死の虎頭をつつく。ツンツクツン。

　意外にタフだな。それよりさっきの古代魔法は一応、成功かな。

　近距離用という感じだけど弄り改良した効果はハッキリと出ていた。

　初回に紋章魔法を放った時と比べたら魔力消費は抑おさえられているし、それに伴ともなう倦けん怠たい感かんもより少なくなっている。雲泥の差と言っていい。

　だが、魔力消費や威力は抑えられたけど、元々の古代魔法が消費する魔力量は威力に関係なく大きい。だから、同じような魔法を連発するのに、今の俺だと、三～四発が限度だと分かる。今の魔法はお遊びという感じだ。有効的ではない。さて、吸きゆう魂こんしちゃうか。

　横たわっている瀕死の虎へ噛かみつきを行う。

　血を吸いながら〈吸魂〉を実行。虎に止とどめを刺さして血と魂を貰もらうと――。




　※魔ま槍そう闇やみ士しの条件が満たされました※

　※戦せん闘とう職業クラスアップ※

　※〈魔ま槍そう使い〉と〈魔ま法ほう使つかい〉が融ゆう合ごうし〈魔槍闇士〉へとクラスアップ※

　※〈闇あん穿せん〉スキル獲かく得とく※

　※〈闇穿・魔壊槍〉スキル獲得※




　クラスアップだ。スキルも得られたので職業の説明を見よう。ステータスと念じた。




　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：２２

　称しよう号ごう：神しん獣じゆうヲ従エシ者

　種族：光魔ルシヴァル

　戦闘職業：魔槍闇士：鎖くさり使つかい

　筋力１８．８→１９．０敏びん捷しよう１９．８→１９．９体力１８．０魔力２２．９→２３．０器用１８．０精神２３．４運１１．０

　状態：平へい穏おん




　戦闘職業の魔槍闇士をタッチ。

　※魔槍闇士※

　※槍の達人と魔ま術じゆつ師しを超える魔力と精神を持ち複雑な条件を達成後、初めて獲得、覚えられる希き少しよう戦闘職業の一つ。魔軍夜行をただ一人生き延びた伝説の魔ま槍そう騎き士しデラハ・ヴェルゼイが最初に就ついていたとされる幻まぼろしの戦闘職業である※

「魔槍闇士……」

　希少か。説明表示をタッチしても情報がでない。というか魔軍夜行とは何だろう。

　それに伝説の魔槍騎士デラハ・ヴェルゼイとは誰だれ？　説明に疑問を思い、半はん透とう明めいのスクリーンに表示されている文字の至る所をタッチしているが、反応はなし。仕方がないので、ついでに覚えた新しいスキル〈闇穿〉と〈闇穿・魔壊槍〉をチェックする。




　スキルステータス。

 取得スキル：〈投とう擲てき〉：〈脳脊魔速〉：〈隠身ハイド〉：〈夜目〉：〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉：〈血鎖の饗きよう宴えん〉：〈刺突〉：〈瞑めい想そう〉：〈魔ま獣じゆう騎き乗じよう〉：〈生活魔法〉：〈導どう魔ま術じゆつ〉：〈魔闘術〉：〈導どう想そう魔ま手しゆ〉：〈仙せん魔ま術じゆつ〉：〈召しよう喚かん術〉：〈古代魔法〉new：〈紋章魔法〉new：〈闇穿〉new：〈闇穿・魔壊槍〉new




　恒久スキル：〈真祖の力〉：〈天てん賦ぷの魔才〉：〈光闇の奔ほん流りゆう〉：〈吸魂〉：〈不死能力〉：〈暗者適応〉：〈血魔力〉：〈眷族の宗そう主しゆ〉：〈超ちよう脳のう魔ま軽けい・感覚〉：〈魔闘術の心得〉：〈導魔術の心得〉：〈槍組手〉：〈鎖の念導〉：〈紋章魔造〉new




　エクストラスキル：〈翻訳即是〉：〈光の授印〉：〈鎖の因子〉：〈脳のう魔ま脊せき髄ずい革かく命めい〉




〈闇穿〉を指でタッチ。

　※闇穿※

　※槍スキル〈刺突〉を獲得済みだと魔槍闇士にクラスアップ後、自動で獲得するスキル。見た目は〈刺突〉と同じ突つき技だが闇の属性が付加され物理威力も上じよう昇しようしている※




　なるほど、新しい突技か。もう一つ新しいスキルを見てみよ。




　※闇穿・魔壊槍※

　※スキル〈闇穿〉を繰り出した直後に、使い手の任意のタイミングで壊槍グラドパルスを瞬時に召喚、魔壊槍を出現させて攻撃を開始する※




　説明を改めて見ると、なかなか使えそうだな。







第十章「魔ま壊かい槍そう」







　壊槍グラドパルスをタッチしても情報は出ず。

　まぁ、実際に試ためすのが早い。ポポブムに乗りながら、右手に持つタンザの槍を構えて〈闇穿・魔壊槍〉を発動。槍を前方へ突出させて〈闇穿〉を繰り出す――。

〈刺突〉と似ている。だが、その刹せつ那な。圧縮された空気を押おし出すような音を響ひびかせながら壊槍グラドパルスが銀黒槍の真横に出現。

　壊槍グラドパルスは槍で打ち出した〈闇穿〉を追おい越こす勢いで螺ら旋せん回転しながら突き進すすむ。空気を切きり裂さくように虚こ空くうを穿った。

　これが、壊槍グラドパルス。闇色にツヤ光りした輝く魔ま界かいの槍。

　壊槍グラドパルスの見た目は先細の円えん錐すい。

　タンザの槍よりも大きく、先せん端たんは細い鋭そうな矛ほこ刃ばだ。

　細い穂先から段々と円錐が太くなり、外面の縁を螺ら鈿でん細工のような黒太い鋼線が独特の模様で施ほどこされ渋しぶい闇ランスを形作っている。まだ回転ドリルのように捻ねじれ回転している。刺突より威力がありそうだ。普ふ通つうにスキルの〈刺突〉や〈闇穿〉を狙えば連続突きにもなるし、タイミングをずらして壊槍を撃うち放つことも出来る。

　微び妙みようなタイミング差で射出が可能か。これは大きいアドバンテージ。

　相手が強いほど、対処が難しくなるはずだ。黒猫ロロは毛繕いをしていた動きを止めていた。じっと、不思議そうに闇色の魔壊ランスを見つめている。

　試しに闇ランスを掴つかんでみた。重い。めちゃくちゃ重い。

　俺じゃ扱あつかえないのかと、無理に振ふり上あげようとしたら闇ランスは消失した。

　消えちゃったか。まぁいい。〈闇穿・魔壊槍〉を使用する度たびに召喚されるようだし。

　さぁて、移動しよう。ポポブムの手綱を握って進むと、またすぐにモンスターの反応があった。ここは魔霧の渦森と言われているだけあって、本当に移動する度にモンスターが現れる。ついでだ。もう一回、〈闇穿・魔壊槍〉を試そうとモンスターを待つ。

　そこにタイミング良く霧きりで見えない上空から魔素の反応があった。

　スキル〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉を使う。

　鳥や獣の濃こい匂いだ。翼つばさをもった人型の敵。乗っていたポポブムから地面へ飛び降りる。

　地に足をつけてモンスターが現れるのを待った。

　そこに、魔素反応が示した霧の中から、ばっさばっさと翼をはためかせながら、女の鳥型のモンスターが出現。長細い二本の鳥脚に生えた鈎かぎ爪づめを下へ突き出す格好で襲おそい掛かってきた。鋭そうな鈎爪。その鈎爪を――バックステップで避さける。

　人鳥型モンスターは爪つめの攻撃が俺にあっさり躱かわされると、再び上空へ舞まい上がり旋せん回かいしていく――狙いやすい。そんな空中を飛ぶ人鳥モンスター目掛け〈鎖〉を射出。

　鎖は追つい尾びミサイルの如く螺旋の弧こを描えがきながら人鳥の翼を貫つらぬいた。そのまま鎖を操作して、くるくると鳥の胴体へ鎖を巻き付かせて絡からませてから、強ごう引いんに地面へ墜つい落らくさせた。

　そして、伸びている〈鎖〉を手首のマークへ掃そう除じ機きのコンセントを収納させるイメージで収しゆう斂れんさせて、鎖に絡んでいる人鳥モンスターを目の前まで強引に引き摺ずり運んだ。

　この人鳥モンスター、洋物ファンタジーによく出てくる妖鳥ハーピーというモンスターと似ている。しかし、モンスターとはいえ、鎖が絡まり亀きつ甲こう縛しばりのように胸が強調されている姿は少しエロかった。だがモンスターだ。即そく、決断。

　鎖を消し〈闇穿・魔壊槍〉を撃ち放つ！

　捻りを生かした闇を纏まとう〈闇穿〉の銀を帯びた黒こく槍そう刃ばがハーピーの顔面を貫き破は壊かい。

　続けて、壊槍グラドパルスが出現。闇色に輝くランスは螺旋回転しながらハーピーの上半身をいとも簡単にくり貫き、巨大な槍そう痕こんをハーピーの死体に作り上げていた。

　強きよう烈れつだ。螺旋回転を維い持じしている闇色の太いランスは突き抜けてから消失。

　倒したけど、空に、まだまだハーピーは多い。あいつらも倒しちゃうか――。

　気分よく少しジャンプをしながらポポブムに戻り、鞍くらを跨またいだ。

　すると、俺自身がモンスターの目印にでもなったのか、殺されたハーピーの仇あだ討うちか分からないが、次々とハーピー共が群がって来やがった。

　まさに、飛んで火にいる夏の虫。丁度、倒そうと考えていたところだ。

　じゃんじゃん来いや！　もっと試してやろう。

　騎き乗じよう状態から両手持ちの銀黒槍を伸ばし、〈闇穿〉、〈刺突〉、〈闇穿・魔壊槍〉のスキルを連続で行い、締しめに石突で頭を潰す。急きゆう襲しゆうしてきたハーピー共をカウンター気味に屠り続けていった。他にも青白い虎、白しろ蟷螂かまきりが現れる。それらモンスターを倒す度に素材を回収するが……余りにもモンスターの数が多いので、途と中ちゆうから黒猫ロロも人鳥を含めたモンスター狩りに参加させた。

「自由に霧森の中を楽しんでこい」と、神獣を解き放つ。

　ついでに、指輪から黒と赤の沸ふつ騎き士しを召喚させ一緒に狩りをさせた。

　召喚した黒沸と赤沸騎士がまた強い。

　意外にもこの辺りのモンスターたちでは相手にならないようで、

「閣下。休んでいてください。私共が敵を殲滅させます」

「そうです。閣下には我わが闇沸の剣けん舞ぶに盾の技をご覧いただきたく……」

　そんなことを言いながら黒光りする長剣と方盾を使いハーピーだけでなく巨大な白蟷螂や青白虎を次々と倒していく。という事で、俺はポポブムに乗り楽をしながら悠ゆう々ゆうと狩りの様子を見学して岐き路ろを進んで行くだけ。途中、黒猫ロロが偉えらそうに沸騎士たちへ指示を出している光景は面白おもしろかった。

　最終的に俺の周りからモンスターの気配がぱたりと消失。蜘蛛くもの巣にぶらさがったように木の枝に無数に突き刺さっている人鳥、蟷螂のモンスターの死し骸がいの一部たち、蝶ちようの死骸にも見えるけど、全体的にクリスマスツリーの飾かざりにも見えた。

　どうやら、沸騎士と黒猫の異色コンビたちは数時間かけて、濃のう霧むの森に棲すんでいるモンスターを大量に狩りまくったらしい。

　しかし、これで後に残してきたユイの移動が楽になった筈。

　あの綺き麗れいなベイカラの瞳、Ｃカップの半球形美乳と引き締まったくびれ、胸より少し大きい白はく桃とうの尻が頭に浮うかぶ。しかし、もう別れたんだ。

　気を取り直すように厳しい表情を浮かべて、獣けもの道みちのような森を進む……すると、また、時の襞ひだに吸い込まれたように風化している小さい礼拝堂を見つけた。

　この森に入った直後にも同じような場所があった。

　石が積み上げられて作られてある礼拝堂の中に小さな彫ちよう像ぞうがある。

　比ひ較かく的てき綺き麗れいな状態の女め神がみ像ぞう。形が古代日本の東北地方で信しん仰こうがあったとされるアラハバキの土ど偶ぐう像に似ていた。象ぞう牙げ製のペーパーナイフと青銅製の人型も置いてある。

　こういう礼拝堂はあちらこちらにあるんだな。

　土着神って奴やつか。ここが日本なら捨てられた地蔵様という感じだろうか。

　おにぎりの代わりに乾かん燥そう肉にくを供えた。

　手を合わせて土偶へお祈いのりをしてから進む。

　そんな調子で森を進んでいるうちに霧が薄うすまっていく。

　日の光が段々と強まり陽ひ射ざしが獣道を照らす。霧が晴れた。

　眩まぶしい日の光が目に染しみる。神様に祈ったから？

　そして、土の街かい道どうに出ることが出来た。まだ黒ずんだ枯かれ枝えだが交こう錯さくした森の中なのは変わらないが……霧が消えただけでも、ありがたい。







第十一章「城塞都市ヘカトレイル」







　ここからは、この西から東へ続いている土の街道を西へ辿たどるだけだ。分かりやすい。

　西の街道をポポブムを使い風になった如く駆かけていく。

　洩もれる陽ひがあたりを斑まだらに染める森を抜けて暫しばらくして、小高い丘おかに到とう着ちやくした。

　空気が綺麗だ。すーはーすーはーと、腕うでを広げて深呼吸を行う。

　魔霧の渦森に漂っていた濃霧の湿しめっぽいどんよりとした空気とは違う。正反対だ。

　涼すずしい向かい風が全身を駆けていく。

　空に鳥が何なん羽わも飛んでいた。体が洗われるようだ。

　この涼しい心地ここちよい風に黒猫ロロも反応。

　ポポブムの後頭部から前方へ身を迫せり出だしている。

　両前足で身体を支えながら、首元から伸ばした二つの触しよく手しゆを左右へ伸ばして翼を広げるようにヒラヒラさせていた。

　まるで、豪ごう華か客船が沈しずむ名作映画の青年と美女が取ったポーズの如く。

　背中の毛並みを風に揺ゆらしながら、そんなポーズを取っていた。

「にゃあん」

　と、なんとも言えない声を発している。この涼しげな空気を楽しんでいるんだな。

　思わず、写真を撮とりたくなる瞬間だ。そんな空気を楽しみながら丘を下る。

　やがて、周りは木々が疎まばらに生えるだけとなり、遠くの景色の詳しよう細さいが見えるようになってきた。そこに、南の遠望に目印のように分かりやすい山を発見。

　あれがバルドークだ。初めて見た時より近くに見える。

　モンスターの背骨ように続く山脈の一部から青空へ向けて爪でつけたような線があった。

　ひょっとしてエベレスト並みに標高がある？

　あの山に竜りゆうが住むと師し匠しようが話していた。歪な尖とがった山頂から白と青のコントラストが滑なめらかに続く稜りよう線せんは美しく見える。視線を下げると山の他にも大河の一部であるハイム川の支流が幾いくつも確かく認にんできた。さて、進むか。そのハイム川沿いの街道を西へ俺たちは進む。

　街道の両りよう脇わきは雑草や枸く杞このような五弁の小花が咲さき乱みだれている。

　紫むらさきの小花を見てると、可愛かわいいユイの小顔を思い出す。空にはタンポポの種が漂っていた。暫くすると、街道の先に鶏にわとりの形を象かたどった目立つ道みち標しるべが見えてくる。

　標識棒の天てつ辺ぺんにあるのは鶏を模型にした簡易な風かざ見み鶏どり。

　風で揺れる小さな羽が付いてる。棒の下にはあちこちへと方向を示す細板があった。

　一番上の細板は【城塞都市ヘカトレイル】。

　反対の方角にある細板は【魔霧の渦森】や【王都ファダイク】と書かれてある。

　ヘカトレイルはこっちの方角だ。このまま行こう。道標が示す方向へ進んだ。

　やがて本当にヘカトレイルらしき都市が遠くに見えてきた。

　巨きよ大だいな城じよう壁へきは遠くからも確認できる。大きい都市だ。異世界初の巨大都市。

　あれが城塞都市ヘカトレイルに違いない。人通りも多くなってきた。ポポブムの腹を軽く蹴けり、混雑している街道を常歩ウオークで進む。城塞というだけあって堀ほりが深い。ハイム川から水を引いているので水がぐるりと城壁を囲み堅けん固ごな城塞へと変えていた。

　城塞に続いて目立つのが、二体の巨きよ大だいな彫ちよう像ぞうだ。後ろ姿でも立派な像だと分かる。

　前からあの巨大像を近くで見たい。完全に観光気分だ。

　都市に入る前に見学しないとな。巨大彫像を見ようと、人通りが激しいヘカトレイルの中へ続く巨大門橋には進まず板張りで舗ほ装そうされた波は止と場ばへ続く道を選せん択たく。

　波止場近くでは、魚や野菜を売る露ろ店てんが乱立している。巨大彫像は川辺に飛び出した形で存在しているで、正面からは船に乗らないと見られそうもない。

　仕方ないので、港から川岸を歩きながら上空を見上げて改めて巨大彫像の姿を拝見。

　戦士風彫像の一つは長剣を地面に刺して、雄お叫たけびをあげているように口を広げて、盾を背中に持つ勇ましい姿の像だ。もう一つの彫像は祈りを捧ささげる乙女おとめのような像。

　二体の巨大像は都市の入り口を守るように、都市に引かれているハイム川を挟はさんで両岸に立ち、腕からは巨大な鋼鉄鎖が垂れていた。

　大きな鎖は巨大水車に繋つながり巻かれる仕組みになっているようだ。下に垂れてる大鎖がハイム川に下がれば都市へ流入する船の進行を止められるだろう。

　この彫像の役割は、神を讃たたえるより、大きな川の門みたいな感じなのかな？

　税金の徴ちよう収しゆう目的か。この都市の権力者なら封ふう鎖さができそうだ。

　でもこれ、カメラがあったら絶対撮ってる。異世界の巨きよ像ぞう。まさに神の存在を讃えるに相応ふさわしい。観光気分を充じゆう分ぶん満まん喫きつした。

　港からさっきの巨大門橋へ戻ろうと、ポポブムを進める。と、思ったが、船に興味がいく。近くに大型船が多数停泊していた。

　船に乗っていた人々が港へ降りていく姿も見える。船の形は大小様々だ。

　中世の大航海時代を思わせる帆はん船せんカラックの形でガレオン船のように大きい船体も少ないけど存在した。ガレー船もある。おっ、異世界に相応しい形の船もあるな。

　ガレアス船を巨きよ大だい化かさせて、ガレーとガレオンを合体させたような船。横っ腹に生き物にも見える巨大な櫂かいが、何百と斜ななめ下したへ伸びている。隣となりの巨大船は、竜りゆう骨こつが目立つメインマストの四角帆ほが三つに、三角帆一本が付いた外洋用と思われる。

　でも、どの船にも大たい砲ほうがない。やはり大砲の代わりは魔法かな？

　そこで船の見学を止めて、港を見み渡わたすようにゆっくりとポポブムを進めた。

　港の物流は確しつかりしてそうだ。滑かつ車しやから繋がれたロープで、船から地上へと荷物が括くくられ運び出されている。滑車の形から想像するに、アルキメデス的な天才はもう生まれているんだなと妄もう想そうしていく。そんな城壁の外にある港街の近辺には綺麗な家々が目立つ。

　しかし、港の反対側へ少し離はなれると、襤褸ぼろ小屋やトタン屋根で出来た家々が視界に入る。

　この辺は落差が激しい。綺麗な家と襤褸家が乱立している。

　さて、さっきの巨大門橋があった入り口へ戻ろうか。と、俺はポポブムの手綱を操作して港から離れて、路地通りを進み戻っていく。

　この辺りも酷いなぁ。ここは、とてもじゃないが人間が住む場所とは思えない。

　貧民街か？　その様子は酷い有り様。

　亜あ人じんと見られる子供が食い物を巡めぐって争あらそう姿、力なく地面に座すわってる老人、残飯を漁あさっている老ろう婆ば。思わず『羅ら生しよう門もん』の婆ばばあかよ。と突っ込みたくなった。

　その中に人族の姿も見かけたが、ここでは圧あつ倒とう的てきに亜人たちの姿が多い。

　亜人といっても顔が鱗うろこの皮ひ膚ふで覆おおわれている種族が大半だけど。

　爬は虫ちゆう類るい系けいと交わった人族種族なのかな？　そんな疑問はすぐにどうでもよくなるほど、酷い状じよう況きよう……とにかく衛生面が心配になるほどに臭においがきつく、それが鼻び腔こうに染みつくようで思わず顰しかめっ面つらをしてしまう。ハイム川へと流れでる下水はとても飲めた物ではなさそうだ。

　そんな貧困層が暮らす路地通りを鼻を摘つまみながら移動。

　ヘカトレイルに渡わたれる巨大な門橋に戻ってきた。城塞都市の入り口らしく門橋の幅はばは広く、橋の上を人々が群がるように出入りしている。人の多さにも驚くが、何より目に入ったのが間近にある壁かべだ。都市を囲む城壁が一ひと際きわ大きいのに目を奪うばわれてしまった。

　さすが、城塞都市。壁の高さは約十メートルを超こえるぐらいはあるだろうか。

　門壁の両脇に馬が王おう冠かんを支える絵え柄がらの青旗と盾たてが並ぶように飾られて、青旗が風で揺らめいている。壁上に凹おう凸とつがあり弓兵士たちが凹の部分で下の行き交う人々を監かん視ししているように目を光らせていた。身分証を求めたり通行を阻そ害がいすることはない。

　ま、当たり前か戦争中なら分かるけど通行を停とめていちいち身分証を確認してもね。

　壁の隅すみには、聳そびえ立たつような防ぼう御ぎよ塔とうの櫓やぐらも存在。

　そこにも青あお鎧よろいを着た兵士たちが屯たむろしていた。とにかくここが、城塞と名が付くのが分かる。ここなら冒ぼう険けん者しやギルドもあるだろう。俺にとって初めての大都市。ここで暮らす住民たちはどんな生活を営んでいるのかな。楽しみだ。門橋を行き交う多数の人々の中に交じるようにポポブムを進ませた。プボプボと鳴き声を響かせての前進だ。

　城壁門を潜くぐったところは、いきなり広場があった。日時計らしきオブジェもあり、広場だけあって人族も多い。左ひだり隅すみに兵士、騎士たちが駐ちゆう在ざいする屯とん所しよもある。

　その屯所から五人一組列を組むように青鎧を着た兵士たちが現れ、巡じゆん回かいするように広場から大通りへ歩いていた。広場中央に布告場と書かれた看板が立ち、そこでラッパが吹き鳴らされる。その後、その音がいったん止むと、次にはその告知係らしき者たちは、大声を張り上げて人々に知らせを読み上げていた。




　――【オセベリア王国】西部戦線大勝利。

　――オードバリー家所属魔金細工師スヴェリ・ブロッセン氏の新作が発表された模様。興味がある方は中央通り西の高級魔道具店【オードバリー】へ

　――新しい靴くつ屋やマーメイドが中央市場に出店。

　――第二大通り奥路地で殺人事件が発生。怪あやしい者を目もく撃げきした者は、急ぎ、衛兵団か青せい鉄てつ騎き士し団だんに連れん絡らくを。

　――トセリアという名の失しつ踪そうした人族を捜さがしている。詳くわしくはドカナ魚場のサホイさんまで。

　ほぁ、野太く響くいい声だ。あんな仕事をしている人たちもいるのか。大変そう。

　更さらに視線を右へと送ると、いきなり残ざん酷こくなシーンが目に入ってきた。

　刑けい吏りと見られる筋骨隆りゆう々りゆうな毛むくじゃらの人型生物が処しよ刑けい台だいの上で大斧を振り上げ、受じゆ刑けい者しやの首を切断していたのだ。処しよ刑けいかよっ、こえぇな。

　この広場、処しよ刑けい場じようも隣りん接せつしてるのか。首くび斬きり直後、周りにいた大勢の観客が歓かん声せいを上げている。酒のような物を飲んでいる親父おやじもいれば、口元を扇せん子すで隠かくす貴族風の女性もいるし、子供まではしゃいでいた。小さい露店も並び、曲芸師たちの踊おどり場ばもある。リズム良く笛の音が鳴り踊り子が踊っているので、処刑場がまるで小さな宴えん会かい場じようのような雰ふん囲い気き。

　しかし、隣は見せしめと思われる首くび吊つりの刑けいなどで処しよ罰ばつされた罪人の死体が木にロープでぶら下がったまま放置されているので、なんとも言えない空気感だった。

　木製の台に乗って、神はどうたら邪じや教きようはどうたらと説教をしている司祭もいる。他から煙えん突とつを掃そう除じするよ、というガラガラの職人声も聞こえてきた。

　そんな異世界におけるカオス的な日常は、ある種の洗礼に感じた。もう、この世界に来て二年は確実に過ぎたんだよな……地下生活を含めると二年と少しか。

　こういう中世か近代に近いファンタジーの都市光景をまざまざと見ると、俺おれの心に残っていた現世的な感覚が失われていく。ま、郷ごうに入っては郷に従え。ともいうしな。

　文化、風習を理解していこう。喧けん騒そう激しい広場を通り、放射状に幾つか分かれている大通りの一つを進む。街並みの景観も変わってきた。

　大通りに面している建物が立派になる。洋風のデザインから、まさに異世界にしかない三日月形の建物など。それに伴い、人の他に亜人の姿がちらほら。

　やはり、人族ばかりじゃなかったな。獣系の亜人さんは毛が目立つ。

　お、あそこに、ネコミミ美人と見られる女獣人さんを発見。

　人族たちが犇ひしめく中だからな……獣人さんはすぐに分かる。

　やっぱり異世界はこうじゃないと。そんな女獣人さんの背後にピタッとポポブムは身を擦すり寄よせた。張り付くと、ジッと後ろ姿を見つめ、そのままゆっくりとついていく。

　うなじの毛がポポブムの鼻息で揺れている。

　毛が薄く伸びていてリアルで悩なやましい。そんな視し姦かん行こう為いを続けていたら、ポポブムの荒い鼻息に気付いた獣人女性に「何か？」と振り向むかれ、キッと睨にらまれる。

　俺は「いっ、いえ」と挙きよ動どう不ふ審しんのまま片言を呟つぶやき、ポポブムを操作して立ち去った。

　明らかに怪しく変態と思われただろう。「にゃ～」と、黒猫ロロは鳴くと、どこか不思議そうに紅あかい瞳ひとみを俺へ向けてくる。

　そんな黒猫ロロの視線を無視。そのまま見学を続けながら大通りを進む。すると、右側の建物がなくなり視界が開ける。

　空間が広がった先は巨大な市場だった。様々な露店が集合したような場所だ。

　硝子ガラス製品や皿などの陶とう器き物ものだけでなく、色々な毛皮、骨粉、墨すみの液体、多種多様な肉、色とりどりな不思議野菜、本当に様々な品物が売られていた。

　その露店の一つにファンタジー作品の定番であるドワーフさんを発見。

　ドワーフたちはやはり背が小さい。商人と思われる毛皮を身に纏いふっくらと太い姿。

　罠わな猟りよう師しと思われる鉄罠を担かついでいる人族や虎とら獣じゆう人じんの集団と、笑いながらおおげさな身み振ぶりで財さい布ふから金を出し物品の取引を行っている。

　ドワーフの姿から、地下深くで出会ったロアの姿を思い出す。

　若じやつ干かん、地下に居たロアの方が小さいか？

　更に、そんな市場の斜はす交かいにある一角で人ひと集だかりが出来ていた。

　早さつ速そく、その人集りへ向かう。奴ど隷れいたちだ。ここは奴隷市のようだな。

　人族や獣人が薄うす汚よごれた衣類に身を包つつみ黒い首輪をはめられ手足を鎖で繋がれ歩かされている。

　奴隷たちは低い木台の上に乗せられていた。そこで周りの着き飾かざった金持ち風の人々から一いつ斉せいに値ね踏ぶみの声があがる。やけに競せり会場の数が多い。

　奴隷になるのは人だろうが亜人だろうが関係ないようだ。

　上半身が女の人で下半身が蛇へび姿すがたの種族も他の人族奴隷と同じように首輪と両手から繋がった鎖を引かれて歩かされている……種族の物もの珍めずらしさもあって、暫しばし、その歩かされてる様子を眺ながめていた。すると、

「お前は満足に買物も出来ないのか？　嗅きゆう覚かくが優すぐれているというから買ってみれば、こんな屑くずを買わせられるとはなァ」

　急に隣から濁だみ声ごえが聞こえてきた。

「す、すいま――」

　女獣人が蹴られて地面に顔をつけている。

「ははは、顔に馬ば糞ふんが付いた。今日は罰ばつとしてそのまま歩いて付いて来い」

　太った商人か貴族の男が、下品な笑えみを浮かべて獣人奴隷をゴミのように扱っている。

　女獣人は指示通りに地べたへ顔をつけたままだ。酷い扱いだな。

　商人に周りから冷ややかな視線が集まるが、その光景を見ても誰も止めようとしない。

　俺もここでそんな事止やめろ。と、言おうとは思わない。

　これがこの世界の常識なのだろう。

　気分が悪くなったが、奴隷市場の一角は長く続く。様々な露店が集合した巨大市場を通り過ぎていくと、大通りに出た。







第十二章「冒険者ギルド」







　両脇に多数の建物が並ぶ一本道の大通りだ。その右側に縦長の看板とセットで大きな建物があるのを発見。看板には冒険者ギルドと書かれてある。ここが冒険者ギルド。

　三階建てで、この辺の建物の中で一番大きい。隣は大きな厩きゆう舎しやも用意され立派なサラブレッドやポポブムに似た魔ま獣じゆうたちが専用の餌えさ桶おけに顔を突っ込んで餌を食べているのが見えた。小太りで気の好さそうな世話係もいる。早速、その人に話しかけてみよ。

「ここを利用しても大だい丈じよう夫ぶですか？」

「はい、いいですよ」

　こういう場合、チップとか渡した方がいいかな？

「それじゃ、暫く世話を頼たのみます」

　少し色を付けてチップを渡してみた。

「おお～、銀貨ですか、気前がいいですね～。わたしの名前はピュッチ。預かったものは三ケ月先でも、ちゃんと見とくよ」

　チップのお陰かげか、反応がいい。

「それじゃ、この魔獣をよろしく」

　そう世話人に向けて言いながらポポブムから降おりると、鞍くらに連結してあった魔ま法ほう袋ぶくろを取り出し、槍やりを黒猫が休んでいない肩かた側がわに抱かかえて厩舎の隣に建つギルドへ足を向けた。

　冒険者ギルドの入り口は大きい木製の両りよう扉とびら。両扉は左右の端はしへ開かれ、開放状態だ。

　多数の冒険者たちがその広い扉を潜り行き交っている。俺もその中に交じって、冒険者ギルドへ初めて足を踏ふみ入いれた。入り口から既すでに天てん井じようは高い。中央に進むと、更に天井が高くなり巨大な吹き抜けホールと木製の掲示板ボードたちが出で迎むかえる。

　天窓や開かれた木窓から太陽の光が差し込んで、ホールと提示板たちを明るく照らし、床ゆかの高級そうな板張りから反射光が生み出されていた。

　その敷しき詰つめられた床ゆか板いたに鼻を付ければ桧ひのきの匂においを感じさせそうなぐらいに木目が綺麗に映っている。出来立てほやほやの建物かもしれない。

　壁かべ際ぎわの端には三つの大きな魔ま法ほう陣じんが設置されている。その魔法陣へ冒険者が足を踏み入れると、瞬しゆん時じに姿を消しているので転移の魔法陣と分かる。

　あんなのもあるのか。と感心しながら木製の掲示板が横長に立ち並ぶギルドの中央へ移動。掲示板には依い頼らいの紙が貼はり出されている。

　冒険者たちはその貼り出されている依頼を選ぶようでかなり混雑していた。

　俺も掲示板に貼られた依頼の羊皮紙に書かれた文字を読んでいく……。

　各掲示板には、Ａ、Ｂ、Ｃ、と、大きな文字で書かれてある。モンスター退治の依頼紙はＡ＋とかＢ＋とか書かれてあった。これがランクか。掲示板の下に小物入れくらいの大きさの小さな箱がセットされ、その中から依頼に合う記号と番号が記された木札を取っていくようだ。

　依頼を選ぶときはそうやるのか。

　さて、見るのは一いつ旦たん中止して登録を済ませちゃうか。ギルド中央、奥おくに据すえられたカウンターが銀行や役所の窓口にも見える。

　受うけ付つけ嬢じようやおっさんの受付係が冒険者たちの応対をしていた。

　初めてのギルド。できればお約束の綺麗な子と話がしたい。

　それに、混こんでないところ……おっ、いたいた。ガーリーショートな金きん髪ぱつ女性。

　長い睫まつ毛げに青い瞳。綺麗な外国人さんという感じだ。

　豊満な胸もいい。混んでないし、あの子にお願いしよ。

「すいません。冒険者登録をお願いしたいのですが」

「はい。受け付けております。登録料に銀貨一枚頂きます。それと、こちらの羊皮紙にお名前と、種族、年齢、出身、を書いてください。代筆は必要ですか？」
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「いいえ――」

　その時、肩にいた黒猫ロロが跳ちよう躍やく。受付机の上に乗ってしまった。

「きゃっ！」

「あっこら、ロロ」

「わぁ、カワイイ……黒ちゃん、ロロって、お名前なの？」

　受付嬢は豊満な胸を机に乗せて、ニコニコと笑え顔がおを作るとロロの頭を撫なで始めている。

「にゃ、にゃ～ん」

　黒猫ロロは頭を撫でられ嬉うれしそうに返事をすると、受付嬢のたぷたぷ揺れている胸に紅いつぶらな瞳を集中させていた。俺も便乗してしまう。じっくりと、たぷたぷなメロンさんを鑑かん賞しよう。受付嬢は全身を包むゆったりとした布製の衣服を身に着けているけど、胸が大きいので、胸の上半分、血管が薄く浮き出でて見えるおっぱいの一部が見えていた。そんなエロい視線を受付嬢へ向けていたら、受付嬢が顔を上げ俺を見る。急ぎ、誤ご魔ま化かすように黒猫ロロを見た。

「あっ、すいません、こいつの正式な名前はロロディーヌです。下に降ろしますね」

　黒猫ロロの首を掴み胴どう体たいを持ち上げると――。

「あっ、大丈夫ですから、そのままにしてあげてください」

「……そうですか？　ロロ、静かに見とくんだぞ？」

　黒猫ロロを台の上にそっと下ろすと、くいくいっと小さい頭を左右に動かして、俺と受付嬢の顔を交こう互ごに見つめてきた。紅い瞳は可愛く動く。そのまま香こう箱ばこ座ずわりに移行して大人しくなった。

「おりこ～さんですね～」

「えっと、この紙に書けばいいんですね」

　質問ぎみに少し声を大きくさせて聞くと、おっぱい受付嬢は黒猫ロロから俺に顔を向けなおして体勢を整える――巨乳は揺れていた。そして、その巨乳と対照的な小さい唇くちびるを開く。

「あっ、はい。この書類に名前と種族に出身など、今、何の職か。自身の戦せん闘とう職業を書いてください。複数書いてもいいですし、これ一本と、専門の方はその戦闘職を書いてください。自分のアピールにも成りますので、体得している職であれば何でもいいですよ。伏ふせておきたい場合は書かないで結構です。その辺はご自由に」

　羊皮紙に名前、種族、出身欄らん、職業欄、戦闘職業欄、といった複数の項こう目もくがあった。

「出身は適当でいいんですか？」

「書きたくないのであれば構いません」

「後から変へん更こうとかできますか？」

「出来ますよ。ただし、その度に専用の羊皮紙代を頂きます」

「わかりました」

　スキルのお陰で異世界文字は書ける。すらすらと筆記体で書き進め、金と書類を提出。

「では、少々お待ち下さい」

　受付嬢は俺が書いた羊皮紙を確認すると、その紙を持って後ろへ歩いていく。

　出身は書かずに名前と年ねん齢れいはちゃんと書いておいた。戦闘職業は槍やり武ぶ奏そうと鎖くさり使つかいのみ。

　実際の種族である光こう魔まルシヴァルとも書かずに、戦闘職業も本来の魔ま槍そう闇やみ士しとも書かなかった。槍武奏も槍使いに変わらないし、別にいいかと。アピールの為ためにちゃんと書いた方がいいのかもしれない。でも、最初は無難に行こうと思う。そんな事を考えていると、受付嬢が後ろにあった棚たなから水すい晶しようが付いた銀ぎん色いろ盤ばんを持ち運んで、机に銀色盤が置かれた。

「では、左手をこの水すい晶しよう玉だまの上に乗せて盤に指を合わせて下さい。親指からは血が数すう滴てき採取されますので、ご了りよう承しよう下さいね」

　血を採取されるのか。アキレス師匠が話していた通りだ。

　血液を採取する道具は一枚の金属板で繋がっている。水晶玉は大人の掌てのひらより、少し大きく綺麗で透とう明めいな玉だった。言われた通り左手を水晶玉に乗せる。右手の親指をマークがある凹へこんだ銀色の盤へ押し込んだ。親指にチクッと針が刺ささり、銀色盤に血が少し流れていく。すると、左手下にある水晶玉の中に小さな魔法陣が浮かび白色の光を放って消えていった。

「これで完かん了りようです」

　受付嬢は軽かろやかにいうと銀色盤の間から、小さい銀色の金属板を取り出し、受付台の上に置いている。

「これが、冒険者カードですか？」

「はい。どうぞ。受け取って下さい」

　カードを手に取って、見た。




　名前：シュウヤ・カガリ

　年齢：２２

　称しよう号ごう：なし

　種族：人族

　職業：冒険者Ｇランク

　所属：なし

　戦闘職業：槍武奏：鎖使い

　達成依い頼らい数すう：なし




　これで、俺も今日から冒険者だ。受付嬢からはこの冒険者カードを失くさないように、と念を押おされる。ランクの説明が始まったが、ある程度、師匠から聞いていたので適当に聞き流す。

「称号はギルド側が勝手につけます。あまり気にせずに、それと、依頼は掲示板ボード下にある番号印が書かれてある木札をこちらへ持ってきて下されば受けられます」

「札ですか」

「普通は依頼を済ませれば完了ですが、依頼人が〝完了木札〟をギルドに提出していない場合があります。この場合、完了木札を持つ依頼人がギルドへ完了木札を先に提出するか、完了木札を持つ依頼人と依頼を成功させた冒険者と同席する形でギルドに依頼の品を提出して下されば、依頼は完了となりますので、覚えておいて下さい。ですが、大半のモンスター討とう伐ばつ依い頼らいは完了木札をギルド側が先に預かりますので、心配はいらないです」

　何だって？　心配が無いと言っても、依頼人が悪い奴だった場合とか。

「この都市の冒険者ギルドは素材の鑑かん定ていもある程度行いますが、基本は仲買業です。依頼人、冒険者同士の争いには特例の場合以外、不干渉と覚えておいて下さい」

　特例が気になるが、あくどい依頼人がいたとしても、そのトラブルは自己解決しろってことか……。

「ギルドの管かん轄かつ外がいですが、倉庫街にいけば、貸倉庫を所有する商会による荷物預かり店がありますので、荷物を預けたい場合はそちらをお勧すすめ致いたします。続きまして、城塞都市ヘカトレイルでの冒険者ギルド銀行について説明を致します」

　荷物を預けることが出来るのか。それに銀行もあるんだ。

「銀行ですか？」

「お金を預かるだけです。他の冒険者ギルドでは、お金は下ろせません」

　便利なようで不便だ。貸金庫みたいな感じか。冒険者カードに預金額が刻まれるとかではないらしい。

「預金ですか、それはどういった仕組みなんですか？」

「冒険者登録して頂いた際に記録した魔ま水すい晶しようです。冒険者カードは貴方あなたの血で登録されていますので、魔水晶が本人の血にだけ反応します。それで認にん証しようする仕組みです」

　なるほど、魔水晶が反応するんだ。カードは認証のみで、ＤＮＡ認証とかではなく、血に含ふくまれた魔ま力りよくの一部を判定しているのかな？

「このカード、偽ぎ造ぞうは可能でしょうか」

「無理でしょう。血はその人の魔力を伴ともなう物と言われています。たとえ出来たとしても、弾はじかれると思いますよ。ギルドにある魔水晶で登録した本物にしか反応しませんし、なによりギルドに置かれているこの魔水晶は冒険者ギルドが創設された時に手を貸したと言われる秩ちつ序じよの神オリミールが関かかわった契けい約やくらしいので、心配はいらないです」

　へぇ、血と魔力に神様か。三種の神器じゃないけど、それなら納なつ得とく。

　さっき、水晶の中で魔法陣が発生していたのは、そういうことか。でも、このカード、血によって判別しているようだけど、俺を人族と認にん定ていしているし、あまり高性能な機能は無いようだ。あくまでも血に含まれた魔力のみで判別しているんだろうな。さて、カードや水晶についての考察はこの辺にして、金貨の事でも聞いてみるか。

「……分かりました。ついでに、聞きたいのですが、古代金貨の買い取りができる場所を知っていますか？」

「はいギルドで買取りしていますよ」

「この、古代金貨なんですけど、買い取りは値段を聞いてからで、鑑定できます？」

　一枚だけアキレス師匠から貰もらった金貨を取り出し、渡す。

「はい。少し、お待ちくださいね。ギルドの鑑定員に見せますから」

　そう言って、おっぱい受付嬢は金貨を持ち後ろに下がっていく。受付の後方で何かを天てん秤びん台に載のせて作業をしていた職員に古代金貨を見せて話し合っていた。鑑定は直すぐに終わったようで、ひきつった形相を浮かべておっぱいを揺らしながら受付嬢は戻もどってきた。

「この金貨凄すごいです。オカオさんがいうには、白金貨一枚で買い取りだそうです。専門の店ならもっと高くなるだろう。と」

　うはぁ、アキレス師匠。そんな大金を渡してくれたのか。白金貨一枚って事は……金貨十枚分。日本円だと、百万円かよ。という事は、ユイに渡した金はそれなりに役に立ちそうだな。周囲から視線が集まってしまう。これ大金だもんな……。

「……随ずい分ぶんと高く売れるのですね。専門店で売ると、どれくらいになるんでしょうか」

「ヘカトレイルでは古代の品を扱あつかう専門の店は聞いた事が無いので、判断が出来かねますが、少なくとも白金貨一枚よりは上かと思われます」

　この都市には無いのか。

「専門店がない……」

「はい。この都市でも質しち屋や的な店、何でも屋さんの質店と金属加工を専門とする店なら沢たく山さんありますが、そういう店だと別べつ途とに金が掛かかりますからね、【ホルカーバム】や【ペルネーテ】なら古代の品を扱うアンティークな店もある筈はずです」

「そうですか……」

　違ちがう都市ならあるのか。う～んと、少し考える素そ振ぶりをした。

「ここはヘカトレイルですから。他の質店での買取りの値段より、ギルドの方が高いと思いますし、何より安心ですよ」

「そうですか、では一枚だけ買い取っちゃって下さい。白金貨じゃなくて金貨十枚で」

「了りよう解かいしました。少々、お持ちを」

　受付嬢は古代金貨を持って奥にいくと、小さい袋ふくろに金貨を入れて戻ってきた。

「金貨十枚です」

「了解。どうも」

　その場で確認。袋を開けると、金貨が光る。その光に我が慢まんできなかったのか、遊びたいのか分からないが、黒猫ロロが足を袋の中へ入れてきた。ロロ……。

「ロロ君。このカワイイ足ごと縛しばっちゃうよ？」

「にゃ？　にゃぁ」

「フフ、カワイイィィ」

　受付嬢が変な声を出して反応する中、黒猫ロロの足を引っ張りあげる。

　その際に、むちむちした肉球を揉もむのを忘れない。もみもみっと肉球の柔やわらかい感かん触しよくを楽しんでいる時、ふと思い出す。色々と回収しておいた品があったと。魔法袋から、それらを取り出して机に置いていく。青あお白びやつ虎この毛皮だけ除いて、ゾルの指輪群も机に置いた。

「これらの品、買い取りできますか？」

「あ、はい。戦利品と指輪ですね、マジックアイテムの性能鑑定はできませんが、マジックアイテムかどうかの軽い鑑定と査定はできます。宜よろしいですか？」

「はい」

　おっぱい受付嬢はマジックアイテムの査定はできるようだ。

「赤い魔宝石エンファルである火か獣じゆう石せきの指輪に、白の魔宝石ウィンドの風の指輪、これは黄色の、ローレライの雷らい獣じゆう石せきの指輪ですかっ、何いずれも高級なマジックアイテムと思われます。ですが、宝石に傷やひびが入って魔力も失いかけているのもありますね……値段は少し安くなります。ん、これは、作成者……えっ、この指輪群を何処どこで手に入れました？」

　彼かの女じよは指輪の裏うら側がわにあるシンボルマークを確認すると、驚おどろいている。

　この指輪はゾルの物だからな。適当に誤魔化しておこう。

「魔ま法ほう使つかいの知人から譲ゆずり受うけたんですよ」

　ジト目で俺を見る受付嬢。

「……そうですか。指輪は金貨八十九枚です。この角は、一いつ角かく兎うさぎ。一つ銅貨五枚ですね。もう一つの品は魔ま霧きりに出現するガルバウントタイガーとホワークマンティスですね。どちらもＢクラスのモンスターですよ？　凄いですねシュウヤさん」

　俺がＢランクのモンスターを倒たおしたのが驚きなのか、おっぱい受付嬢は顔を少し強こわ張ばらせて話していた。それより、しれっと話していた指輪の買取り値段の方に驚くよ。

　凄い価格なんだが……ま、顔には出さないけどね。

「……モンスターは俺が倒しました。その骨ほね牙きばや腕うでの値段はいかほどでしょう？」

「……タイガーの方は骨牙で金貨一枚、マンティスの腕は一つだけですけど、金貨一枚です。そして、敬語は不要です。わたしはただの受付嬢ですから」

　敬語は不要か。確かに、おっぱいさんにも慣れたし、口調を敬語から普ふ通つうの調子に戻す。

　しかし、全部回収していたら小金持ちだった。まぁ袋の限度があるので仕方がない。

「……いいね。高い。早速、全すべての品の買い取りをお願い」

「はい……どうぞ、お受け取りください」

　どっさりと入った金貨を受け取り、笑顔を返す。受付嬢はぎこちない笑顔を向けてきた。

　金貨袋を背はい嚢のうの中へ入れておく。

「確かに、それじゃ依頼を見てくるよ」

「はい」

　受付嬢へ親愛の笑顔を向けてから受付から離れた。依頼が貼り出された掲示板ボード前に移動して適当にＧランクからＤまで見ていく……自信があれば、いきなりランクＤに挑ちよう戦せんできるんだったな。まっ、結果は自己責任だけど。流石さすがに玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たまや智ち慧えの方ほう樹じゆに関する物は……なかった。他の依頼を見るか。金はたっぷりとあるが、冒険者に成ったのだから依頼はこなしておきたい。ランクも上げたい。ということで、適当に依頼を選ぶとする。

　ＤとＣの依頼っと。依頼の内容は、隊商の護衛が一番多い。次は、歓かん楽らく街がい、賭と博ばく街がい、新街、倉庫街にある色々な店の用心棒の紙が多く貼られている。鈴すず鳴なり亭てい用心棒求む。

　他は……ヒノ村の周辺の魔ま物ものまとめ狩がりツアー、魔霧の渦うず森もり、バルドーク山、その手前に広がるバルドーク樹海に出現するモンスターが多い。バルドーク山近辺は未み探たん索さく地域らしく報ほう酬しゆうがいいようだ。その他だと……殆ほとんどの依頼が、迷めい宮きゆうだな。どうやら、この城じよう塞さい都市ヘカトレイルの周りには三つの巨きよ大だい迷めい宮きゆうが存在してるらしい。

　一つ目は【魔ま迷めい宮きゆうサビード・ケンツィル】。

　二つ目は【ヴァライダス蠱こ宮きゆう】。

　三つ目は【ペル・ヘカ・ライン迷宮大回かい廊ろう】。

　地上以外の依頼紙はこの三つの迷めい宮きゆう依い頼らいばかり。

　俺は場所を一つに絞しぼり三つの依い頼らい木もく片へん、木札を選んだ。一つ目の依頼は、

　依い頼らい主ぬし：サミラス商会

　依頼内容：Ｄランク討とう伐ばつ蟻アント

　応おう募ぼ期間：無期限

　討伐対象：蟻アント十匹ぴき

　生息地域：ヴァライダス蠱宮上域

　報酬：銀貨五枚

　討とう伐ばつ証しよう拠こ：黄色い脚あし爪つめ

　注意事じ項こう：集団で襲おそってくる場合が多い。牙に注意だ。

　備考：剥はぎ取とり材料は黄色い小さい爪つめ、触しよつ角かく、牙歯、各種大銅貨一枚～二枚、相場により買取り値は変わる。魔石ドロップ希き少しよう確率であり。魔石の位置はだいたい腹部位。




　次は二つ目の依頼紙。

　依頼主：北連セバリー商会

　依頼内容：Ｃランク討伐手長蟻ロングアント

　応募期間：無期限

　討伐対象：手長蟻ロングアント五匹

　生息地域：ヴァライダス蠱宮中域から上域

　報酬：金貨一枚

　討伐証拠：白色の脚爪

　注意事項：集団の場合が多い。白い長脚爪に注意だ。

　備考：剥ぎ取り材料は白い小さい爪、触角、各種大銅貨五～八枚だが、相場により買取り値は変わる。魔石ドロップ希少確率であり、魔石はだいたい腹部位にある。




　最後が三つ目の依頼。

　依頼主：デュアルベル大商会付属デュアルベル錬金会

　依頼内容：Ｃランク討伐兵隊蟻ソルジヤーアント

　応募期間：無期限

　討伐対象：兵隊蟻ソルジヤーアント五匹

　生息地域：ヴァライダス蠱宮中域

　報酬：金貨一枚

　討伐証拠：黒色の脚爪

　注意事項：ツーマンセル、スリーマンセル。小隊規模での行動が多い。脚あし先さきに手長蟻ロングアントのように長い鈎かぎ爪づめが複数ついている。オフィサーに連れられている場合あり。

　備考：剥ぎ取り材料は黒い小さい爪、触角、背部甲こう殻かく、牙歯、各種大銅貨五～八枚だが、相場により買取り値は変わる。魔石ドロップ希少確率であり。魔石はほぼ腹部位にある。

　剥ぎ取り材料が触角や背部甲殻、牙歯なんだな。この三つの木札と冒険者カードを受付嬢へ持っていく。

「いきなりＤとＣの依頼に個人ソロで挑いどむのですか？」

　受付嬢は呆あきれて、訝いぶかしむ目を俺へ向ける。

「ランクはあくまで目安。たとえＤ、Ｃだろうが、Ｓ、Ａの依頼は受けられる筈だが？」

「えぇ、はい、ですが……」

　その時――「にゃ」。可愛かわいい猫ねこ声ごえが響ひびく。受付嬢は黒猫ロロが鳴いた声に気付くと、笑顔を黒猫ロロへ向けている。猫の癒いやし効果か、自然と彼女の訝しむ目線は無くなっていた。

　そして、どこか納得したかのように俺の冒険者カードと依頼の紙を受け取っている。

　さっきＢランクのモンスター素材を渡したからな。おっぱい受付嬢もそれで納得したんだろう。と、勝手に納得。続けて質問をした。

「ところで、ヴァライダス蠱宮はどこにあるの？」

「それはここから飛べますよ。ヴァライダス蠱宮は、ヘカトレイルの南東の位置にあり、バルドーク山から続く森林地帯の中にあります」

　飛べます？　あぁ、さっきの魔ま法ほう陣じんか。

「魔法陣か」

「はい。転移陣です。ギルドから直接三つの迷宮入り口へ行けます」

　受付嬢が指さすと、冒険者たちが次々と魔法陣の上に歩いて消えているのが見えた。

「あれね」

「はい。便利ですよね」

「転移陣があるなら街同士を繋つなぐ転移陣があってもよさそうだけど」

「ですよねぇ、でも、設置は極大魔石やら複数の材料とお金が掛かるらしく、それに、あまり遠くは無理らしいです。時空属性持ちのクナさん曰いわく『わたしではこれが限界』だそうで、それに色んな条件が噛かみ合あわないと設置は無理とか聞いたことがあります」

　条件か。条件次し第だいによっては街同士を繋ぐ転移陣もあるってことかな。ま、基本は無理なんだろう。楽に作れたら物流、戦争、あらゆる面で劇的に変わるだろうし。

　それに、時空属性か。魔ま察さつ眼がんで確かく認にん。あの三つの魔法陣の全てが、うっすらと魔力で繋がってるけど意味があるんだろうか。そのクナさんに会ってみたいかも。

「そのクナさんと会えます？」

「クナさんは冒ぼう険けん者しや＆お店も経営しています。魔道具店に行けば会えるかもです」

「そっか、とりあえず、その魔道具店の場所だけ教えてくれる？」

　受付嬢は素す早ばやく木もく片へんの切きれ端はしに住所を書いて手て渡わたしてくれた。

「こちらです」

「どうも」

　木片を見て、即そく座ざに脳内にインプットする。分かりやすく書いてくれた。

「では、依頼の手続きを済ませちゃいますね。水晶玉に手を乗せてください」

　言われた通りに手を乗せる。

「こう？」

　水晶玉が光ると受付嬢は銀ぎん色いろ盤ばんから冒険者カードを取り出して俺に渡わたしてきた。

「これで、依頼は受理されました」

「了解、最後に、背嚢とか迷宮用の小物を売ってる店を教えてほしい」

　受付嬢は頷うなずくと、目線を外へ向けて話してくれた。

「それでしたら、目の前にある大通りを渡ったところにギルドお得意様のバボンの店という名の、なんでも屋さんがありますよ」

「ありがと。それじゃ行くよ」

「はい、依い頼らい頑がん張ばってくださいね～」

「にゃぁ」

　黒猫ロロも受付嬢に別れの挨あい拶さつを告げた。尻尾しつぽを動かしながら身体を反転させると、素早く跳躍。いつものように肩へ飛び乗ってきた。俺も他の冒険者たちが並んでいる待受受付台から踵きびすを返し離はなれると、そのまま混雑しているギルド内を通り外へ向かう。

　バボンの店を探す前に適当な宿を探すか。ついでに、都市の内部を見学しよう。

　ポポブムは厩舎に預けた状態なので、近場の大通り沿いへ歩いていった。

　大通りには多数の馬車が行き交う。大都市らしい光景だ。通りの向こう側と、俺が歩いてる側には様々な商店が並ぶ……おっ、安宿らしき木造建築を発見。

　木き彫ぼり看板に彫ほられた名前はサイカ。

　見た目は集合住宅アパートのような宿。通り沿いのギルドの大きい建物の隣となりという絶好の位置で冒険者ギルドに近いから泊とまる宿の第一候補だな。でも、まだ決めない。

　もう少し、この辺を見て回ろう。敵、モンスターを探す訳じゃないけど、〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉と掌しよう握あく察さつを使い索さく敵てきを行う。

　血の匂いと人から発せられるフェロモンの匂いを感じ取っていった。

　匂いで人型がうっすらと判別できる時があるので便利。

　肩に乗せた黒猫ロロと共に鼻び孔こうを拡ひろげ窄すぼめての、くんくんっと鼻を動かしながら大通り沿いを歩いていく。そして、大通りを渡った先に、白い建物が見えてきた。天てつ辺ぺんに十じゆう字じ架かがある。すぐ下に大きな鐘かねが吊つるされた小部屋があるので確実に教会だろう。

　教会前の大通りを歩きながら、何気なく〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉や掌握察を行う。通りを行き交う人々と実際の魔素の大きさを見比べながら感覚を得て観察していると、視線が合った人物が居た。

　その人物は、黒くろ革かわ鎧よろいを身に着けた冒険者風の人族の女性。

　茶色髪がみのウェーブが掛かったクリープパーマが風に揺ゆれ靡なびいていた。

　瞳も茶色で俺おれを睨にらんでくる。耳じ朶だに綺き麗れいな白い宝石が付いたピアスをしているようだ。鼻筋も高く、唇も仄ほのかに紅く小さい。綺麗な若い女性だ。

　女性にしては背せ丈たけが高い。背中に、背丈並みの両手剣けんが確認できた。

　血の匂いも健康その物。あの首筋の血管に流れる血が律動するリズム――美味おいしそうだ。と、俺の思考がやばい。このところ……ユイを抱だいてから美人を見ると変な方向へいってしまう。でも、何故なぜか、あの茶色の瞳ひとみから憎にくしみを感じられた。

　俺のことを睨んでいる？　大通り越ごしからだけど、何であんなとこから？

　そこに、教会の信徒と見られる人々が俺と女性の視線を遮さえぎった。緑色のダルマティカ系法ほう衣えを着た人を中心に、紺こん色いろの法衣を身に纏まとう集団が教会の中へ入っていく。
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　背中に〇印と黄色十字が合わさったマーク。あれが神しん聖せい教きようの教徒たちか。

　アキレス師し匠しようから聞いていた通りだ。光神ルロデイスを信しん仰こうする神聖教。

　俺を睨んでくる女性も教会へお祈いのりを行う為に来たのかな？　でも、これだけの人通りが激しい中で、俺だけをピンポイントで睨んでくるかね？　普通はありえない。

　あんな綺麗な女に恨うらまれる覚えはないのだが、ま、たまたまだろう。

　ぼけぇっと、ぼんやりしていたのかもしれない。

　分からないけど。ほっとこ。気にせず見学を続けよう。

　通りを進むと、食しよく事じ処どころ、酒場がある横丁路地を見つけた。

　ここの路地界かい隈わい、いい感じに食い処が密集してるじゃん。下町から続く居酒屋通りのようだ。雰ふん囲い気きもいい。集合住宅アパートの宿からも近いし、この辺りで、少し酒を飲んで過ごすのもいいかもな。そう考えると、すぐに行動へ移した。

　見学は途と中ちゆうで止やめて、来た道を引き返す。ギルドの隣の小さい宿、名前はサイカ。

　そのサイカの小さい戸を開く。宿の主人と話をしてから宿賃を支し払はらい部屋を借りた。

「部屋は一番奥だ」

　顔にしなびた柿かきのような皺しわがある宿の主人の言葉に従い、一番奥の部屋へ向かった。

　奥の部屋は扉がない。狭せまい貧相な部屋だった。安宿だからなぁ、荷物はあまり置けない。

　固い寝しん台だいと大きい桶おけだけ。寝台を除くと、大きい桶がこの部屋の大半を占しめている。

　この大おお桶おけで風ふ呂ろや洗せん濯たくをしてくれと、宿の主人に言われていた。

　水は生活魔ま法ほうが使えなきゃ一階中庭の大きい柳やなぎの木がある側の井い戸どを使って自由に汲くみ上あげてくれ、とだけ言われ、そっけない態度だった。まぁ、宿の親父おやじの態度から分かるように、安宿でぼろい集合住宅アパートだからな。

　飯なんて当然でない。桶があるだけマシという感じだ。ボロい部屋だが、黒猫ロロは気に入ったのか、固い寝台の上で飛とび跳はねている。寝台に、シラミとかいないといいが……金はあるので、もっと探せばグレードの高い宿に泊まれると思うけど、今はここで十分。住めば都。ギルドと飲食街が近いし楽しむさ。

　んじゃ、風呂にでも入るかな。生活魔法を使い桶へお湯を入れていく。

　体が少し臭におうので、ギュザ草を使い軽く体を洗う……属性が水で良かった。

　水の汲み上げに時間かかりそうだったし。この生活魔法……攻こう撃げきに転用出来るかなと、今まで色々と試ためしてきたけど、蛇じや口ぐちから水が勢い良く噴出するか弱まるかだけの違いで、攻撃への転用は無理。覚えたての頃ころはイメージ次第で水圧を上げてウォーター・カッターが出来るかなと想像をしたけど、この生活魔法では所しよ詮せん限界があった。

　こないだ覚えた古代魔法の水属性なら可能かもしれないと、ポジティブに考えてみたが……ま、俺には槍がある。

　そんな希望通りな幻げん想そうを求めても本当にそんな魔法が存在するか分からない。

　剣だって覚えようとしてるのに、あれやこれやと焦あせって広く浅く学んでも仕方ない。

　まずは師匠から受うけ継ついだ槍だ。もっと高みを目指せる筈だ。魔法を含めた他はあくまで、オマケで覚えられたら覚えていこう。

　そんなことを考えていると、パチャンパチャンと水面を弾く音が聞こえてきて、気が散ってしまう。その音に目を向けた。

　音の正体は黒猫ロロだった。桶の縁へりから水面へ向けて猫パンチを繰くり出してる。

　可愛い姿で面白おもしろい。パチャパチャとジャブを打つように片足の裏の肉球を水面へ当てて遊んでいた。

「ロロ、遊んでいるところ、悪いが、お前も臭いから洗うぞ」

「にゃっ」

　遊んでいる黒猫ロロの首根っこを掴つかみ、お湯を掛けてやる。

　脚の汚よごれを落とし肉球も綺麗にしていく。ロロディーヌ自身は、体を洗われているのが分かるらしく気持ち良さそうに体をだらーんと下へ伸のばしていた。そんな黒猫ロロを桶のお湯へ浸つけてやる。黒猫ロロは湯の中で体をぶるっと震ふるわせ、俺の手から離れると今度は桶の中でスイスイと泳ぎ出していた。意外に泳ぎが上手うまく、顔を水面に上げながら左から右へ器用に触しよく手しゆを使い漕こぎながら楽しそうに泳いでいる。水中で触手を使うのが巧うまい。泳いでいた黒猫ロロは泳ぐのに飽あきたのか、桶から出た。

　寝台近くで、ぶるぶると体をゆらし水分を飛ばす。

「こっこら、あまりここで水分とばすな」

「にゃっにゃぁ」

　黒猫ロロは元気良く鳴くと、勝手に外へ飛び出していった。

　たっく、どこに行ったんだが……俺も風呂から出ると、素早く身み支じ度たくを整え宿の外へ出る。受付嬢が話していたバボンの店へ向かい通りを歩いていると、「ンン、にゃ」黒猫ロロの鳴き声が聞こえたと思ったら、肩に乗ってきた。

「どこいってた？」

「……」

　黒猫ロロは尻尾を動かすのみ。おしっこでもしていたのかな？

　通りの先を見み据すえて黒猫ロロの頭を撫でてから歩いていく。大通りを渡りバボンの店に到とう着ちやく。この店……受付嬢がなんでも屋と言っていた通りだ。

　本当に沢山の品物が置いてある印象。手前はポーション類、薬草、乾かん燥そうした肉、干ほし葡ぶ萄どう、調味料、ブルーベリージャムのような物が入った瓶びんも沢山売っている。

　お菓か子しに似た食品も無造作に棚の中に並んでいるので一見すると駄だ菓が子し屋や風ふうだ。

　その店の中に、銅どう剣けんが傘かさのように縦長の壺つぼに入れられて売られてあった。

　防具にいたっては嵩かさ張ばるように革がわ鎧よろいが陳ちん列れつされている。天てん井じようには膝ひざまであるレギンスが吊られて陳列されている。なぜか、料理で使う樽たるや鉄てつ鍋なべが防具売り場に置かれ、背はい嚢のうや革かわ紐ひもに腰こし袋ぶくろも天井に吊るされる形で売られてあった。

　小物の類たぐいの木製ブラシやランタンに油など綺麗な布も束になって売られてある。

　黒猫ロロはこのなんでも屋で売られている新品の匂においに興味があるようで、鼻をくんくんと動かして片足を伸ばしていた。

「ロロ、イタズラはだめだぞ……」

　黒猫ロロは黙だまっていたが、俺の声質を判別しているらしく、足を引っ込める。

　そんな時、天井から吊るされて売られている腰袋に目が留まった。アキレス師匠から貰った丈じよう夫ぶな袋、魔ま法ほう袋ぶくろを思い出す。どうせなら、最新の魔法袋が欲ほしい。

　一番奥おくには店主と見られる人がいたので、話しかけてみる。

「すいません、迷宮用の魔法袋、ランタンやそれ用の背嚢などのセットで必要ないい奴やつありますか？」

「あぁ、あるぞ。これやこれに……」

　親切な店主に必要な物をある程度見み繕つくろって貰う。旅用の軽い背嚢なら持ってたが、戦士用の背嚢を買っといた。後は、腰こしベルトに付けられる簡易ランタン、携けい帯たい食しよく、鍋なべ、魔法袋、歯みがき用の木ブラシも買い、胸前に通す袋付き革ベルトも買った。

　皮布にいたっては何枚も買う。〈夜目〉があるので、ランタンは必要ないが最初は冒険者らしく見た目から行こうと考えて買ってしまった。

　買ったその場で袋付き革ベルトを肩かたに掛けて装着。

　背嚢の中に荷物を詰つめ込み背せ負おって店を出る。

　新品の背嚢に武器が収められる金具が付いているので、金具がある背中へ槍やりを装着させてみた。これで準備万ばん全ぜん。さっさと依い頼らいをこなすかな。

　ギルドに戻り転移魔ま法ほう陣じんの手前まで歩く。

　魔法陣前の左に小さな台座が置かれてあった。

　台座の上には文字が刻まれた木片が嵩張っている。

　これ、フリーペーパーみたいなもんかな？　木片には簡単な各迷宮に関する説明が書かれてあるようだ。貰っとこう。木札は薄うすいので、すぐに破れちゃいそうだ。

　無料の木だし当たり前か。それより、この転移魔法陣、白く光ってる。

　本当に大だい丈じよう夫ぶか？　少し、不安になる。

　ええっい、いったれ！　黒猫ロロを肩に乗せたまま魔法陣へ足を踏ふみ入いれた。

　その瞬しゆん間かん――耳がぐあっとなり、目の前の光景は一いつ瞬しゆんにして切り替かわる。

　この感覚は、あぁ、あれだ。車でトンネルに入った時の感覚に近い。気圧の変化？

　それとも、転移のせいか？　耳に空気の塊かたまりが入る感覚に襲われた後、転移は成功した。

　足元には青白く光っている魔法陣がある。そして、ちゃんと、黒猫ロロも俺の肩に座すわりワープに成功していた。よかった。ホラー映画にあった転移が失敗、合体とか……。

　蝿はえ人にん間げんみたいに成らないでよかった。そんな昔の映画を思い出しながら魔法陣の外へ出ると、魔法陣の色が青から白へ変わる。試しに、振ふり返かえり、また転移陣の上へ足を踏み入れた。また耳に空気が詰まるような感覚を覚えた瞬間、ギルドへ戻る。

　ギルドの転移魔法陣は青色。転移陣の外へ出ると白い色に戻っていた。

　転移魔法陣を使用すると、小さいＬＥＤ電球が集まったように青色光で光るのか。

　興味深く魔法陣を観察していると、他の冒険者が邪じや魔まだと言わんばかりに手で俺を押し退のけ、強ごう引いんに魔法陣へ入り消えていく。俺も遅おくれて魔法陣へ入る。再度、蠱宮へ転移すると、押し退けてきた冒険者は他の冒険者たちと合流して迷宮内部へ向けて歩いていた。

　文句言おうと思ったけど、いいや。この迷宮を観察する。

　転移陣の周りは円形の広場になっていた。

　でも、冒険者たちが集まる広場より、天井に視線が行ってしまう。

　ここは、蠱宮、虫が集まりそうな名前からくる印象とは全く違う。

　幻げん想そう的てきでファンタジック。そんなロマンチックな言葉がイメージされた。

　灰色の天井には蟻たちが出入りするだろう穴が多数あり、その穴からは木こ漏もれ日びのような太陽の明かりが幾いく筋すじも差し込んでいる。

　明かりが細かな塵ちりに反射して、光が揺れると銀花が宙に舞まい散ちる幻想が見えた。天然の光源が蠱宮の上域を照らす。本当に美しい迷宮。

　塵でさえ幻想的な自然絵画の一つなのだと、改めて認にん識しきする程ほどに。上域を照らす銀ぎん彩だみの光はこの迷宮を構成している黒くろ壁かべ、黒い繊せん維いを詳しよう細さいに映し出していた。

　その黒繊維の壁へ近寄り触さわってチェックする。硬かたい。黒繊維じゃなく枝が絡からまって出来ているのか。細枝と太枝が無数に集まり絡みあっているので繊維に見えたらしい。

　それらを無理に引き出すと、ちくっと棘とげが指に刺さった。痛っ、茨いばらか？

　とげとげしい黒茨。この黒茨がヴァライダス蠱宮を形作っているらしい。

　中央広場にはテントが数張りあった。冒険者、商人たちの溜たまり場ばが出来ているようだ。そんな中央へは向かわずに、茨いばら壁かべ沿ぞいをぐるりと歩いていく。すると、茨が絡む形で存在感溢あふれる大きな彫ちよう像ぞうが、茨壁の間に並び立っていた。茨だけの迷めい宮きゆう壁へきじゃなかった。

　岩がん盤ばんを削けずった像や、銅と思われる鉱物製の大きい彫像。その彫像へお祈りをしている人たちが多数いる。この神様たちへ祈れば、俺でも恩おん恵けいが受けられるのだろうか？

　そんな些さ細さいな疑問を胸に感じながら信者の人々から離れて、広場の中心へ歩いていく。

「――中域から下域にかけての地図売るよぉ、誰だれか買わねぇか？」

　冒険者が周りの人々へ向けて、そんな言葉を投なげ掛けていた。他にも、アイテムを売る商人や、パーティ募ぼ集しゆうの誘さそってくれとの言葉が、煩うるさく響く。

　ギルドじゃないところでも、こういう誘い誘われの場所があるんだな。そんな広場を抜ぬけて、冒険者たちが奥へ向かっている通路を進む。通路の右側から階段が見えてきた。

　この大きい階段が迷宮の出入り口らしい。ついでにこの階段の先を見てみるか。

　転移陣の移動はあまり実感が無いし、実際に外を確認しよう。走るように階段を上って行くと、迷宮の外にあっさり到着。外は森が広がり、バルドーク山の麓ふもとがより近くに見えた。迷宮周りの地形は大きく盛り上がっているようで、今俺が立っている位置は坂上となっている。視線を上へ向けると、巨きよ大だい蟻あり塚づかのような形を保ったドーム状の屋根が連なり、そこには穴が多数空いていた。あれが光源でありモンスターが出入りしてる穴だな。

　さて、これを見るか。太陽の光が眩まぶしく感じる中……迷宮について書かれた木札を読み始める。
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　ヴァライダス蠱宮は上域、中域、下域と網あみ目め状じように分かれた迷宮だ。

　ここには蟻や虫系のモンスターが数多く住み着き、近きん隣りんの森林地帯を脅おびやかしている。

　時折、バルドーク山からくる竜りゆうたちと、この近辺領域を巡めぐって争いが起きていることでも有名だ。尚なお、この迷宮の下域には女王大蟻ヴアライダスクイーンと呼ばれるＳ級モンスターが君臨している。そのクイーンを筆頭に近衛大蟻インペリアルアントと呼ばれる女王守護部隊も存在し、女王を守っているのだ。近衛大蟻インペリアルアントはＡ＋＋級相当の強さである。このクイーンを守護する部隊は例外なく強い。他の似たような蟻の迷宮でも必ず女王を守護する部隊として存在することで有名だ。

　この守護部隊を突とつ破ぱしてクイーンを直接に見た冒険者たちの数は少ない。因ちなみにこの迷宮での近衛大蟻インペリアルアントは、常にスリーマンセルの小隊を組み未いまだに討伐はされていないことから分かるように強いので注意が必要である。
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　他にも説明があったが適当に情報を覚えてから、そのタイミングで、文字を追うのを止やめて、迷宮へ目を向けた。Ａ＋か、ずっと前に師匠が言っていた。冒険者ランクとはまた少し違い、モンスターの強さにより細分化されていると。さて、向かうか――。

　俺は見ていた木札を捨て、階段を下り迷宮内部へ戻る。階段下の通路には上域へ向かう多種多様な鎧よろいを着こんだ冒険者たちだ。転移陣から、今も続々と冒険者たちが現れている。

　あの転移陣便利だな。便利な転移陣を設置したのは、クナさんと言ってたか……。

　きっと凄い魔法使いに違いない。大陸中の冒険者ギルドから引ひっ張ぱり凧だこだろうに。

　……俺だったら設置できても黙っているかもしれない。そんなことを考えながら、冒険者たちが向かう列に並ぶように、蠱迷宮の上域へ挑む。







第十三章「ヴァライダス蠱宮」







　個人で活動している冒険者の数は少ない。複数で狩りをするのがここでは普通らしい。

　俺のような個人ソロは珍めずらしいようだ。

　まぁ詳くわしくはソロではなく、相棒でもある、黒猫ロロも一いつ緒しよだけど。

　そういう黒猫ロロは、警けい戒かいするように触手を宙を漂ただよわせてゆっくりと歩く黒豹型黒猫ロロデイーヌ。胴どう体たいに陽ひ射ざしが当たり黒光りする毛並みが美しい。

　そんな姿を見ながら黒茨に挟はさまれた通路を歩いていると……。

　突とつ然ぜんの喧けん騒そう、剣けん戟げき音おん――が耳に飛び込んできた。

　もちろん掌握察による魔ま素その探知も忘れない。魔素は物もの凄すごい数を探知。

　気になるので剣戟音が聞こえた方へ足早に向かう。

　茨の洞ほら穴あなを通っていくと、地面のあちこちに不自然な穴が空いている？

　うひょ、そんな穴から蟻たちが勢いよく現れてきた。

　砂糖に群がる蟻のように冒険者たちへ続々と向かっていく。冒険者の数は五人だけだ。大丈夫だろうか。蟻の数は多い、危なげに見える。

　その中で異い彩さいを放つ際きわ立だった動きを見せる冒険者が居た。

　仲間を守るように蟻を蹴け散ちらし、次々と蟻を倒している。

　だが、数にはどうしようもないようで、一人、また一人と怪我けがを負ってしまう冒険者たちが続出していた――助けてやるか。

「ロロ、邪魔にならないように、周りの蟻から、片づけるぞ」

「にゃ！」

　――叫さけび声ごえを張り上げ、わざと注目を浴びるように蟻の群れへ吶とつ喊かんしていく。

　黒猫ロロも蟻へ飛び掛かかっていた。

　蟻アントの体長は一メートルぐらい。頭には小さい二本の触角があり、口には顎あごと鋭するどそうな牙がある。胴体から六本の脚あしがせわしなく動いて、冒険者たちを苦しめていた。その前まえ脚あしの先に、討伐証拠の黄色い爪が見える。

「助けが無用だったら、謝あやまる――」

　銀を帯びた黒槍で蟻を刺さし倒しながら、盾たて持もちの騎き士しらしき冒険者へ話はなし掛けていた。

「とんでもない、ご助力感謝する――」

　俺に向けて感謝の言葉を発した騎士。眉ま庇びさしを下ろしているので顔の判別はつかなかった。

　丈があるハーフプレートを着込み、盾と長ちよう剣けんを巧たくみに扱あつかっている。

　腕先と足先に魔ま力りよくを集中させているので、体内で魔素を動かしているのが判別できた。

　魔闘術らしき物は使えるようだ。その騎士は群がる蟻を蹴散らしながら、的確に行動していた。素早く正確に盾を振り、蟻の攻撃を防ぐと、長剣を縦に振り下ろし蟻を縦に分断。

　怪我を負った冒険者たちを守るように奮ふん迅じんしている。見事な動きだった。

「そうか、それじゃ、遠えん慮りよなく蟻共を屠ほふるよ」

　俺の言葉に、騎士は黙って軽く頷うなずく。会え釈しやくをしながら蟻へ攻撃していた。

　それを確認してから、すぐに蟻の群れに攻撃しながら飛び込む――近くにいた蟻の頭部へ銀黒槍を伸ばし、頭部を簡単に貫つらぬき蟻を倒す。突ついた槍やり刃ばを引き抜きながら、斜ななめから近寄る蟻の腹部へ回まわし蹴げりを喰くらわせて横へ蟻を弾はじき飛ばした。そのタイミングで爪つま先さきを軸じくに身体を回転させる。槍を引き抜いた勢いと、回転蹴りの勢いを利用して、威い力りよくを増した銀黒槍を反対から迫せまる蟻の頭部へ勢いよく叩たたき下ろし、蟻の頭部を破は壊かい。

　更さらに、バットをフルスイングするように銀黒槍を水平に振り抜き、右から迫ってくる蟻の腹部へ石いし突づきの真ま芯しんをぶち当てる。蟻の腹を粉ふん砕さいしてやった。

　群れの全体が一挙に崩くずれる。

　その時、黒猫ロロが飛び跳ねるような駆く動どうを見せて戦っているのが視界に入った。

　尖とがった爪や鋭い牙で蟻の脚を削り取る牽けん制せいを兼かねた動きで何なん匹びきも動けなくしてから、その蟻たちの頭ず蓋がいへ触手骨剣を突き刺し蟻共を屠っていた。効率的な戦い方だ。さすが神しん獣じゆう。

　こういう雑魚ざこは全部黒猫ロロに任せちゃうかなぁ。

　なんて、怠なまけるようなことを考えながら無造作に槍を撃うち出だす。銀黒槍の刃やいばを蟻の頭部へ突き入れていた。あっというまに二十匹ぐらいは倒しただろうか。

　もう、周りに蟻はいない。殲せん滅めつした。黒猫ロロは俺の肩へ戻もどり、後ろ脚で首元を掻かいていた。『ここの毛が痒かゆいニャ』という感じに掻いている。

　助けた冒険者たちの方もそれなりに蟻を倒したようだ。死し骸がいがあちこちに転がっている。

　そこに、さっき奮戦していた騎士が、

「ありがとう。わたしの名はキッシュ・バクノーダ。キッシュと呼んでくれ」

　キッシュと名乗った声質は女性だ。兜かぶとの庇ひさしが下りているので表情は判断できないが、瞳の色しき彩さいは判別できた。綺麗な薄うす緑みどり。

「いえいえ、当然の事をしたまで。俺は、シュウヤ・カガリ。シュウヤでもカガリでも、好きなように呼んでくれればいいよ」

「ありがとうございました」

「ありがとう」

　元気よく頭を下げてきたのは、蟻に身体を噛まれ怪我をした冒険者たち。

「ン、にゃおん」

　黒猫ロロは『当然だニャ』風に、俺の肩の上で鳴く。

　ドヤ顔の黒猫ロロさんだ。

「わぁ、かわいい」

「黒猫ちゃんだ」

「さっき見てた！　この猫つよいね～。ちょっと大きくなってたし」

　黒猫ロロはそんな子供の期待に応こたえるように地面へ跳ちよう躍やく。子供たちの小さい足元へ頭を寄せている。子供たちはきゃっきゃと楽しそうに黒猫ロロと遊び始めていた。

　と、怪我をした冒険者たちの声から判断するに、まだまだ子供で見た目も明らかに大人ではなかった。それも皮ひ膚ふが鱗うろこの種族の子が多い。幼そうに見える子供たちが、何故ここに……？　そんな疑問が頭の隅をかすめ、怪訝な表情を浮かべているうち、ふと気づくと――女騎士は庇をあげるどころか、兜を脱ぬいでいた。風が吹ふいたわけではないが、綺麗な薄緑の長ちよう髪はつが靡き素す顔がおを晒さらす。

　緑色の瞳に、頬ほおには蜂はちのような刺青いれずみが見えた。

　長耳に緑色の翡ひ翠すいに似た宝石のピアスを刺している。綺麗な女エルフだ。

　内心驚おどろく。騎士がこんな綺麗な女性だったなんて……キッシュと名乗った女エルフは透とう明めい感かんのある笑えみを浮かべて、綺麗な唇くちびるを動かす。

「こいつらは、わたしがヒノ村から連れてきた。まだ新米でな」

「ヒノ村？」

「この蟲塚近くの森林地帯にある村だ。バルドーク山近くと言えば分かりやすいか」

「なるほど。あの山の近くか、俺はヘカトレイルから直行だ」

「城じよう塞さい都市から……先さき程ほどの槍やり捌さばきを見たが、高名な冒険者とお見受けした」

「いやいや、そんなんじゃないよ。それよりこれを回収しちゃおうか」

　と、軽く挨拶するように右手あげて指をくいくいと蟻の死骸へ指す。

「了りよう解かいした」

　俺は彼かの女じよの返事を聞かず、黙もく々もくと黄色い爪を回収する。ククリの剣を使い、蟻の腹部にある甲殻も剥がしていった。甲殻は嵩張りそうだ。一枚だけにして小さい爪と触角のみを回収した。粗あら方かた回収を終えてから、キッシュに顔を向ける。

「どうして、こんな子供たちをここに？」

「おれたちは子供じゃないっ」

「そうよ、わたしたちは冒険者ランクＤよ！」
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　俺の言葉を聞いていたのか、黒猫ロロと遊んでいた兜を被かぶった蜥蜴とかげ顔がおの子供たちが声を荒あらくして答えていた。キッシュはそんな子供らしい態度に優やさしく微笑ほほえんでいる。

「アッリとターク。黙りなさい。だが、その通りなのだ。この子たちも村では一いつ端ぱしの冒険者。今回は村に被ひ害がいを及およぼす蠱宮へ向かい、どうしてもクイーンを倒たおしたいと言い張るんでな……わたしが付いていけば上域のみならいけると判断して、乗り込んできたのだ」

「冒険者だったのか。そりゃ済まなかったな」

　背が小さい新米たちへ目配りして謝った。

「ううん。分かってくれたならいいの」

　女の子は優しい口調で話してくれた。俺は笑え顔がおを崩しながら、

「しかし、危険なことには変わりないだろう？　今も危なかった」

「そうだな。わたしの認識が甘あまかった。シュウヤがここに居なかったら、一体どうなっていたことか……」

　反省はしているようだ。でも、あんな大量に蟻ありが出現するのは稀まれだろう……。

　んでは、自分の依頼をこなすとしますか。

「でも助かって良かったよ。それじゃ、俺はこれで――」

「待ってくれ。何も恩を返さずに別れる訳にはいかない」

「ん～、俺は依頼を受けているし、このまま中域まで行くつもりなんだけど……」

　俺の言葉に驚いたのか、キッシュは目を大きくして瞬まばたきしていた。

「な、なんだと、個人ソロで中域まで探たん索さくすると？」

　黒猫ロロデイーヌも居るんだが……黒猫ロロはこの会話に興味がないのか、地面に座りながら後うしろ脚で頭を掻いている。ま、個人ソロという事にしちゃおっと。

「あぁ」

「危険すぎる。さっきも見たように一匹ずつ現れる訳ではないのだぞ？」

「そうだな。だが、何事も経験だ。それにさっき俺の動きを見ただろう？　そう簡単に死なないよ」

　俺は光魔ルシヴァル。ヴァンパイア系の新種族だ。死にたくても死ねない。

　女エルフのキッシュは納なつ得とくしたように頷いていた。

「それもそうだが。わたしは恩を返したい……」

　このキッシュとかいう女騎士、随ずい分ぶんと義ぎ理り堅がたいな。

「お礼はいいよ。あっ、そういうなら、ちゃんとその、子……いや、その冒険者たちを村に送ってあげるのが恩返し、ということで」

　気だるく、わざとそう話すと右みぎ肩かたに槍を携たずさえ、奥へ歩いていく。

　黒猫ロロも子供たちから離れて、俺の後ろをトコトコと歩いてついてきた。

「あっ、待つのだ」

「ん？」

　背中越しの言葉を聞くと、振り向むかず、立ち止まる。

「わかった。納得はしてないが、いずれ恩は返す。借りだ。今はありがとう。とだけ言っておく」

　振り返らず片手を挙げて、「おう」と返事をしてから前へ歩いていった。

「キッシュ。顔赤い～」

「あ、ほんとだ。もしかして、今のかっこいいお兄さんに〝惚ほ〟の字だったりして～」

「キッシュも、そんな顔をするのね……」

「ほんとだ、赤い～」

「キッシュ……」

「な、何を言っている！　お前たち馬ば鹿かなこと言ってないで、さっさと村に帰るぞ」

　動どう揺ようしているキッシュの言葉を耳にしながら、社会科見学の一行と別れた後。

　俺は上域を進み蟻アントを倒しながら中域エリアへ入ろうとしていた。

　黒繊維の低い段差の大きい階段広場があり、ここから下が広い中域エリアになっているようだ。広場の他に小部屋も多数ある。

　木札に書いてあった細かな説明を思い出していく。黒い小部屋が網あみの目のように広がり茨の迷めい宮きゆう通路の中ちゆう核かくを成しているんだとか。格こう子しを複雑に入り組んで構成された部屋には蟻たちが多数生息し徘はい徊かいしているらしい。イメージだが、ハニカム構造の蜂の巣を巨きよ大だい化かさせた感じなのか？

　少なくとも、普ふ通つうの蟻の巣ではなさそうだ。

　階段を下りていくと、薄うす暗ぐらくなってきた。俺は〈夜目〉があるが、一応ランタンをつけておく。折せつ角かく、買ったんだから使わないとな。

　お、蟻を発見。冒険者の一団が蟻と戦っていた。あれが手長蟻ロングアント。

　白長い脚あしを左右へ動かして冒険者相手に牽制している。

　一本、一本の長脚の先には鋭そうな鈎かぎ爪づめが付いていた。当たれば金属バット喰らった感かん触しよくを味わえそうだ。体長は二～三メートルはある。正面から盾持ち戦士が手長蟻ロングアントの攻撃を引き付け、盾持ち戦士の後方に位置する魔ま法ほう使つかいが火球を手長蟻ロングアントへ飛ばし、サイドの位置から両手武器持ちの戦士が鉄てつ槌つい攻こう撃げきを手長蟻ロングアントの横っ腹へ当てていた。

　確しつかりとした連れん携けいを取る冒険者たちは手長蟻ロングアントを倒しきった。

　手長蟻ロングアントから白い爪つめや触しよつ角かくに甲こう殻かくを剥はぎ取とっている。

　そんな風にあちこちで行われている冒険者たちの狩かりの様子を見学しながら、掌握察と〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉で索敵を行い、慎しん重ちように中域を進む。黒い繊維の固まりのような通路を歩いていくと、また、魔素の反応。そこの、隅ぐう角かくからだ。

　この、ありんこ俺を急きゆう襲しゆうするつもりなのか？　迎むかえ撃ってやろうじゃないか。

　角を曲がった瞬間――やはり、手長蟻ロングアントが角横から前足を掻き殴なぐるように急襲してきた。俺は――何事もなく行動に移す。足に魔力を溜め前進。

　前ぜん傾けい姿勢で踏み込んで手長蟻ロングアントの懐ふところへ潜もぐる。

　蟻の白長い前足をかい潜くぐりながら、伸ばしていた銀を帯びた黒槍を蟻の太腹へ撃ち込んでやった。続いて、太腹と白長脚を削り取るように銀黒槍の刃を突き入れる。

　穿うがった腹穴から白い臓物が飛び出し、丸い槍穴を作った白長の脚が地面へ落ちていく。

　最後に止とどめの〈刺突〉を意識。魔闘脚で地面を強く蹴り、靴くつ底ぞこが擦すれた床ゆかから煙けむりを発生させながら真上へ少し跳躍――手長蟻ロングアントの頭蓋を下から吹き飛ばすように槍を打ち上げた。

　昇しよう竜りゆうのように天を穿つ銀黒色の槍矛ほこ。金属刃が蟻の顎を螺ら旋せんドリルのように貫き口こう蓋がいを突き抜け蟻の脳にまで達した。蟻の頭部を完全に破壊。破壊された頭部は千切れて、打ち上げ花火のように高く飛ぶ。頭なし手長蟻ロングアントの長い胴体姿は巨きよ人じんの手で頭が強引にもぎ取られたように見えた。達だる磨ま彫ちよう刻こくのように佇たたずむ。

　千切れた首から白い粘ねん液えきが溢れ出し、その反動か分からないが、慣性のままに背後へ倒れていった。「にゃにゃ～」黒猫ロロが鳴く。

　まるで、わたしの出番が『ないにゃ～』風に聞こえたぞ。

　黒猫ロロは不満そうに足元を行ったり来たりしてから仕し舞まいに落ちていた手長蟻ロングアントの白脚へ猫ねこパンチを繰り出して、あっちやこっちへ運ぶ遊びを始めてしまった。じゃれてる感じだし、一匹でやるアイスホッケー風の遊びか？

「ロロ、ここは遊び場じゃないんだぞ？」

「にゃおん」

「わかってるよ。次はロロディーヌにも頑がん張ばってもらうさ」

　俺の言葉を聞いた黒猫ロロは紅あかい瞳を輝かがやかせ「にゃっ」と元気良く鳴いた。

　そんな可愛かわいい黒猫ロロへ笑顔を返し、白い脚の爪を剥ぎ取っていく。

　幅はばがある甲殻は袋ふくろに収まらないので取らなかった。爪の回収を終えて、更に薄暗い中域を進む。期待しているのか黒猫ロロは張り切っているようで、触手を出した状態で獲え物ものを探し始めていく。そこに、掌握察に反応――魔素だ。またもや、手長蟻ロングアントを発見。長い白脚も視し認にんした。

　黒猫ロロも確かく認にんしたようで、姿勢が低くなり狩りの態勢に移行していた。

　横後ろから黒猫ロロの狩りの様子を見ていると、興奮しているのがよく分かる。

　前足をそろりそろりとゆっくりと出して前進していた。あれで、悟さとられないように進んでいるつもりらしい。獲物の蟻の方は黒猫ロロに全く気付いていない様子。俺おれたちに背を向けている。黒猫ロロがいい感じに距きよ離りを詰めると、四し肢しに力を溜めるように背を屈かがめ小刻みに体を揺ゆらす。肉食動物が獲物を補食する前の動きだ。

　そして、膨ふくれ上がってみえた下半身が一気に躍やく動どう――駆かけ抜けていく。姿をむくむくっと豹ひようか山やま猫ねこへ変態を遂とげながら触手を前方へぐんっと伸ばして、蟻の内腹から背中にかけて何度も突き刺していた。触手の先せん端たんにある爪つめ剣けんが蟻の背中に深く刺さると、黒猫ロロは触手を首元に収しゆう斂れんさせて蟻の背中へと飛び乗る。

　そのまま、爪で引っ掻きながらよじ登り始めていた。

　黒豹型黒猫ロロデイーヌはガルルルゥゥと黒豹らしい声で吼ほえながら背中の出っ張りに噛かみつき、蟻の背中をズタボロに切きり裂さきながら蟻の頭へ向かう。蟻も抵てい抗こうするように発達した大顎や体を揺らし動かすが、神獣と化した黒豹ロロデイーヌは離はなれない。触手の爪剣に加え、四肢の脚爪と口の牙きばがぴったりと背中に食い込んでいるので、蟻は黒豹ロロデイーヌを振り落おとせないようだ。黒豹ロロデイーヌは蟻の頭部まで噛み砕くだきながら進むと、その噛み砕かれた蟻は動かなくなった。

　思わず、ぱちぱちと拍はく手しゆ。

「ロロやるなぁ、蟻も背中に脚が届かないしな」

「にゃぁぁぁん」

　黒豹ロロデイーヌは狩りの神様に仕留めたことを報告するように顔を上向かせて、嬉うれしそうにドヤ顔を繰り出していた。

「はは、分かったから、回収するぞ」

　倒した蟻の死骸から討とう伐ばつ証しよう拠こを切り取る。体長に比べれば格段に爪は小さいので荷物的に余よ裕ゆうがあった。回収を素す早ばやく済ませてから黒茨の壁通路を進んでいく。

　中域は上域とは違ちがい、段々と薄暗く、進むごとに暗くなっていった。

　腰に着けたランタンの灯あかりが目立つようになる。そこに悲鳴が耳に届く。

「逃にげろぉぉ、オフィサー・アントだ」

「うあぁぁ、鎧よろい将しよう蟻ありが出たぞっ、逃げろおお」

「ひぃぃぃ」

　左の視界の端はしに冒ぼう険けん者しやたちが逃げていく姿が確認できた。

　そこに敢あえて向かう――ん？　暗くら闇やみの中に一つの舞台照明ライトが当たるようにポツンと一箇か所しよに明かりがあった。逃げた冒険者が落としたランタンの灯り？　それとも魔法の明かりだろうか？　そこに……蟻たちの姿が、暗闇の中僅わずかに浮かび上がる。

　一匹だけ手長蟻ロングアントよりも大きいか？　警戒を強めて進む。暗闇が強い、もうランタンを止やめて、〈夜目〉でも使っちゃうか？　いや、最初はやはりランタンを使いたい。

　……掌しよう握あく察さつにも反応。〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉の匂いでも相手の位置を把は握あく。更に近付くと、落ちていたランタンの灯りが、その場をはっきりと映す――三匹の蟻が群がるように冒険者たちの死肉を貪むさぼり食くっていた。

　うは、この蟻たち人を食うのかよ……手長蟻ロングアントの黒版という感じの錆さびた黒脚が目立つ二匹の蟻がいる。こいつが兵隊蟻ソルジヤーアントだろう。

　それよりもあいつは何だ。兵隊蟻ソルジヤーアントより姿が大きいぞ。

　ごつい大きい蟻だ。さっき逃げていた冒険者は鎧将蟻と言っていたが、本当にそんな感じだ。しかも、あの鎧将蟻、顔の形が鎧めいた兜のようだ。額の左右に黒光りする非対称の鋭そうな骨角が伸びている。その下にある一いつ対ついの複眼も赤く両生類のように鋭い。

　顎も、細く尖っていて嫌いやな感じだ。胴体は亀かめの甲こう羅らのように腹部や背中が覆おおわれ全体的に硬そう。そんな重い胴体を支える六本の甲こう殻かく脚あし。

　脚の上部には赤毛のファーのようなふさふさ毛が生えていて、膝の節骨に筋肉の筋がびっしりと詰まっているのが見て取れる。脚の先端には鋭そうな鈎爪も確認できた。

　筋肉の繊維量が多そうだ。あの重そうな甲殻を支えているのにも納得がいく。

　体長からして、ブルドーザーをイメージしちゃう。あの発達している大顎が死肉を咀そ嚼しやくしている姿。しかも、バリバリと骨を砕く音がここまで聞こえてきそうで、嫌けん悪お感かんを覚えた。そこで黒猫ロロへ視線を送り頷うなずく。

　ランタンを消し〈隠身ハイド〉状態に。ここでやっと〈夜目〉を使う。

　黒猫ロロも俺から離れ、狩りの体勢へ移行している。

　さて、蟻たちが三匹――兵隊蟻ソルジヤーアントが二匹に依頼外の鎧将蟻が一匹。

　こいつらを倒すとして、先に兵隊蟻ソルジヤーアントから倒すか。

　その前に指輪を見る。指輪の闇の獄骨騎ダークヘルボーンナイト。

　これを使うかな？　いや止めとこ。今は急襲したい。沸騎士は強く役に立つが大きいし音を立てる。そんなことを考えながら、ジャケット裏うらから短たん剣けんを取り出した。

　まずは兵隊蟻ソルジヤーアントからだ。

　狙ねらいを付け――短剣を〈投とう擲てき〉した。狙った兵隊蟻ソルジヤーアントの頭部と腹に短剣が命中。

　あっさり地面に倒れ動かなくなった。続けて〈投擲〉を行う。が、初撃から遅れて放った短剣は狙いが逸それて脚に刺さってしまう。

　当然、兵隊蟻ソルジヤーアントは投げた俺に気付くと、頭をこちらへ向けて脚を交こう錯さくさせて動かしてから近寄ってくる。しかし、その兵隊蟻ソルジヤーアントは俺に近付くことなく地面に沈しずんだ。そう黒猫ロロの触しよく手しゆ剣けんだ。

　見事に兵隊蟻ソルジヤーアントの頭を貫いていた。

　鎧将蟻は兵隊蟻ソルジヤーアントがあっさりやられたのを警戒したようで、鋭い赤色の複眼で一いち瞥べつしてから食べていた冒険者たちの死骸から離れ闇の中へ消えた。

　だが、魔素は反応を示している――居た。鎧将蟻は六本脚を蜘蛛くものように素早く動かし暗い横壁を上っていた。どうやら壁伝いに、俺の背後へ回り急襲するつもりだったらしい。

　胴体はずんぐりな癖くせに素早い。あの茨の壁に、蟻あり脚あしが引っ掛け易やすいのもあると思うが、多少は頭が回るようだ。けど無む駄だだ。左手を鎧将蟻へ向け〈鎖くさり〉を射出。

　鎖は宙に弧こを描えがくように曲がりながら鎧のような甲殻の背中に突き刺さる。

　壁を登っている鎧将蟻を鎖で引っ張りあげて一気に地面へ叩き落としてやった。

　その際に黒猫ロロも触手剣を鎧将蟻の胴体に突き刺そうと黒くろ触しよく手しゆを伸のばす。

　しかし、触手剣は硬こう質しつな金属音を響ひびかせて甲羅に弾はじかれていた。

　鎧将蟻の甲羅から上部の皮膚は金属のように硬かたい。一方で、俺の鎖は刺さってる。

　この〈鎖〉の先端はかなり鋭いのか？　そんな思考を行いながら刺さった鎖を消し、亀のようにひっくり返った鎧将蟻へ銀黒槍を突き入れる――硬質な音が響く。

　黒猫ロロと同じように弾かれてしまった。

　そうこうするうちに、鎧将蟻は勢いをつけて立ち上がってしまう。

　鎧将蟻はよくも攻こう撃げきしてきたなと言わんばかりに赤い眼めで俺を睨にらみ付つけ、赤毛脚を疾はやく動かし横回転。正面を向くと、闘とう牛ぎゆう士しの赤布へ突っ込む興奮した牛のように角を前に出して突とつ撃げきを繰くり出してきた――速い、迫ってくる。

　俺と黒猫ロロは左右へローリングするように避さけると同時に通り過ぎる鎧将蟻を凝ぎよう視ししながら、脚の節々である関節の隙すき間まに、筋肉繊維が見みえ隠かくれしているのを改めて確認した――狙いはあそこ。鎧将蟻は転がり避けた俺に狙いを絞しぼったようで、また突っ込んでくる。銀黒槍の刃を水平に保ち〈脳脊魔速〉を発動させた。

　身体速度が増した俺は風の突き抜ける動きで鎧将蟻の横へ移動。

　蟻脚の節へ狙いつけ、槍を薙なぎ払はらった。

　狙い通りに銀黒槍の刃が、節の繊維部分に衝しよう突とつし斬きる感触を得ながら千切り払う。

　鎧将蟻の脚を数本切断。脚が無くなった鎧将蟻はバランスを崩して黒い繊せん維い壁かべへ頭から衝突し勢い良く跳はね返りひっくり返っていた。背中側の甲殻を地面につけもがく。

　今度はもがいても立つことは無理だ。黒猫ロロも触手骨ほね剣けんを射出していた。

　おっ？　触手の軌き道どうを変化させている。どうやら黒猫ロロも、今、俺が行った攻撃を参考にしたらしい。柔やわらかそうなところへ狙いを絞ったようだ。

　触手剣を柔いところ関節部位へ滑すべり込ませるように攻撃を集中させて脚を切断させていた。鎧将蟻は痛いのか呻うめき声を発し、残っていた甲殻脚をゴキブリのように激しく交差させている。少し試ためすか。そんな鎧将蟻へ向けて駆けていく。

　走る勢いを利用し魔闘術を込めたインステップの蹴りを喰らわせた。

　側面部の甲殻が少し蹴り痕あとに凹へこむ。凹んだだけ。甲殻はかなり丈じよう夫ぶだ。

〈脳脊魔速〉が切れるまで蹴り続けていたが、らちがあかないので鎧将蟻から離れ、槍やりを構えた。狙い目めは頭と胴体のつけ根の僅かな間。繊維が見える首。

　狙いを付けた箇所へ〈刺突〉――を繰り出す。銀黒刃の穂ほ先さきが首筋に突き刺さると、袋の空気が急激に抜けるような異音が発生。

　耳をつんざく音と共に蟻の頭部がぼんっと前方へ勢い良く飛び出した。

　ピンポン玉のように跳ね上あがった蟻の頭部は茨の壁に埋うまって止まる。

　頭無しとなった鎧将蟻は赤毛脚を小刻みに震ふるわせながら、切断された首元からぶしゅーっと水圧が高そうな音を立て、赤黒い液体を噴ふき上げていた。銀黒槍の刃と身体能力を生かした豪ごうの力に〈刺突〉の技わざのキレが鎧将蟻の防ぼう御ぎよ力りよくを上回ったらしい。

　柔らかい部分を狙ったから当然ともいえる。そして、この硬い甲殻、良素材のようだから持って帰ろう。繋つなぎ目の柔らかいところを切っていく。

　しかし、甲殻は流石さすがに大きすぎて袋にも入らない。しょうがないから手で直じかに運ぶ。

　あの壁に埋まっている頭も回収。倒した証しよう拠こになる。

　頭も大きいので一つの魔ま法ほう袋ぶくろを丸々使うことに。そして、重い甲殻を引きずりながら奥おくへ進まずに、辺りに湧わいていた兵隊蟻ソルジヤーアントと手長蟻ロングアントを倒して依い頼らいの証拠である爪を回収。途と中ちゆう、大きな甲殻を盾代わりにしたり、障害物のように扱い蟻退治に利用した。こうして残りの蟻たちを殲滅。討伐証拠は全すべて回収。

　手長蟻ロングアントの証拠は依頼分を超こえているから重ねて達成されるかな。

　終わった、終わった。帰るか。

「戻るぞ」

「ンン」

　黒猫ロロは喉のど声ごえのみの返事だ。頭ず巾きんの中で寝ねているらしい。

　ったく、もう寝るのかよ。まぁいいさ、地上へ戻ろ。

　背中で寝ている可愛い重さを感じながら暗い中域を脱だつする。明るい上域へ戻ってこられた。

　その途中……冒険者たちから向けられる視線が少し、恥はずかしかった。

　引きずる黒い甲殻が目立ってたからな。そんな視線に耐たえながら、重い甲殻を抱かかえるように持ち魔ま法ほう陣じんからヘカトレイルのギルドまで直行。戻ると、おっぱい受うけ付つけ嬢じようが居た。

　彼女はまだ仕事をしていた。早さつ速そく、美人が待つカウンターへ近寄っていく。

　甲殻を受付に乗せると、乗せた甲殻が重かったのか、受付台からミシっと音が鳴った。

　受付嬢は目の前に現れた大きい甲殻に驚き目を丸くしている。

　続けて魔法袋から依頼分の爪や触角を提出。鎧将蟻の頭を取りだし、受付机に乗せて最後に冒険者カードを添そえた。

「――頭、あ、これは依頼分を超えて五つ分になるので、依頼達成は五つとなります。でもこの頭に甲殻って……」

「そうだ。それと、この甲殻は買い取りしないでいい。この頭は依頼外だが、討とう伐ばつ証拠として持ってきた。金とかは貰もらえるかな？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです。依頼外ですけど。討伐したのなら報ほう酬しゆうがちゃんと出ますよ。この頭のモンスターは依頼を受けてないですから、依頼達成に数えられないですけどね」

「了解」

「では、少々お待ちを」

　受付嬢は依頼の品と頭を脇わきに抱え持って奥へ移動していく。

　あの頭……大きいけど、彼女は結構な力持ちなのか？

　あの鈍どん器きなおっぱいを持つだけはある。少し、後ろがざわついていた。

　近くにいた冒険者たちからの視線が集まる。あの甲殻が目立ち過ぎたか？

　暫しばらくして、受付嬢がおっぱいをぷるるんと揺らして戻ってきた。

「お待たせしました。報酬と冒険者カードです。そして、Ｄランクです。昇しよう進しんおめでとうございます」

「おお、どうも」

　初仕事を無事に完かん了りようさせた。嬉しい。報酬は金貨、銀貨、大銅貨十数枚。

　冒険者カードと金を回収。

「ところで、俺が持ってきた頭のモンスターの名前はなんていうの？」

「あれはオフィサー・アント。別名、鎧将蟻と呼ばれていて、普ふ段だんは下域に出現する兵隊蟻ソルジヤーアントを束ねる強い蟻ですね。強さ的に単体でＢぐらいです」

「ほぉ～」

　Ｂクラスか。重い甲殻持ちだし、かなり強いんだな。

「しかし流石さすがです。個人で依頼をこなせるわけですね。低ランク冒険者がオフィサーを単独で打だ倒とうってあまり聞いたことないですよ。それに荷車もなしでこの甲殻を運べるのも凄すごい。まるで獅子族ラハカーンみたいです。ま、こう見えて私も意外に力持ちですが」

　ウキウキした表情で語るおっぱいさん。二にの腕うでを伸ばして、筋肉を見せようとしている。

　その際に、おっぱいが、たゆんって揺れるので巨乳を凝視してしまった。急ぎ、誤ご魔ま化かすように話していく。

「……あぁ、まあね。それでさ、この甲殻なんだけど。これ加工できる鍛か治じ屋や知らない？」

「鍛治屋さんといったらドワーフさん。一いち流りゆう処どころな腕うで前まえの鍛治屋さんを知っています」

「その場所は？」

「え～と、ここから目め抜ぬき通りをまっすぐ行きまして、二つ目の路地を右に曲がり、七半横丁を通り、最初の右の路地を曲がって、そこのつき当たりを角を曲がりますと、鍛冶街があって、そこの一番奥にあります」

　こんがらがる……二つ目の路地に、七半横丁を……。

「……わかった。それじゃ」

　指で頭をコツコツと叩いて、何とか頭に叩き込むと、聞き覚えのある声が背後から聞こえてきた。

「よかったら、わたしが案内しようか？」

　女の声に振ふり返かえる。声の主はさっき助けた女エルフだった。薄緑の長髪が目立つ。

「……お、キッシュじゃないか。あの子たち、冒険者たちは村へ？」

「あれからすぐに送ったから平気だ。それより、失礼ながら話を聞かせて貰っていた。あの子たちの命の借りには遠く及ばないが、その店を案内させてくれないか？」

　笑顔に透とう明めい感かんがあっていい。改めてエルフのキッシュの姿を目に焼きつける。

　兜を片手に持ち、鎧よろいのハーフプレートはくすみが掛かった白色。

　女性特有の少し膨らんだ鎧の右胸辺りには鳥か？　鶴つるのような小さいエンブレムが描かれてあってカッコ良かった。

　腰こし周まわりは長剣を差し白く短いタセット付きの短いスカート系の防具だが、スパッツのような薄緑色の下した穿ばきを穿はいている。足が長いので柔そうな、腿ももの白しら肌はだは少し見えていた。

　その上から革の繋ぎがベルトのように太ふと腿ももへ巻き付いている。

　足先からは膝ひざ上うえまでを守るように薄緑色の長なが脚きやつ甲こうを装着していた。

　その色合いはストレートな緑の長髪と色が揃そろうので、余計に綺き麗れいに見える。

「……宜よろしく頼たのむよ。……命の借りとかじゃなく、案内してくれるだけで十分だ」

　キッシュの姿に満足しながら、何度もキッシュを鑑かん賞しようしては、エロイ笑みを浮かべて頭をぽりぽりと掻いていた。







第十四章「合あい縁えん奇き縁えん」







「しかし、そんな重い甲殻を持てるとは……凄い腕わん力りよく」

　受付嬢にも言われたよ。

「まぁね」

　と、無難に答えておく。キッシュは俺の怪かい力りきぶりに驚きながらもドワーフの店へ案内してくれた。通る道はとにかく横道が多い。細かな路地だ。そんな道や家々を記き憶おくしながら歩いていく。やがて、鍛冶屋街と思われる光景が目に入ってきた。

　新品の長剣と長なが柄え槍やりが立て掛けてある台。鋼鉄の鎧が装着されてある案山子かかし台。この店はどうやら鍛冶屋と商店を兼ねているようだ。

　隣となりは本格的な鍛冶の作業場があった。体格のいい職人が踏ふみふいごと箱ふいごを使い、汗あせを垂らして作業を行っている。俺たちにまで熱々とした熱気が伝わってくるようだった。

　勿もち論ろん、近くには炉ろと、金床もあり、人族やドワーフの職人たちがハンマーを振るい熱された鋼鉄を叩く音を何度も響かせている。その斜はす向むかいは鍛冶屋ではなく煉れん瓦が作づくりの作業場が広がっていた。煉瓦小屋が五つほど並び、複数の職人さんが、藁わらと水と土を使い一から煉瓦作りを行う作業は感心する。近くには纏まとまって干されている煉瓦もあった。

　ここは鍛冶屋を含ふくむ色々な職人さんたちが密集しているエリアか。そんな通りの一角を曲がった先にある店の前でキッシュは止まった。

「ここが、ザガとボンの鍛か冶じ工こう房ぼう。わたしも装備の品を見て貰っている。この辺りでは、かなり有名な鍛冶屋だ」

　美人のキッシュが綺麗な緑目を工房小屋へ向けて話していると、その説明をしていた店内からドワーフが現れる。そのドワーフはオカッパ頭。まんまる顔の満面の笑みを浮かべている。笑みを浮かべたドワーフは走り寄ってきた。

「エンチャント？　エンチャントォッ」

「え？　エンチャント？」

　思わず、そうオウム返しをした。

「エンチャントッ」

「にゃ？」

　肩かたにいた黒猫ロロも不思議ドワーフに反応。

「エンチャント？」

「にゃにゃ、――にゃっ」

　黒猫ロロはこの不思議ドワーフに興味があるようで俺の肩から降おりて、鳴き声を連発しながら近付いていく。

「エンチャン、エンチャントォォ」

「ンン、にゃにゃ、にゃぁ」

　黒猫ロロへ向けてエンチャントを連呼するオカッパ頭のドワーフ。ロロと未知の会話を繰り広ひろげていた。俺は助けを求めるようにキッシュへ顔を向けるが、彼女は何事もなく美人笑顔スマイルをオカッパドワーフへ向けている。

「ボン君。エンチャントはいいから、ザガさんを呼んできてくれるか？」

　オカッパ頭のドワーフはボンという名前らしい。頭から足先まですっぽりと被るゆったりとした貫かん頭とう衣いを着ているせいか、余計に丸っこく見えてくる。

「エンチャントッ」

　ボン君は元気よくエンチャントという未知なる言葉を言い残し、店へ走り戻っていく。

「えーと、ボン君とは……」

「エンチャントという言葉しか話せないんだ。詳くわしくはザガさんから聞けばいい」

　自じ閉へい症しようのような感じかな？
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　そうこうしていると、オカッパ頭のボン君が店主と見られる厳いかつい顔のドワーフを連れてきた。店主はドワーフの中のドワーフといった感じの背格好だ。

　もじゃもじゃの茶色毛の頭とう髪はつ、揉もみ上げの毛と口周りの髭ひげが繋がり立派な美び髯ぜんを蓄たくわえていた。幅はば広ひろい額の端から伸びている大きな皺しわが目め尻じりとふっくらとしている頬に繋がっている。厳つい独特の目力だな。くりくりっとした青あお瞳ひとみはボン君と似てるが……ボン君と違い、赤みがかった鼻び梁りようも太く、鼻穴も横広い。髪かみ型がたと服装がまったく違うので対照的と言えた。

「お、キッシュじゃねぇか」

「やぁ、ザガ。今日はちょっとお客を案内、紹しよう介かいしにきたんだ」

　やはり、この強面こわもてのドワーフさんが店名にもあったザガさんか。

　厳つい肩からチュニックを羽織り、腰腹には銀ぎん斑はん革がわのベルトが巻かれハンマーの鍛冶道具に細工道具をベルトにぶら下げている。職人の風格を漂わせていた。

　キッシュに紹介されたので、ザガさんへ頭を軽く下げる。

「……どうも、俺はシュウヤ・カガリと言います。この甲殻を扱あつかえるのは貴方あなただと言われたので、キッシュにこの店まで案内を頼んだんです」

　甲殻をドワーフのザガさんに見せた。

「ほぅ。オフィサーの丸々一個の甲殻か。重いのによく持てるな？　見た目は人族だが、実はドワーフの血でも入っているのか？」

　冗じよう談だんか？　でもドワーフのザガさんは真顔だ。俺も真顔で聞いてみよっと。

「いえいえ、なわけないでしょう。それで加工してくれるんでしょうか」

「ふん、冗談だろうに、まぁ見てやる。……確かにこの甲殻は硬かたい材料として有名だ。扱いが難しく、そんじょそこらの鍛冶屋じゃ無理だな」

　冗談か。ザガは重い甲殻を太い腕で軽々と持ち上げる。じろじろと観察を開始していた。

　素材の質を定めるように太い指で甲殻をなぞり触さわり、コンコンと指先で表面を叩たたく。

「エンチャントォォォッ」

　ボン君が叫さけぶ。顔は笑顔なので、凄い喜びようだ。

「こら、ボン。近くで大声を出だすなっ、これはもっとよく見てみないとな、まだ、お前の出番があるかは分からんぞ」

「エンチャント……」

　ボン君はザガにたしなめられると顔を俯うつむかせ力なく呟つぶやいていた。そのまま背を丸め縮こまってしまう。ボン君、残念そうだな。背が小さいから余計に小さく感じる。すると、ザガが、俺のボン君へ向けている好こう奇きな視線に気付いたらしく……。

「……こいつを初めて見ると大たい抵ていは同じ反応をする。不思議だろう？」

　ザガはボン君を優しい目で見つめながら落ち着いた口調で語っていた。

「えぇ」

　俺は自然と、頷く。

「ボンは歳としが離れた弟でな？　幼い時から無口で言葉を一いつ切さい喋しやべろうとしない。不思議な弟だったんだ。親しん戚せきは心配してそんな弟を治そうとしたが……教会の司祭に治ち療りよう代だいを沢たく山さん取られた挙句、結果はダメで、回復魔ま法ほうもポーションも効かなかった。そのせいで、父や母にも不気味がられ、ボンは一族からつまはじきされた可哀かわい想そうな奴やつだったんだが……」

　そこでザガはボン君を誇ほこらしげに見る。

「実はそうじゃなかった。ボンは凄いんだ」

「凄い？」

　ボン君を見る。あまり凄そうには見えないけど……。

「あぁ、凄いぞ。鍛冶の腕は〝まだまだ〟だが、俺を遥はるかに超えた付ふ与よ魔ま法ほう師しでもある。正確にはボンの戦せん闘とう職業の名は誰だれも知らないのだがな、予想は出来るが」

　付与魔法師とかの職業もあるのか。まあ、本人があれじゃとても自分の職業は分からなそうだが、とにかくボン君は凄い、と。

「ザガさんを超える？」

「あぁ、俺が鍛冶で付与魔法のスクロールを使い魔宝石に魔法を込めているのを見た途と端たんに、身を乗り出して、その魔法に興味を示してな……俺がエンチャントだぞ、と説明したら――突とつ然ぜんに〝エンチャント〟と言葉を叫び出したんだ。それ以来ずっと同じ言葉を連呼して〝おかしな奴だ〟と、最初は馬鹿にしていたのが……ある日、魔宝石を弄いじっていたボンの奴がどうやったかは知らないがスクロールでは無く、自分自身の魔ま力りよくで付与魔法エンチヤンターの魔法を使い、とてつもない魔宝石を作り出したんだ」

　付与魔法エンチヤンターか。

「……その付与魔法エンチヤンターが、優すぐれた魔ま法ほう技ぎ師しを超えて魔金細工師の域を超えた賢者技サージエンチヤントクラフターの魔法規模だったんだ。所謂いわゆる、エンチャントに関する一種の天才という奴らしい。だから、それ以来、ボンにエンチャントは任せるようにして、一緒に店で働いて貰っている」

「エンチャントッ！」

　ボン君はとたんに機き嫌げんを直す。ザガに褒ほめられて喜んでいるのか、笑顔だ……改めて喜ぶボン君を見つめた。くりくりっとした灰色がかった青い大きい目に睫まつ毛げも長い。

　ドワーフ特有のふっくらとした体つきと、丸みを帯びた顔からはどことなく可愛いクマサン人形を思い出す。でも、凄い才能の持ち主なんだな。能ある小こ熊ぐまは魔法を隠すってか。

「エンチャントッ」

　こっちの視線に気付いたボン君が笑え顔がおで腕を伸ばし、ガッツポーズを繰り出している。俺も笑顔を返してやった。ザガはそれを無視するように話し出す。

「長々と話したが、それで、これを使って何かを作れってんだな？」

「はい。鎧や防具を。出来れば動きやすいのがいいです」

「防具か……まぁ。店前での話もなんだし、お前たちこっちへ来い。ボンも行くぞ」

　ザガは重い甲殻を一いつ旦たん置いてから肩に羽織っているチュニックを伸ばすと、再度持ち上げて歩き出した。

「エンチャントッ」

「わたしも付いていっていいかな？」

　キッシュが横から俺にそう話しかけてきた。

「あぁ、構わないよ。案内してくれたのはキッシュだし」

　ザガは重い甲殻を抱え持ち店の中へ。ボン君もザガの後ろを歩いている。俺とキッシュも続いた。ドワーフの店内は大きな机、炉、ふいご、金床がある。これにはアキレス師し匠しようの工房部屋を思い出した。工房を見学していると、ザガは鎧よろい将しよう蟻ありの甲殻を幅広な樫かし机づくえの上へ乗せて黒い布を取り出し、懐から羽根ペンを取り出して片手に持っていた。どうやら布にメモを取るらしい。

「お前さんを、シュウヤと呼ぶぞ？」

「構わないです」

　布に羽根ペンのような物でかきかきしながら、

「ふむ。鎧は一式で何か他に注文はあるか？」

　そのザガの言葉に左手の〈鎖〉のマークを思い出した。

「あっ、できれば左手の……この部分、穴を空けてください。それと右手の小手はこの通り――手首までしかないですが、小さい装備品があるんで要いらないです」

　身み振ぶり手て振ぶりで説明。

「手首の部分だな。右手の部分はなしと……右上腕部は、その小手に合いそうなのを考えるとして、むしろ要らないか。動きやすさを重視して防御力は削けずっていいんだな？」

　ザガはラフな絵を描かきながらメモり聞いてきた。絵は意外に上手うまく、絵描きでもやっていけそうにも見えた。

「必要最低限で構いません。関節部分の可動域を柔らかく広く。とにかく動きやすいのを希望します。重くても大丈夫です。身体能力に自信があるので。あと、今着ている袖そでが中ちゆう途と半はん端ぱな黒くろ革かわジャケットと合うような感じにしてくれれば嬉しいです」

「ふむふむ。寸法を測るぞ」

　ザガはメモを取りながら小こ椅い子すを用意、その椅子に乗りながら俺の体を測っていく。

「ザガさん。甲殻の余った材料は買取り可能ですか？」

　測られてる最中に聞く。

「ぬ？　ザガで構わん」

「はい、努力します」

　ザガの顔は皺が多く厳しい顔付きなので、敬語を意識意識しちゃうんだよな。

「……甲殻の買取りはできるぞ」

「なら、鎧以外に使う甲殻素材は全部提供します」

「おっ、気前がいいな。気に入った。正直ありがたい。鎧作製の代金は割引にしてやろう。あっ、いや、待て……そうだな。割引はなしで、他の金属や他の革を混ぜて、よりいい鎧に仕上げるのは、どうだ？」

　そのザガの言葉を聞き、青あお白びやつ虎この毛皮を持っているのを思い出した。

「いいですね。それならば……この虎とら皮がわなんですが、使えます？」

　青白い毛皮を出す。

「おっ、ガルバウントタイガーか。使えるぞ、その色合い、中々の人気だからな」

「では、これ差し上げますんで、鎧の値段に加味しとしてください」

　毛皮をザガに手て渡わたした。

「おぉ、気前がいい――ボンよかったな。お前の出番が増えそうだ」

　ザガは俺が渡わたした毛皮をボン君に見せている。

「エンチャ？　エンチャントォォッ」

　ボン君は嬉しそうだ。ザガもボン君の笑顔を見ると優やさしい顔になっていた。

　一見すると厳しい表情なので、おっかない印象のザガだけど、弟思いなんだな。

　そのザガは俺へ視線を戻もどす。厳しい顔付きに戻っていた。

「値段は金貨六枚でいいだろう。出来上がりは七日後あたりでどうかな？」

　相場は分からない。けど、このザガなら信用できる。不思議だけど初めて会った気がしない。合縁奇縁という奴かもしれない。

「……わかりました。では、頼みます」

　ザガはもう甲こう殻かくを弄り始めていた。

　俺には見向きもせずに短く「おう」と返事をするだけで素材に夢中になっている。

　職人の目。真しん剣けんだ。

「にゃぉ」

「エンチャントッ」

　黒猫ロロはボン君に挨あい拶さつ。

　ボン君も満面の笑えみを浮うかべると黒猫ロロと謎なぞ会かい話わを始めていた。これ以上ここで煩うるさくするのは、作業の邪じや魔まになりそうだ。撤てつ収しゆうしよう。

「ロロ行くぞ。ボンもまたなぁ、キッシュも行こうか」

　黒猫ロロは俺に呼ばれると、肩へ飛び乗ってきた。

「わかった」

　キッシュはずっと黙だまって見ているだけだったけど。

「エンチャントォォッ」

　ボン君が寂さびしそうな表情を浮かべて両手を左右に振っていた。

　特に黒猫ロロだけだと思うが、俺たちを見送ってくれる。

　キッシュと俺たちはそんなドワーフ兄弟の店を後にして通りを歩いていた。

「キッシュ、店の紹介ありがとう」

「あぁ、役に立ったなら嬉しい」

　隣を歩くキッシュは美人エルフ。にこやかな笑みが美しい。それでいて性格は男前だ。

「……そりゃ役に立ったさ」

　短く感謝を込めて話す。

「そうか？」

　キッシュは喜色を匂におわすが、疑問風に聞き返してくる。

「ンン、にゃ」

「ほら、ロロも十分と返事をしているぞ」

　黒猫ロロも喉声を出してから鳴く。尻尾しつぽをふりふりと動かしてちゃんとキッシュへ合図サインを送っていた。

「はは、こりゃ利口な猫ねこだ。あの時もロロ殿どのは凄い活かつ躍やくだった」

「にゃおん」

　キッシュの褒ほめ言こと葉ばに、黒猫ロロは嬉しいのか、えっへん。とアピール。

　首下のふっくらとしている黒毛を見せ付けるように顔を上向かせて、誇らしげな顔だ。

　肉球を彼かの女じよへ見せるように片足を持ち上げ、ぽんっと俺の肩を軽く叩いていた。

　そんなほのぼのした会話を繰り広げながら歩いていると背後に一定の間かん隔かくで魔素がついてくるのを感じ取る。つけられている？　もう少しキッシュと歩いて様子を――、

「おい、キッシュ・バクノーダ。その隣の男は誰だ？」

　静観するつもりだったが、逆に話しかけてきたので声の主を見ようと振り返る。

「はぁ……ラーズか、この人は仲間を助けてくれた恩人だ」

　キッシュは男の姿を見るなり溜ため息いきを吐つく。美人の顔を歪ゆがませて、嫌悪、ウンザリといった表情を表に出していた。背後に感じた魔素はこいつか。

　キッシュと同じ髪かみ質しつのエルフだが、顔が、馬だった。骨格が長方形過ぎるんだろうな。

「何？　君の恩人なのか。それでは、お礼を言わなければいけないな。そこの君。ありがとう。わたしのフィアンセが世話になったようだ」

　フィアンセ？

「もう断った筈はずだが？　しつこいぞラーズ。君と同どう郷きようだが、わたしは決してフィアンセとは認めないし関かかわりたくもない。はっきりいって迷めい惑わくだ。もう、後ろからついてこないでくれ」

　キッシュはハッキリと拒きよ絶ぜつのメッセージを送っていた。それにしても、ズバっというな。だが、キッシュの辛しん辣らつな言葉を受けても、ラーズと呼ばれた男は太い眉まゆを中央へ寄せ『しょうがないなぁ』といった感じに、腕を広げるジェスチャーを取りながら分厚い唇くちびるを動かしていた。

「……それは心外だなぁ、僕ぼくは君のことが好きなのに。君もその黒くろ髪かみ男おとこのことを気に入っている訳じゃないんだろう？　まさか、惚ほれてしまったのかい？」

　ラーズは俺おれを睨んできた。

「なっ、何を喋しやべっているっ」

　こいつ気持ち悪い。よくもまぁ、こう、いけしゃあしゃあと口説けるものだ……。

　キッシュは動どう揺ようしたのか長い睫毛を揺ゆらし、瞬まばたきを繰り返すと、俺の顔をチラチラと見ては頬ほおを朱しゆに染めていた。何なに故ゆえにキッシュさん、そこで赤くなるんよ。

　まさかね……しかし、これは寸劇メロドラマの劇場か？

　半ば呆あきれて、そのまま呆れた気持ちを言葉に出していた。

「痴ち話わ喧げん嘩かか？　がんばってくれ。じゃあな」

　巻き込まれたくないので足早に宿がある方向へ歩き出した。

「あっ、シュウヤ。待って――」

「キッシュ、待つんだ。その男も言ってるじゃないか。一緒に痴話――」

　キッシュは抱だきつくように近寄るラーズの股こ間かんへ蹴けりをかます。

　そのまま無視して、俺の隣まで戻ってきた。

「すまない。シュウヤ。見苦しいところを見せてしまって」

「いや、俺は構わないけれど、いいのか？　あの男、置いてきてしまって」

「いい。たまたま同じ一族の出で、同じ村に移住してきただけの仲だ」

　幼なじみか……あの男を気持ちを考えれば悲しいかもしれない。

「……そうか。キッシュがそういうのであればいいんだろうけど」

　でもなぁ後から絡からんできそう。あのラーズとかいう男……妙みようなフラグを踏んじまった。

「あぁ、あんな奴は忘れてくれ……」

　ラーズの事は考えたくもないのか、寒気を催もよおしたように身体を僅わずかに震わせるキッシュ。

　そして、気を取り直すように、

「それより恩を返したい。という事で、シュウヤ。一いつ杯ぱい、奢おごらせてくれないか？」

　キッシュは笑みを浮かべて片手をくいくいっと動かし、酒を飲む仕草を繰り返す。

「……おっ、いいねぇ」

　背の高い美人エルフと酒場デート……楽しみだ。それに酒場なら情報も得られそうだし。

　色々と話を聞こうかな。

「ふふっ、これで借りを返せるよ。そこの横丁を曲がろう」

　そこはこないだ見つけた食事処が連なる小さな通り。キッシュはその連なる店の中から、自分の行き付けである酒場へ俺を案内してくれた。酒場の名前はレウビ。こぢんまりとした作りで、狭せまいカウンターに机が四つ置かれ小さい椅子が並んでいる。

　路地裏にある名店の雰ふん囲い気き。客たちがゴブレットを片手に酒を飲み小魚の摘つまみを口へ運ぶ。実に楽しそうに会話を繰り広げていた。焼き魚の匂いも食欲をそそる。

　これには黒猫ロロもたまらず、鼻の穴を動かして反応。魚の味を期待しているのか、客が食べている焼き魚へ紅あかい瞳を向けると、俺に対して『お魚欲ほしいニャ～』と言わんばかりに、紅い瞳を向けてきた。魚と俺を交こう互ごに見ている。

「あらっ、キッシュちゃん。いらっしゃーい」

　そう話しかけてきたのは酌しやく婦ふと見られる、綺麗なお姉さんだった。背はキッシュより小さい。茶色のセミロングでナチュラルウェーブの髪型。瞳は茶色がかった黒。頬には少しのソバカスが目立つが、可愛かわいげのある感じ。それでいて、豊満な胸を持つ。

「チェリ。今日は新しい客を紹介しよう。わたしの友であるシュウヤだ」

　友か。何気に異世界セラへ来てから初めてか？　嬉うれしい。

「……どうも。シュウヤです」

　そんな小さな感動は表に出さず。クールな表情を意識して答えていた。

「にゃぁ」

「あらぁ、顔は平たいけどいい男とカワイイ猫ちゃん。喜んで酒やお話の相手をするわ」

　顔は日本人顔だからな。

「はは、チェリだめだぞ。今日はわたしの奢り。だから、相手はわたしがするのだ」

「わかってるわ。もうっ、キッシュがそんなことするなんて珍めずらしい……」

「いいから、お酒と、何か食べ物ね」

「あっ、ロロにも魚をあげてくれるか？」

「はいはいー。待っててね、レウビの魚を焼くから」

　そんなこんなで、黒猫ロロは出された焼き魚に齧かじりつく。

　むしゃむしゃと夢中になって食べていた。

　俺とキッシュは酒と魚に飲み食いしながら、色々と話し込んでいく。

　最初に、現時点で最大な目的でもある玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たまと智ち慧えの方ほう樹じゆ、この二点について彼女に尋たずねるが知らないとの事。残念だが、しかたない。そして、途中からチェリも加わり二人からこの辺りの情勢について詳しく教えてもらった。

　まずは、この城じよう塞さい都市ヘカトレイルについてだ。

　この城塞都市は近年【オセベリア王国】によって新しく建てられた都市なんだとか。

　この地は永らくハイム川とただの戦場平原でしかなく【レフテン王国】と【サーマリア王国】とで争あらそっていた地域でもあったらしい。

　しかし、十数年前に西の大国【オセベリア王国】が東部に進出。三みつ巴どもえの争いになり【レフテン王国】と【サーマリア王国】は急きゆう遽きよ、手を結ぶが【オセベリア王国】に敗れさる。こうして、オセベリア有利のもとで三カ国停戦条約が結ばれ正式にこのヘカトレイル地方は【オセベリア王国】の領地に成ったらしい。その戦いの功績によって、ここを治めることになったのが今は亡なきゼラル・フォン・アナハイム侯こう爵しやくであり、現領主はその娘むすめであったシャルドネ・フォン・アナハイム侯爵が継ついだとか。
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　へぇっと、あまり興味がないので聞き流していた。

　次に話していったのが、この【飲食街】と中央部にある【中央市場】に【歓かん楽らく街がい】と【賭と博ばく街】、城じよう壁へき外にある港から続く【新街】についてだった。

「賭博街、新街、歓楽街にある、宿屋や娼館はシュウヤさんも男だから行くかも知れないけど忠告しとくわ。盗とう賊ぞくギルドなら大丈夫だけど、闇やみギルドの関わりがあるキシリアの鯨くじら宿やど、梟ふくろうの嘶いななき亭てい、月つきの骸むくろ亭てい、鈴すず鳴なり亭てい、の名前がある店は入っちゃだめだからね」

「ほぅ、ありがと。覚えておく」

　これらの名前の宿屋や如何いかがわしい店には近寄らない方がいいらしい。

　闇ギルド同士の争いが激しく一いつ般ぱん人じんも被ひ害がいに遭あうんだとか。

　こういった闇ギルドによる縄なわ張ばり争いは他の都市でも頻ひん繁ぱんあると教えてくれた。

　ということは、みかじめ料とか用心棒代とかで、この店も金かかるのかな――狭い店内を見み渡わたしていく。お客の面つら構がまえはどいつも悪そうな奴ばかり。この中にもそういう関係の人がいたりして……闇ギルドとは、マフィアみたいなもんだろう。

　そんな調子でチェリと話が弾はずむ。

　次の話題は打って変わりオセベリア王国の王都【グロムハイム】についてだった。

　ヘカトレイルも大きい都市だが、王都はもっと凄い都会だそうだ。何でも白く綺麗なオーセン城は一度は目にしないと人生損をするらしい。随ずい分ぶんと華はなやかそうなイメージだ。

　次に聞いたのは隣りん接せつしている国、レフテン王国の話だった。

　王都ファダイクには、「不ふ窟くつ獅し子しの塔とう」と呼ばれ、天まで届くと云いわれる古い塔があり、有名な観光名所でもあるらしい。だが、その塔の中は迷めい宮きゆうのように入り組んでおり、モンスターがうようよ湧いて宝箱も出現するんだとか。日夜冒ぼう険けん者しやたちが最上階目指して挑ちよう戦せんしているらしい。そういえばファダイクに近寄った際、塔らしき物が見えたなぁ。

　チェリには「ああ、あの塔ね」と、軽く相あい槌づちを打っておいた。

　そんなレフテン王国だが、最近では誘ゆう拐かい事件が多発して大変らしい。つい最近の話だと、王国の姫ひめ様さまも誘拐されたとか。この話を聞いたとき、一いつ瞬しゆん、反応してしまった。

　すぐにあれだと、判断ついたが、無視して会話を続ける。

　次の話題に上ったのが、サーマリア王国の話だった。王都の名前はハルファニア。

　ローデリア海に面した都市。そこに巨きよ大だいな【セピトーン大灯台】があり、その灯ともす光は海の果てまで届くと言われている。

　伝説では大灯台の光は海神の恩おん恵けいが宿っていると云われ海かい竜りゆうサーペントガリーラズや、水すい竜りゆうネビュロスも近寄ってこない。とか伝わっているらしい。

　チェリに聞くところだと、りっぱな海洋都市をイメージした。水の都ヴェネチアの姿を思おもい浮かべるが、異世界だと違ちがうんだろうな。

　だが、そんないいイメージで聞いていた時、その都市では人にん魚ぎよ狩がりが盛んに行われていることを聞いて少しげんなりした。エゲツナイ話だ。顔には出さなかったけど。

　人魚肉は若さを取とり戻し、鱗うろこが秘薬の材料とか、噂うわさ通どおりなら……わたしも欲しいわ～とチェリは唸うなっていた。

　そんなサーマリアを含むレフテンとオセベリアの三カか国こく間かんに挟はさまれた【塔とう烈れつ中立都市セナアプア】の話も話題に上った。セナアプアは【迷宮都市ペルネーテ】や【魔法都市エルンスト】に並ぶ魔法技術に優れた都市らしく、魔法学院や宙に浮く石場があちこちにあり空中に尖せん塔とうが建ち並んでいる一角があるんだとか。

　その中立都市は別名があり空中都市では無く【犯罪都市】と呼ばれているらしい。

　地理的にハイム川の三さん角かく州すという絶ぜつ妙みような場所に存在していて、三カ国に属ぞくさない中立都市として評議員たちを中心に繁はん栄えいしているとか。

　しかし、内情はどろどろな権力争いがあり、闇ギルドが暗あん躍やくする魔ま境きよう、魔ま窟くつ、犯罪多発のどうしようもない都市らしい。それとオセベリア王国は西方に位置する隣の国ラドフォード帝てい国こくと永らく戦争中で現時点でオセベリアが優勢、一年前にララザック交戦と呼ばれた戦いで勝利を収めたオセベリア王国が都市ララザックを奪うばい返したんだとか。

　更さらに、小一時間酒を飲みながら話し込んでいくと、いつの間にか周りの客がいなくなっていた。客あしらいが上手い美人酌婦を独どく占せんしている状態だからな。

　そして、バルドーク山の話題になると……。

「あのバルドーク山に竜が住むとか」

　その言葉を聞いたキッシュは目付きが変わる。

「ああぁ、そうだ。憎にっくき魔ま竜りゆう王おうめが。わが故ふる郷さとを焼やき払はらった竜の筆頭だな」

　ぬおっ、地じ雷らいを踏んでしまったか。口調が怒おこったように変化した。

「そんなことが……済まない。喋りたくなければ……」

「キッシュがこうなったら止まらないわ」

「そうだぞぉ、あの竜はなぁ、でかくて、紫むらさきで狂きよう暴ぼうで、とにかく強い。Ｓランクのモンスターで災害クラスとも言われている……バルドーク山はあの竜たちのせいで未み探たん索さく地域に指定されているからな。兎とに角かく、近辺を荒あらしまくってるんだ……それにバルドーク以外にも竜種が多いのが厄やつ介かいなんだァ、ワイバーンの群れやドレイクの群れとか――むふっ」

　キッシュは相当に、竜を恨うらんでいるようで声を荒あららげる。喋りの最後に、直接酒さか瓶びんを口へ運び、喉のどから音が聞こえるぐらいに勢いよく酒を飲み始めていた。

「……キッシュが一緒に連れていた、あの冒険者たちの出身はヒノ村。あの山の近くの森だよな……危ないんじゃ？」

　キッシュは俺の言葉を聞くと、酒を持つ片手がピクっと動いて止まる。

　うんうんと頷うなずき、綺麗な目はどことなく泳いで見えたが、丁てい寧ねいに酒瓶を机に置いてから、真剣な表情を作ると、口を動かしていった。

「その通り、ヘカトレイルまで避ひ難なんしている人々は多い。しかし……」

　キッシュは暗い顔だ。

「どうした？」

「いや、この都市に居るなら一度は城壁外での現状を見ただろう？」

　あそこか……。

「確かに、ここの都市に入る時に見た」

「新街近辺の貧民街ロウタウンは本当に酷ひどい。そのため、あの子たちはヘカトレイルに来たがらない。それで自分たちの村を守る為ために危険を冒おかして残っているのだ。わたしもヘカトレイルの現状を見ると、その気持ちが分かるんでな」

　あの貧民街で見た、食物を巡めぐり争う人々の様子が目に浮かぶ。納なつ得とくだ。

「……わたしの故郷であるエルフの里は魔竜王と竜の群れによって灰かい燼じんと化した。その際に生き残った我々エルフの一部を受け入れてくれたのが、ヒノ村だったのだ。だから、わたしも出来るだけヒノ村に協力したいと思っている」

　キッシュは故郷を追われたのか。

「そういうことか……蠱迷宮に加えてドラゴンじゃ、あの辺りは大変だろうに」

　キッシュは顔を真っ赤に染め上げて、酒瓶を渡そうとしてくる。

「全くもってそうなのだ。ヒック、シュウヤ。お前も飲めッ」

　そう促うながされ、酒を注がれ飲み干した。

「ほら、飲んでるよ。旨うまいねぇ、コレ」

　日本酒をとろりと濃こくした濁酒どぶろくに近いか……。

　材料なんだろ。米じゃないだろうし、芋いも系けいとかかな？

「そうでしょ？　ささ、シュウヤさん。わたしからも一いつ献こん」

「おっ、ありがと」

　チェリは酒さか壺つぼからお椀わんのコップに、なみなみと液体をついだ。流石さすが、この酒場の酌婦であるチェリは酒の注ぎ方が巧うまい。酒の効果か、おっぱいが大きく見えて、より、いい女に見えてくる。案外、ソバカス女もカワイイな。酒は効かないと思ったが、少しは気分が良くなるのかもなぁ。

「チェリぃ、わたしが、シュウヤにあげていたのだぞぉ」

　俺がエロい視線でおっぱいを見ていたのが気に食わないのか、キッシュは口を尖とがらせて拗すね始めた。

「あは、だってぇ、わたしの仕事だも～ん」

「むぅ……」

　キッシュはそう唸りながらも、ゴクゴクッと酒を飲んでる。

「ところで、シュウヤさん。ドラゴンに興味あるんですか？」

「ん、いや、興味というか。この辺の事情を聞いておこうかなと」

「この辺の事情ですかぁ？　今、いっぱい話をしたじゃないですかぁ」

「そりゃそうだけどさ。いい酒、いい女ときたら、いい話もいっぱい聞きたいじゃないか」

「あら、いい女だなんてぇ、口が上手いですね」

「シュウヤッ、それは、わたしもかぁ～」

　酒気を帯びた声が妙に色っぽい。よく見るとキッシュの顔が真っ赤だ……。

「キッシュ、そんな顔を近くに寄せるなよ。そんな近付けるとキスしちゃうぞ？」

「おぉ、していいぞ、ほらっ」

　キッシュは小さい唇を突つき出してくる。

「ええ、キッシュだけぇ？　わたしもー、ちゅううう」

　チェリも頬を紅く染めながら口を窄つぼめて顔を寄せてくる。

　彼女の髪かみから少し焦こげたような日ひ向なたの匂いが漂う。しかし、酔よってるとはいえ、美女二人からの接せつ吻ぷんタイムだ。周りには客が誰もいない。ゼロコンマ何秒の間におっぱい研究会のライバルであるキス愛好会が発動されていた。

　一気に、空気の音が漏もれる勢いでふたりの小さい唇を奪う。

　最初は強ごう引いんに……そして、徐じよ々じよに優しく唇を重ね合わせていく。口内に舌を入れて、歯は茎ぐきをなぞる。糸が引くようにイヤラシク互たがいの唾つばを絡みあわせていった。

　俺はキッシュとチェリの蜜みつを吸いあげるように……交互にディープキスを繰くり返かえす。

「――ぱっ」

「あんっ」

　二人とキスを終えると、キッシュとチェリは目を僅かに充じゆう血けつさせて俺を見る。

「……キスが上手いな」

「うん、シュウヤさん、えっちですね、うふ」

　キッシュとチェリは少し酔いが覚めたのか、そんな事を言いながらも、火ほ照てった顔で期待するように俺のテントが張ってる股間を見つめてくる。色欲が美しい女を変化させていくさまは、俺をどうしようもなく興奮させてゆく。

「店の奥おく隅すみに行くか？」

「いくぅ、酒場閉めちゃうね」

「いくぞぉ」

　互いに笑顔を交えながら素す早ばやく装備品と衣服を脱ぬいでいく。そして、暫しばし、閉められた酒場の奥にて……悩なやましい声が耳じ朶だを叩いた。黒猫ロロデイーヌが呆れるほどか分からないが、そんな声が響ひびいた数時間後。

「……二人ともいい感じだ」

「んっあぅ、もうぅ、声だけで感じちゃう」「あっん……わたしもだ……」

　あらわな腿が震えて、むあんと濃厚なメスの匂いを漂わせる二人。幸い、この惑星は夜が長い。かそかな生命の温もりを慕うように、優しく激しく攻めつつ緩急をつけると、二人の色っぽい激しいあえぎ声が横丁街に響いた。

　そして、キッシュは何かを期待するように翡翠輝石の瞳を向けてくると、微かな声でねだるような声を発した。言葉は聞き取れなかったが、その切望するような瞳の内奥から『ぞくぞくするほどの刺激が欲しい』という気持ちが伝わってくる。お望み通り、ほおづきの花袋の膨らみを強引に窄ませるように、荒々しく胸を揉みしだきながら、キッシュの細い腰を壊す勢いで突き動かした。

「ああぁぁっん、うぅ、シュウヤ、ど、どこまで……」

　絶頂に達したような動きを示すキッシュは、身体を横たわらせると虚ろな目で俺を見つめてくる。続いて、チェリの豊満な胸を重点に攻めると彼女もキッシュ同様に、身体を震わせつつ静かに横になった。うなじにべったりと張り付いた、茶色と琥珀色の髪が悩ましい。

　彼女たちをもっと喜ばせようと思ったが、あまり攻めると二人の身体が心配なので、深夜を過ぎた辺りで休憩しながら酒を飲み合い、悩ましい格好のままの彼女たちと世間話をする。

「ゾルという男を知らないか？　魔ま法ほう使つかい系けいの昔、事件を起こした野や郎ろうっぽい」

　チェリは知っているらしく、汗あせと体液にべとついている長ちよう髪はつを巨乳に付着させながら、そのおっぱいを揺らして何回も頷いていた。

「――知ってますよぉ。ゾル・ギュスターブ。有名な犯罪者ですね。ヘカトレイルの魔法ギルドのメンバーを全員虐ぎやく殺さつ。追つい跡せきした青せい鉄てつ騎き士し団だんのメンバーや冒険者たちをも皆殺しにしてから姿を消したとか。お陰かげで、今でもヘカトレイルでは魔法ギルドが無いままと聞きましたよ？　ゾルって人、噂では人間ではなく魔族じゃないかって噂が立つぐらい物もの凄すごい魔ま術じゆつ師しらしいですね。冒険者ギルドでもＡランクの討とう伐ばつ依い頼らいがずっと残ってるとか」

　ほぉ、さっき掲示板ボード見たけど、見み逃のがしていたかな……。

　それにＡランクの討伐依頼か。どうりで中々強かったわけだ。

「へぇ、他にもそういう犯罪者って居るの？」

「居ますよ。集団ですが、ヘカトレイルではないですけど、国に追われてるぐらいの存在が【影かげ翼よく旅りよ団だん】と呼ばれて、通つう称しよう、影かげ翼よくって普ふ通つうじゃない盗賊団が超ちよう有ゆう名めいですね。団員の人数は十人未満と少ないらしいんですけど、誰もが凶きよう悪あく、狂暴で凄すご腕うで集団らしいです。噂では最強の闇ギルド候補の一つではないか？　と言われています」

　なんつうか、国として……どうなんだ？　そんなのがのさばってる状態とは……あっ戦争中だったか。国として余よ裕ゆうがないのかな。

「……名前からして強そうだ」

　キッシュもＣカップはあるロケットおっぱいを揺らしながら酌婦たるチェリの情報に頷き、ぐいっと酒を飲みながら答えた。

「わたしもそいつらの名は聞いたことがある。バルドーク山の南西にある鉱山都市タンダールを中心にオセベリア王国の南の領土を暴れまわってるとか。武芸者が多いのかもな」

　居酒屋のエッチな談義はこうして盛り上がり途と中ちゆうで気分が良くなったのか、下ネタを交えた会話でも、はっちゃけたように笑い酒を飲んで話していく。

「ひっく、しゅ、しゅうや、酒もあそこも、つよすぎ……」

「俺はこういう体質なの。お前ら大だい丈じよう夫ぶか？」

「だいじゅうぐぅ、あはっはは」

　噛かみ噛みでろれつが……酌婦が酒に飲まれてどうするよ……。

「わた、ひも、飲めん～～、しゅうやのなら、のむぅ、ひっく」

　キッシュは酔っ払ぱらい、変なことを口にする。形のいいおっぱいを机の端はしに押おし付つけ、裸はだかのまま机に頭を乗せていた。そんな悩ましい姿を見ながら装備品を身に着けていく。

「そろそろ宿に……ロロ、戻るぞ」

「にゃ」

　黒猫ロロは男女の濃い匂いフエロモンを嗅かぎ取ったのか、髭ひげ鼻はなを若じやつ干かんふくらませている。フレーメン反応……か？　すまんなロロさん。

「体力のげんかい。ねむい。ここでねるぅ」

「キッシュ、寝ねちゃだめなにゃぅ」

　キッシュは眠ねむろうとしている。激しいエッチと酒により完全にダウンだ。

「んじゃ、俺は帰るぞ。チェリ、キッシュは任せた」

「まかされた～」

　チェリも危あやういが、ここは彼女に任せて俺は酒場を後にした。外はもう朝方に近い。







第十五章「初めてのパーティー」







　朝方の横丁には誰だれも人が通っていない。鶏にわとりの鳴き声が響くのみ。

　だが、ギルドに面した大通りに出ると、大規模な馬車の往来から始まり、旅人、荷車を引く商人、冒険者の一団が通っていく。この辺は朝も夜も関係ない流石さすがに大都市だ。

　んじゃ、安宿へ戻ろ。黒猫を肩かたに乗せて、足早に扉とびらがない部屋に戻った。

　さて、風ふ呂ろにでも入るかな。寝しん台だいの横にある桶おけへ生活魔ま法ほうのお湯を入れていく。

　名残なごり惜おしい匂いだが、洗うか。適当に身体を洗い終えて、湯に浸つかる。

　――ふぅ、一息つく。黒猫ロロも気持ちよさそうに風呂に浸かっていた。

　ギュザ草で洗ってやろう。ごしごしっと肉球も、揉もみ揉みっと。

「にャぁ、シャァ」

　黒猫ロロは怒るが、無む理り矢や理りに柔やわらかい体を洗ってあげて綺き麗れいにしてやった。

　逃にげるように桶から上がり、身体を犬のように震ふるわせて水分を飛ばす。そんな濡ぬれた黒猫ロロを皮布で拭ふいて解放すると、すぐに外へ逃げていく。

　あぁ、せっかく洗ったのに……まぁいいか。俺も皮布で身体の水気を拭いて普ふ段だん着ぎの安物革服を着た。そのまま寝台へダイブ。腕うで枕まくらをしながら煤すすけたような汚よごれが目立つ天てん井じようを見つめて、ぼうっと過ごす。今日はギルドで依い頼らいを探すか。

　転移陣じんで楽に移動できるし。

　あっ、転移陣といえば、受うけ付つけ嬢じようから時空系属性を持つ魔法使いクナさんの店を教えて貰もらったんだ。少し休憩してから行ってみるか。

　それと、ステータスっと。




　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：２２

　称しよう号ごう：神しん獣じゆうヲ従エシ者

　種族：光魔ルシヴァル

　戦せん闘とう職業：魔ま槍そう闇やみ士し：鎖くさり使つかい

　筋力１９．０→１９．１敏びん捷しよう１９．９体力１８．０魔ま力りよく２３．０器用１８．０→１８．１精神２３．４運１１．０

　状態：高こう揚よう




　スキルステータス。




　取得スキル：〈投とう擲てき〉：〈脳脊魔速〉：〈隠身ハイド〉：〈夜目〉：〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉：〈血鎖の饗きよう宴えん〉：〈刺突〉：〈瞑めい想そう〉：〈魔ま獣じゆう騎き乗じよう〉：〈生活魔法〉：〈導どう魔ま術じゆつ〉：〈魔闘術〉：〈導どう想そう魔ま手しゆ〉：〈仙せん魔ま術じゆつ〉：〈召しよう喚かん術〉：〈古代魔法〉：〈紋もん章しよう魔ま法ほう〉：〈闇穿〉：〈闇穿・魔ま壊かい槍そう〉




　恒こう久きゆうスキル：〈真祖の力〉：〈天てん賦ぷの魔才〉：〈光闇の奔ほん流りゆう〉：〈吸きゆう魂こん〉：〈不死能力〉：〈暗者適応〉：〈血魔力〉：〈眷けん族ぞくの宗そう主しゆ〉：〈超ちよう脳のう魔ま軽けい・感覚〉：〈魔闘術の心得〉：〈導魔術の心得〉：〈槍組手〉：〈鎖の念導〉：〈紋もん章しよう魔ま造ぞう〉




　エクストラスキル：〈翻ほん訳やく即そく是ぜ〉：〈光の授印〉：〈鎖の因子〉：〈脳のう魔ま脊せき髄ずい革かく命めい〉




　僅かに成長したかな。朝方に近いけど、適度に眠ねむ気けがくるまでぼんやりと過ごす。

　次し第だいに自然と眠りに入っていく。




　早朝、いつものように目覚めた。

　顔を洗い歯は磨みがきを済ませてから、パンパンっと、顔を叩たたき気合いを入れる。

　革服を着て装備を装着。鏡がないが手ぐしで適当に髪を整えてから、黒猫ロロを連れて宿を出た。クナの店の場所はだいたい頭に入ってはいるが、迷うかもしれないので早々に出発する。迷ったら迷ったで、この都市を見学だ。通りを過ぎて、幾いくつかの横丁を通ると広い敷しき地ちに出た。柵さくで囲われた場所、馬囲いか。

　敷地の中に大小様々なテントの幕が張られ面構えの悪い馬ばく喰ろうたちが馬、魔ま獣じゆう、等などの騎き乗じよう動物たちの販はん売ばいを行っていた。魔獣と言えば、ポポブムをギルドに預けたままだ。

　やることやったら、様子を見にいくか。馬囲いの柵は円形に沿って右上に続いていた。

　柵の側を歩いていると黒猫ロロが小さい柵上へ飛び乗り器用にひょこひょことロープを綱つな渡わたりするように柵上を歩いていく。

　黒猫ロロに気を付けろよ。と言おうとしたが、囲いの中に一ひと際きわ目立つ魔獣が売られているのが目に留まり言わなかった。もしや、あれはグリフォン？　茶色の嘴くちばしが大きくて立派。喉のど元もともふさふさしてそうな毛だ。頭毛から続いている白い色合いの毛と胴どう体たいから続く濃い茶色の羽う毛もうが胸辺りで混ざり柔らかそうな肉体を表していた。

　おっ、翼を広げた。可愛い仕草だ。翼の色が乳白色になっている。

　だんだら模様が美しい。首もとに密集した茶色の毛に厚みのある胸と筋肉質な下半身。

　まさにグリフォン。あんな柔らかそうな羽に埋うもれて、背中に乗りながら空を飛べたら……どんなに楽しいだろうか。おっと、こっちは二に本ほん脚あしの恐きよう竜りゆう型がただ。

　これはダチョウ型か？　日本産の某ぼうファンタジーゲームに登場しそうな魔獣だ。

　様々な騎乗魔獣が居るんだな。この分じゃドラゴンライダーも存在しているかも。

　柵の右手遠くに大きな屋や敷しきが幾つか見えた。

　屋敷の手前には看板も見える「プレセンテ魔獣商会」と書かれてあった。

　この魔獣たちを管理している商会か……。

　さて、クナの店はこっちだ。柵上を歩く黒猫ロロを撫なでてあげてから優しく首根っこを掴つかみ、肩へ移す。魔獣たちの囲いの柵から離はなれて、左手の方へ向かった。

　この辺りがクナの店な筈……お、あった看板。クナの魔道具店。横に茨いばら鞭むちのような棘とげの尻尾？　のようなマークが彫ほられた木造看板があった。そして、魔道具店を守る番兵のように革かわ鎧よろいを身に付いている筋肉質な大おお柄がらの男とひょろい小こ柄がら男おとこが店の両サイドに立って厳しい目を周りへ向けている。早朝の時間帯だったけれど、店は開いているようだ。

　店の中からは魔素の反応がある。普通の人より、ずいぶんと魔素が大きい。

〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉でも匂いを嗅ぎ取れた……女性だと思うが、少し違うな……どういう訳か。判断出来ないが、今気にしてもしょうがない。手前まで進み、その姿を拝もうと中を覗のぞく。店の両サイドにいる凹でこ凸ぼこコンビの男たちが、そんな俺を睨にらみ凄すごんできたけど、その視線を無視して店の中を見ると、綺麗なピュアブロンドの髪を持つ女性の背中が見えた。背に繋つながる胸ベルトの金具に引ひっ掛かかるように収められている大きい杖つえの柄えが目立っていた。その女性は机の上にある羊皮紙へ羽根ペンで文字を書く作業を行っていた。

　魔察眼で改めて確かく認にん。

「……」

　この女、やはり魔素が大きい。魔素がローブの内から滲にじむように発散されている。

　俺が店前で警けい戒かいするように女性の背中を見つめていると、その女性が近寄ってきた。

「……いらっしゃいませ」

「えっと、貴女あなたが時空属性持ちの魔法使いクナさんですか？」

「そうです」

　抑よく揚ようのない声。この女性がクナさんか。可愛いし美人だ。

　店内なのに金色の長髪は黄金の絹のように輝かがやく。不思議で綺麗。

　その綺麗な金きん髪ぱつが耳みみ裏うらを通り、こぶりな耳が可愛らしく強調されていた。

　そして、細筆で繊せん細さいに書かれたような薄うすい金眉。切れ長の目の中にある瞳ひとみは黄色く鼻筋はすっと伸のびていて可愛らしい。こぶりの唇は赤グロスの口紅がキラリと光る。

　唇の右下にほくろがあり、どこか小こ悪あく魔ま的てきな印象を抱かせる。

「……どうも、俺は冒険者です」

「にゃ」

　猫声に反応したクナさんは笑え顔がおを向けた。

「あら、かわいい猫ちゃんを連れる冒険者なんて珍しい。でも、そんなとこで見てないで、お店に入ったら？」

「あっ、はい」

　その時、クナさんは店の両側にいる男たちへ鋭するどい視線を送る。視線を受けた店のガードマンと思われる二人組の男は黙だまって『了りよう解かいしました』といった感じに頭を下げていた。

　凹凸コンビは何事もなかったように、それぞれに顔を違う方向へ向ける。

　何かアイコンタクトをしたのかな？　クナさんの態度を訝しみながら店の中へ入る。

「それで、わたしに何か用なの？」

「えぇ、どのような魔法具が売っているのかなっと」

　すると、クナさんの目が光った？

　黄色い目をよく見ると、瞳の形が違う？　気のせいか……。

「色々な物があるわよ。普通の店に売られている回復ヒールポーションより回復効果の高い回復丸薬とか。高級で高いけど魔ま煙草タバコに負けないぐらいの魔力増ぞう幅ふく薬やくもあるし、純度の高い魔力回復薬リリウムポーションも在庫がある。知能の低い魔ま物ものの動きを鈍らせる幻げん影えい香こうにスクロールの魔法印紙とか。他にもダンジョン攻略に役に立つのもあるわ」

　クナさんは売れているアイテム名を強調して説明してくれた。

　魔法関係の雑貨屋のような雰囲気。

「……色々あるんですね」

「勿もち論ろんよ。わたしはこれでも冒険者の一人よ。色々と深いコネクションを持っているから品揃えは自信があるわ。実はもっとコレクションがあるの。だけど、高級すぎて店頭に出してないのもあるから」

「なるほど、今ある品物を見させてもらいます」

「えぇ、どうぞ」

　妖艶な笑顔がいい。こりゃモテそうな女性だ。笑顔に吸い込まれそうになるが、売り物の魔道具を見ていく。その中に帰りの石玉という名のアイテムを発見。

　何でも魔ま迷めい宮きゆうサビード・ケンツィル限定で、石玉へ魔力を込めれば一瞬で、魔迷宮の入り口へ戻もどって来られるって不思議なアイテムだった。時空属性なしでも使えるらしい。







[image: ]







　大銅貨五枚で値段も機能のわりに格安ときたもんだ。他にも迷宮都市ペルネーテ産のロレント鉱を使った岩石作りの魔ま法ほう瓶びんが売られていた。

　ロレント鉱は迷宮都市ペルネーテでしか採れない鉱石らしく値段も、瓶びん一つで金貨二枚と高かった。だが、保温が利くらしい。まさに魔法瓶。二つ買う。

　皮水筒から魔法瓶にチェンジ。迷宮へ挑いどむ時に魔法瓶に血を保存しておけば楽になる。それと、この不思議な帰りの石玉も二つ買っておこう。

「あの、これとこれをください」

「はい」

　金を払い品物を受けとる。その際にクナさんの冷たい手が俺の手に触れた。

「なっ……」

　クナさんは俺の手に触れると驚おどろいたのか、そんな、あからさまな反応を示す。その後も、じっと俺の手を見つめては……動きを止めている。

「ん？　どうかしましたか？」

　手に触れ、そんな反応をするとは……。

「あっ、い、いえ、いきなりですが、貴方あなたのお名前を聞かせてもらえないでしょうか」

　どうしたんだろ？　ま、名乗っておくか。

「……俺おれは、シュウヤ・カガリです」

「そうですか。シュウヤさん、帰りの石玉を買ったという事は魔迷宮に挑むのですね？」

「はい。挑んでみようかなとは考えてます」

　その刹せつ那な、クナさんは寒気を催もよおすほどの妖艶な微笑ほほえみを浮うかべて、頬ほおに笑え窪くぼを作った。

　その……なんとも言えない美しさに一瞬吸い込まれそうになる。

「でしたら、ご一緒に魔迷宮へ挑まない？」

　クナさんの赤い唇くちびるが動き、呪文のような甘い言葉が耳に響く。

　自然とそのアヒル唇を追いかけていた。

「いいですけど、クナさんお店、大丈夫なんですか？」

「わたしは大丈夫。客が来ても表に立っていた二人が対処するわ。それに、わたし、さっきも少し言ったけど、これでも冒険者Ｂランクの端くれだったりするの。今日も昼から魔迷宮へ行くつもりだったし」

　Ｂランクか……クナさんは次第にさっきの妖艶な雰囲気が和らぎ、小悪魔的な感じに戻っている。第六感が疼うずく。このクナという人に何かあると改めて、掌しよう握あく察さつと魔察眼で彼かの女じよの姿を確認。

　魔闘術を纏まとう訳じゃないのに、藍色のローブから漏れ出る魔素量が凄い。

　この滲み出る魔素量……只者じゃなさそうだ。

「……分かりました。俺は基本ソロ、いや、相棒の黒猫ロロが一緒でいいですか？」

「いいわ。ロロちゃんよろしくね」

「にゃぁ」

　黒猫ロロは『よろしくニャ』風に鳴くと、片足をあげて、ぽんっと俺の肩を叩いた。

「ふふっ、返事をしてくれたの？　かっわいィィ！」

　クナさんは嬉しそうに、はしゃぐ。俺もテンションが上がってきた。

　冒険者のパーティ。これが俺にとって初のＰＴだ。念ねんの為、聞いておこう。

「それはそうと、俺、魔迷宮は初めてだったりするのですが、大丈夫ですか？」

　クナさんは大きく頷く。

「大丈夫。ソロで慣れっこだから、わたしが魔迷宮を直じき々じきに案内してあげるわ」

　クナさんは背から大杖を取り出し胸前に運ぶと、その大杖を目の前へ突き出だし構える。

「わたしの戦闘職業は魔法系職の上位職〝闇尾の魔術師〟だから、安心して任せなさい」

　上位職ね。任せなさいか。この自信ある態度から、前衛も可能という事かな。

　疑問だが、ま、自信があるならいいか。

「……分かりました。それで、いつ頃ごろに魔迷宮へ向かいます？」

「わたしはいつでも大丈夫。何だったら、今すぐ行きましょう」

　元気がいい言葉。ウィンクまでしているし。クナさんは、にこやかな表情を見せると出発準備なのか、店奥にあった頑丈そうな扉の鍵を閉めている。

　閉め終わると、振ふり返り、なにごともなく、笑顔を見せて歩きながら店を出た。

　そのクナさんの後ろ姿を見ながらついていく。クナさんは店を出たところで、藍色のローブ系マントから細白い綺麗な手を伸ばし、大杖を器用に回転させながら上空へ翳かざした。

　腕うでを上げているので、ローブの裂け目から括くびれのラインを覗かせた。

　藍色のローブも胸元から裂けるように左右に分かれているので、豊かな胸から腰こしの細い括れが見みえ隠かくれしていた。スタイルがいいねぇ。ローブの下はノースリーブ系のシャツ。

　下はミニなタイトスカート。太ふと股ももまで及ぶ黒いサイハイソックスがセクシーだ。それに、黄色いブーツが似合っていた。俺の視線に気付いたのか、クナさんはまたウィンクしてくる始末。これ、普通の男ならころっと落ちて、ほいほい専門の店へ付いていきそうな感じだ。

「ふふ、シュウヤ君たら、視線がイヤラシイ、ぞ」

「あぁ、つい、ごめんなさい……その太股が、ムチムチしてそうなんで」

「ふふっ、ストレートねェ、シュウヤ君面白おもしろい！　でも男らしいわ、そういうの好きよ」

　片目を瞑つむり、ぼりぼりっと頭を掻かきながら誤ご魔ま化かすように質問した。

「はは、では、ギルドに向かいましょうか？」

「……えぇ、そうね」

　俺の言葉に軽い反応だ。彼女の切れ長の目は自分の店へ注がれていた。

　店に何かあるのか？　それとも、店を守ってる番人男たちを見ているのかな？

　そう疑問に思いながらも違うことを言葉にしていた。

「……クナさん。他のパーティメンバーはどうするんです？」

「えっ、うん。平気、平気。いらない。後、さん付けは止よして。気軽に話して結構よ」

「……了解。クナ。俺もシュウヤとかカガリで。君は外してくれ」

　俺の言葉にクナは笑窪可愛かわいく笑顔を見せる。

「ふふっ、わかったわ。シュウヤ」

「おう」

　こうして、美人魔術師クナとデート気分でギルドへ向かう。ギルドで依頼を選ぼうと、クナと一緒に掲示板ボード前に移動して依頼を選び、色々な依頼を選せん択たくしていく。クナは魔迷宮に詳しいらしい。俺がＤランクの冒険者だというと、どの依頼がいいか、検討して選んでくれた。優やさしいじゃないか、ヤヴァイ、惚れちゃうぞ。

　そして、選んでくれたのはこんな依頼だった。

　依い頼らい主ぬし：プレセンテ魔獣商会

　依頼内容：Ｃランク討とう伐ばつ〝ホグツ〟

　討伐対象：ホグツ、五匹ひき

　応おう募ぼ期間：無期限

　生息地域：魔迷宮地下一階～

　報ほう酬しゆう：金貨一枚

　討とう伐ばつ証しよう拠こ：赤毛の尻尾しつぽ

　注意事じ項こう：金属鎧よろいを装着した爪つめ型がた武器を扱あつかう。ある程度知能を持つ。

　備考：魔迷宮では一般兵士のような存在。一階から二階に多数存在を確認。魔石を心臓の位置に持つ場合がある。

　しかし、依頼を選ぶよりもクナに対する視線が凄かった。

　周りの冒険者たちの一部が、ざわざわ……と騒いでいたのだ。クナは金色の髪、顔も可愛くスタイル抜群なので人気があるんだろう。

　ここギルドのアイドル的存在なのかなと勝手に推察。

　美人は言わねど隠れなし。とも言うからな。でも、なんか違うようだ。

　野郎共から来る……俺への視線が厳しい。嫉妬が度を過ぎて、殺気を帯びたモノだ。

　掌握察や〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉では判別できない野郎共の殺気と嫉妬が入り混じった視線と思われるモノは怖かった。

「シュウヤ、次これなんてどう？」

　クナは他の視線など何処どこ吹ふく風かぜ。気にせずに次の依頼を探してくれていた。

　朝顔の茎を彷ほう彿ふつとさせる細い指で依頼紙に書かれてあった文字を指す。

　依頼主：プレセンテ魔獣商会

　依頼内容：Ｂランク〝ゴドー〟

　討伐対象：ゴドー、一匹

　応募期間：無期限

　生息地域：魔迷宮地下四階以降～

　報酬：金貨五枚

　討伐証拠：長方形の頭、背にある魔ま法ほう陣じんの刺青いれずみ。

　注意事項：知能は低いが剛力を持つので要注意な存在。四本の手には各々違う武器を持ち攻こう撃げきしてくるので冒ぼう険けん者しやを苦しめるだろう。

　備考：長方形の分裂した頭ず蓋がいを持ち、その頭と頭の間にある胸上に歪いびつな口が存在する。胴体は大きく、四本の腕を持つ。

　報酬は一匹で金貨五枚。

「これ、Ｂだが……」

「わたしがいるから平気よ」

「了解」

　と、そっけなく了りよう承しようし、周りを窺うかがった。

「周りの視線なんて気にしちゃだめ。今は二人だけのパーティなのよ」

　俺の様子を見ていたクナは顔前に立てた指をノンノンと細かく左右に動かす。

　少し怒った顔を見せつけてくる。その顔も可愛く小悪魔的だった。

「……済まない。こう注目されるのは慣れないんでね」

「気にしないことだわ――」

　クナはそんな台詞せりふを話しながら、優しい目から一転。厳しく冷たい視線をざわつく彼かれらへ送っている。すると、周りは静かになった。おぉ、クールビューティを感じさせるっ。

「依頼はこの二つ。――受付に行きましょう」

　そう言って、彼女は振り向くと、何事も無かったようにふるまう。可愛らしい表情だ。

　あの男たちは彼女のこういった二面性に惹かれるのかな？　移り変わる表情のギャップがなんともいえない。そんなことを考えながらクナの後ろ姿お尻を追う。

　受付の係の人は受付嬢ではなく、おっさんだった。そのおっさんに依頼の木札とギルドカードを提出。そのおっさんはクナと知り合いらしく、親しげに語り応対していた。

「いつものパーティ名でよろしく」

　クナは受付おやじに目配せしながら言っている。

「わかりました。では【棘の毒針】で登録します。水すい晶しよう玉だまにお手を」

　クナさんは手を水晶玉につけた。おっさんは俺に振り向く。

「君も水晶玉の上に手を乗せてくれ」

「了解」

　言う通りに手を乗せると、水晶玉は光って反応した。

「手を離していいぞ」

　と言われ手を離す。クナも同様に水晶玉の手を離していた。

「これで、依頼と共にパーティ受付完かん了りようだ。お互いに気を付けてな？」

　依頼の受け付けはこうして完了。俺はギルドカードを返して貰い、カードを確認。




　名前：シュウヤ・カガリ

　年齢：２２

　称号：なし

　種族：人族

　職業：冒険者Ｄランク

　所属：なし

　戦闘職業：槍武奏：鎖使い

　達成依頼数：五




「シュウヤ、いくわよ」

「あぁ、今いく」

　初めてのパーティだけど、カードは何にも記載がない。

　ゲームのように味方のＨＰバーが見える訳でもない。これ意味あるんだろうか……。

「少し疑問なんだが、パーティを組むのは何か意味があるの？」

「変なこと聞くのね。勿論、意味はあるわよ。依頼を受ける時に誰と誰がパーティを組んだのか、ギルドの魔ま水すい晶しように記録されるからね。パーティボックスも使えるし、それから、パーティから発展してクランへ誘う為の前段階とか。早い話、〝信頼してます〟ってお互いに意思を確認するって意味合いなんかもあるわ。あと、モンスターのランクに＋が表記されてる依頼があるでしょ？」

　ふむ。確かに今まで見てきた依頼の中に幾つかあったな。細分化されている。

「あった」

「それはパーティ奨励の意味もあるのよ。だから冒険者同士が組むのは当たり前。依頼によってはパーティを組むことを前提に求められるのもあるし、他にも魔法使いがパーティメンバーだけに特別な支援魔法を与あたえたり、パーティメンバーだけを優先して魔法を掛けられたりできるわね」

「へぇ、そんな効果があったのか。それとは別で、今さっき、パーティ名を決めていたが、あれは？」

　俺の問いに、眉まゆをピクリと動かす、クナ。

「あぁ、ごめんなさいね。気になったかしら、あれは、わたしがパートナーを組む場合につけるパーティの名前なんだけど。嫌いやだったのかしらァ？」

「いや、別に嫌じゃないけど」

　クナは少し、頬がまだらに赤らんで不ふ機き嫌げんそうに答えていた。

「そ、なら別に気にしないことね。それと、依頼によってはパーティを組まない場合もあるわ。特に、護衛依頼、緊急依頼、未み探たん索さく地域開拓、とか。クランで一緒に依頼を受けたのなら、話は別だけど」

「ありがと、知らなかった」

「うん。さ、もういいでしょ。こっちこっち」

　クナは説明に辟へき易えきした顔を見せると、急ぎ足で歩いていく。

　ギルド内に設置されている魔迷宮サビード・ケンツィル行きのゲート前で止まる。

【ペル・ヘカ・ライン迷宮大だい回かい廊ろう】の転移陣と【ヴァライダス蠱宮】の転移陣も隣となりに設置されており、冒険者たちが次々と魔法陣に入っては消えたり現れたりしていた。

　この間と同じように迷宮の説明入り木札を取り読んでいく。
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　魔迷宮サビード・ケンツィル。

　この迷宮は魔族が作ったと言われている。

　迷宮は地下深くまであり、魔族系に死し霊りよう系けいモンスターが発生。

　迷宮の主は名前通りサビード・ケンツィル。

　その強さは推定ランクＡ＋～Ｓ＋＋とされ、知能が高く、戦闘能力も高い。

　このモンスターに出会い戦った冒険者の大半は敗れ帰らぬ者となるだろう。
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「――シュウヤ、そんなの読んだってしょうがないわよ。先行くからね」

　クナはつまらなそうな白けた表情を浮かべて、さっさと魔法陣へ入り消えてしまった。

「そんな急がなくてもいいのに、それじゃ、俺たちも行くか」

「にゃっ」

　黒猫ロロを肩に乗せた状態でクナの後を追うように魔迷宮サビード・ケンツィルの転移陣の上へ足を踏ふみ入いれた。







第十六章「魔迷宮サビード・ケンツィル」







　転送直後、また耳がぶあっとなった。気圧の変化で耳が詰つまる感覚。

　だが、そんなことより、周りの光景に少し圧倒された。冒険者たちの数が多い。

　堅けん牢ろうそうな重い甲かつ冑ちゆうを着込む人族。刀系の大おお太刀だちを背中に装着している黒くろ革かわ鎧よろいを着込む虎とら獣じゆう人じん。それら屈強そうな冒険者が、広場で待ち合わせをしていたのか、転送陣から現れた冒険者を出で迎むかえたり、グループごとに作戦を練っていたり、喧けん嘩かの殴り合いをやっていたり、笑い合っていたり、エトセトラ。

　喧けん騒そうが激しい……凄いなぁ。あそこには商人たちの露ろ店てんもあるし。

　わぉ、食い処もある……ざわざわと行き交う冒険者たちの頭上に魔法の光球が浮いて、松明たいまつやランタンも混ざり非常に明るい空間となっていた。

　迷宮という感じがしない。何処か地上の大きい市場を見ている感覚だった。

　黒猫ロロは屋台から漂ってくる食い物の匂においに反応。小鼻をくんくんと動かしては片足を伸ばし、冒険者たちが身に付けている防具が擦れる音に反応して、周囲を窺うようにきょろきょろとしていた。ここは、迷宮に向かう前の休きゆう憩けいや集合地帯だな。

　そして、遠くの壁かべ際ぎわに神を象かたどった大きい彫ちよう像ぞうが幾つも存在していた。

　確かに、あの彫像姿を眺ながめていると、迷宮の中へ進む勇ましい冒険者たちの事を見守ってくれるような気もしてきた。今も、多数の人々が彫像へお祈いのりを捧げている。

　ヴァライダス蠱宮でも同じような光景が見られたな。

　初心者のように周囲を見ていると、クナが近寄ってきた。

「……シュウヤ、先導させてね。それと……」

　そういうと、まるで、恋人が頬へキスをするように、俺の耳元に顔を寄せてきた。

　いい匂い。特とく殊しゆな香水？　そのまま俺の耳元で囁ささやいてくる。

「〝色々〟と、この魔迷宮のことは知っているの……任せて？」

　色だけに色っぽい、洒落しやれじゃなく、女を感じさせる。

「……分かった」

　俺は素そっ気けなく答えたが、笑顔を見せる可愛いクナの表情を見つめては、その内情を探ろうと試みた。自信がある言葉だし、やっぱり、Ｂランク冒険者だから色々とこの迷宮に詳しいのだろう……それにしても、本当にいい顔に笑窪だ。口下にあるホクロも悩なやましい。

　その心情を探ろうとしても、顔が可愛いから、つい違ちがうことを想像しちゃう。

　俺も男だから、しょうがないんだけど。クナは俺の視線に応こたえず。

　左手の指輪を前へ翳す。その指輪はシルバー製。三角形が並ぶ平面ピラミッドの形をしていた。そのピラミッドの真ん中からにゅるっと音がしそうなシャボン玉のような光球が生れ出る。不思議。黒猫ロロはすぐに反応。突とつ然ぜんに現れた光球へ紅あかい瞳を向けた。

　瞳どう孔こうが散大して、光球の明かりを不思議そうに見つめだす。宙を漂う光球の動きが気になるのか、肩から降おりて追い掛け始めてしまった。

　クナは明るい光球を自由自在に動かして黒猫ロロと遊んでいく。

　彼女は光球を作り出したシルバー製のピラミッド指輪の他にも、きらびやかな指輪を何種類も嵌はめている。手首にもじゃらじゃらと音がしそうなぐらいに腕輪やチェーンを装備していた。その指輪と腕輪はどれもが魔力を宿している。

　一いつ瞬しゆん、ゾルが持っていた指輪群を思い出した。

「……ふふ、これ気になる？　ライトボールって念じると、光球が出現する魔道具の指輪。無属性魔法のライトボールを唱えてもよいんだけど、これだと、すぐ使えるからね」

「便利だな。その指輪」

「そうね。それじゃ行きましょ。こっちよ」

　クナは満足気に頷うなずくと、俺を誘いざなうように移動を開始する。他の冒険者たちが進む列に加わり、洞窟通路の中へ歩き出した。しかし、その通路途と中ちゆうで急に左折。

　左折したと思ったら、右折し、狭せまい岩場道へ進み始めていた。

　どういうことだ？　蛇へびのような狭い道、ここをいくのか？

　他の冒険者たちが向かっている方向と違う。誰もいない狭い岩と岩の間を進んでいる……その狭い道は暗くら闇やみで視界が悪い。

　クナは光球を先行させ狭い道を明るく照らしていた。仕方がないが、ついていく。

　彼女はそんな疑問に満ちた視線を浮かべている俺をよそに、淡々と岩と岩に出来た狭い蛇道を歩いていった。嘆息しながらクナの後を追う。

　岩は冷たく、横歩きをしなければ通れないところもある。その狭いところを左や右へ行ったりきたり。迷路のような洞窟を進んでいると、背後に何人か感じられた冒険者であろう気配もなくなり、今、この通路を進むのは俺とクナだけになっていた。

　狭き岩通路を抜ぬけると、蝙蝠こうもりが住み着いていそうな広い洞ほら穴あな空間へ出る。地面は岩が散乱、窪くぼんだ地形にひび割れた亀き裂れつが目立つ。それにしても広い空間だ。クナは迷わず、右へ歩いて暫しばらくしてから、振り向いてきた。

「この通路奥おくの左へ曲がった場所に迷宮が用意した転移陣があるから向かうわよ」

「……迷宮が？」

「えぇ、穴場、狩かりやすい場所へ行けるの。これを知っている冒険者の数は少ないのよ？」

　穴場か。なるほど。高ランク冒険者とは、皆こうなのか？

　まぁ、狩りやすいのなら行ってみたい……だが、怪しすぎる。

　初心者冒険者を嵌める為ための罠わな？　一応、用心しとくか。

　しかし、罠だとしても暫くは様子を見る予定だ。最初は魔迷宮の中を、見学したいからな。そして、何よりクナは美人だし、信じたい。

「クナ？」

「うん？」

　クナは色白の頬に笑窪が目立つ笑顔で見つめてくる。瞳の表面が黄色く光った。

　――不思議な瞳。

「いや、何でもない」

「変なの～、こっちよ」

　クナに案内されて進んだ先には、さっき話していた通り確かに魔法陣、転移陣が床ゆかに彫られて存在していた。迷宮が用意した転移陣……。

「この先からは、モンスターが〝うようよ〟いる空間に出るから用心してね」

　俺の出番だな。

「なら、俺が先に入って守ろうか？」

「いえ、わたしが先にいくわ」

　男として言った言葉を……あっさりと否定。クナは微笑。『必要ないわ』って感じだ。

　見栄ぐらい張らせてくれてもいいのに。クナはそのまま杖を構えて、先に魔法陣へ入り消えていく。さて、俺もいくか。ロロ――視線を黒猫へ移す。

「魔法陣から出た直後、周囲に気を付けろよ」

「にゃ～」

　黒猫ロロの『わかったにゃ』的な声を聞く。そのまま、転移魔法陣の中へ足を踏み入れた。転移された直後。ギルドから転移した時と同じく、耳に空気が詰まる感覚を味わいながら、足元を確認。これ、踏み入れた転移陣と少し形が違う？

　どす黒い不気味な色を発している六ろく芒ぼう星せいの魔法陣。そして、火が灯っている巨きよ大だい蝋ろう燭そくが六角の頂点位置に正確に並べられていた。

　転移というより、儀ぎ式しきに使うような魔法陣だ。魔法陣の外がい縁えん部ぶには蝋燭の他にも、黒色の薄うつすらと透すけている膜まくが存在した。膜は魔法陣の外縁部を囲い天てん井じよう高くまで伸びている。この膜、もしや、牢獄？ 閉じ込められちゃったか。

　そんな感想を抱いだいてると、奥からクナの声が聞こえてきた。

「……サビード様。いい標本を連れて参りましたわ」

「……」

　クナだ。あまり段差のない石階段の上にいる。彼女は片かた膝ひざを床に突けて、玉座へ向けて頭を下げていた。自然と座すわっている生物へ視線が向かう。うへ、大きい人型だが……ゴツイ宇宙生物、まさにボスキャラに見える。魔察眼で確認。凄い、その玉座に座る生物からは魔素が物もの凄すごい勢いで噴ふん出しゆつしていた。クナなんてコイツに比べれば小粒すぎる。

　ごつごつした赤黒い皮ひ膚ふに、六つの眼めを持つ人型生物。

　両頬から両りよう肩かたにかけて筋肉と骨格が盛り上がったカタパルトのような出っ張りがあり、その出っ張りの真ん中から切きり裂さくように斜ななめに黒線が幾つも伸びていて……それがエラ呼吸をするように、黒線が広がったり閉じたりしている。

　ゴツイ紫むらさき甲冑だな。クナの上司、ここのボスか。予想とは違う形だが……裏切り。

「クナ？　どういうことだ？」

　俺はありきたりの弱声を発しながら、魔法陣の外へ出ようとした。

　だが、黒い薄うす壁かべに阻はばまれて、外に出られない。「にゃ！」と、黒猫ロロも外へ出ようと、勢いよく跳ちよう躍やくするが、壁にぶつかり外に出られない。

　クナは立ち上がり、冷たい視線を俺たちへ向けてきた。

　いつの間にかクナはローブを脱ぬいでいた。でも、クナから買った帰りの石玉があるから、これを使用したら帰れるんじゃ？

「残念だけど、そこでは帰りの石玉は使えないわよ？」

　俺の思考を読んだように話してきた。やっぱこの石使えないか。

　そう都合よくはいかないよな。

「……しかし、アンタ。馬ば鹿かねぇ、わたし目当てにホイホイついてきちゃって、これから、サビード様の役に立つように頑張るのよ？　いい標本や素晴らしい実験台としてね」

　……まぁ、騙されたふりしとくか。

「標本だと！　ふざけるな」

「そんな強がっても無む駄だよぉ？　そこはわたしの紋もん章しよう魔ま法ほう、黒の牢獄ブラツクプリズンの中。さっきも言った通り、その牢獄の中で帰りの石玉は使えない。わたしが解除しない限りアンタはそこから永遠に出られないって訳。ぷっ、大人しく指示に従ってねぇん」

　可愛い顔してるが、ムカつく。だが、らちが明かないし大人しく従っておく。

　でも、この床に刻まれてある魔法陣、名前的に闇やみ魔ま法ほうだ。俺は闇属性持ち。だから、触ふれて魔ま力りよくを込めたりしたら干かん渉しようが可能かもしれない。けど、ここで暴れるのは止やめとこ。

　変に暴れて出られなかったりしたら、本当に閉じ込められちゃうし。

「……指示に従えばいいんだな？」

「あら？　素直ねぇ……泣いて悔しがってくれていいのよ？」

　そこで、玉座に座る厳いかつい両肩を持つ生物が初めて口を動かす。

「クナよ。こ奴やつは〝ただの人族〟にしか見えないが……」

　魔族のボスらしい。重低音の声。

　その渋しぶい野太い声質からクナとは全く相あい容いれない威厳さ、貫かん禄ろくが感じられた。

「サビード様。確かに見た目は普ふ通つうの人族ですが、わたしが奴に触れたところ体内に内包された魔素量は膨ぼう大だいなものを感じ取りました。不思議と魔素が外に漏れ出ていないので、初見ではわたしも気付きませんでしたが。それに、どういう訳か知りませんが、この連れてきた人族……以前、サビード様が魔ま術じゆつ師しゾル・ギュスターブにお与えになった古魔具の一つ。あの指輪を装備しております」

　玉座の男はクナの言葉を聞くと、

「ほぅ、あの魔術師か。中古の魔具程度で喜ぶ馬鹿だったが、それを持っているという事は……殺やられたのか。ん？　あぁ、そういう事か。骨ほね翼よくのミゼが戻ってこない訳だ……」

　サビードは玉座にある大きい肘掛けに寄り添いながら、そう話すと、おもむろに玉座から立ち上がった。大おお柄がらで、重そうな甲冑皮膚なのに軽かろやかに歩く。両肩が異常に盛り上がってるので、アメフト選手の身体を数倍に膨ふくらましたような不思議な圧力が感じられた。

　全身、黒くろ紫むらさきの強化外骨格の肉にく甲こう羅らの鎧に包まれ、それが足首まで伸びている。

　硬かたそうな鎧だ。肩から背に掛かけられている紫色に縁ふち取どられた黒光りするマントが靡く。

　軽快な歩調で歩くサビードはクナの前で止まった。

「観察眼に優すぐれたお前が初見で気付かない相手。ミゼを殺った人族か。当然かも知れぬが……」

　サビードはこっちを見て話している。

「そやつが膨大な魔素量を持つとなると、迷宮ここのいい糧かてに成りそうだ。リヴォグラフ様もさぞやお喜び下さるだろう」

　クナはサビードの物言いに若じやつ干かん、頭を下げ、黙ったまま頬を朱しゆ色いろに染めた。

　すると、クナの姿、形が、段々と変わっていく。うはぁぁぁ、変身している。

　衣服が細切れて破れ、可愛かった口が横上へ伸び、額も上に広がり、皮膚も紫を帯びた肌色に変色。鱗うろこ鎧よろいのような裂けた皮膚へ変貌を遂とげた。

　遂げてしまった……尻からは先せん端たんが〝尖とがっている尻尾〟が伸びている。

　靴は何故なぜか紅いヒール系。最終的に刺とげ々とげしい格好に。

　やはり、クナは魔族だったのか。小こ悪あく魔ま系けいの美女だったけど、大悪魔のヘビメタ調の凶きよう悪あくな魔女に変貌しちゃっている、残念。笑え窪くぼは七難隠すというが……クナの変わり果てた姿を凝ぎよう視ししていると、俺の視線に気付いたらしく裂けた口を広げ微笑を浮かべながら俺を見つめ返してきた。

「そうよ。わたしは人族じゃない。魔族クシャナーン」

　魔族クシャナーン。魔族にも色々いるようだ。ゾルの日記の記述通り人族の中に紛れ込んでいたのはこいつか。その時、サビードが口を開く。

「クナ、今日は、あの男だけで終わりか？」

「はい」

「そうか。魔力が多いとはいえ、お前にしては意外だ。それでは、わたしは仕事に戻る」

「――ははっ」

「それからクナよ。あの男は骨翼のミゼを、魔族を殺った男だ。警けい戒かいを怠るな。念の為、吸きゆう霊れいの牢獄にでも入れておけ」

「はっ、わかりました」

　大柄のサビードは六つ眼めの内にある二つ眼をギョロりと動かし、俺を睨にらみ付つけてから踵きびすを返して玉座の後ろへ消えていった。そこにクナがコツコツと靴くつ底ぞこのヒール音を立て、鱗うろこ尻じりのヒップを揺ゆらし石段を下りて近寄ってくる。うはぁ、可愛かった顔が……。

　妖怪口裂け女が逆に可愛く感じるぐらいに変貌しちゃっている……。

「サビード様に言われた通り、案内するわ。ふふっ、シュウヤ君ったら、一生懸命にわたしを見つめちゃってぇ、もしかして、惚れちゃった？」

　それはないから。人族の時ならいざ知らず、こんな変貌しちゃね。

「でも、無理ないと思うわ……わたしのこの目、特別だもの。ふふ。この〈星惑の魔ま眼がん〉に掛かってしまったのね」

　なんか勘違いしてるが……魔眼ですか？　俺に効いてないと思うけど……少し前にクナの目の虹こう彩さいが変わったように見えたのは魔眼の効力か。魔眼によって黄色く瞳ひとみが光って見えたって訳ね。どうせなら、魅了された〝ふり〟をしておこう。

「……そうなんだ。だから地上に返してくれない？」

「あはは、ざぁんねぇぇんっ、無理よぉん。さ、その背中の荷物を下に置いて武器も置いてね。帰りの石玉は返して貰もらうわよっと……それと、両手を背中で組んで、向こう側へ体を向けてちょうだい。その黒猫も両脚を拘束するからね」

　クナは楽しそうに笑みを浮かべて話すと、紋章魔法を発動していた。

　指先に魔力が溜まり、紋章魔法が描えがかれていく。

　なるほどな。間近で見ると……勉強になる。あんな記号もあるのか……。

「ほら、こっち向いてないで、反対向いてよ」

　大人しくクナの指示に従う。両手を後ろに回し背を向けてやった。すると、両手首にがっちりと何かが嵌められる。黒猫ロロも拘束され床に落ちてしまい脚あしに小さい闇色の拘束バンドが嵌まってしまう。闇系の魔ま法ほうだな。強ごう引いんに破れそうだが……。

「これで――よし。そのまま右の通路を下りて」

　クナは床の魔法陣のものらしき魔法を解除。薄黒く伸のびていた光の壁がすぅっと消える。

「あ、その腰の剣けんも邪じや魔まね――」

　クナは俺の腰に差してあった師し匠しようから頂いたククリ剣を引ひき抜くとそのまま遠くに投げてしまった。剣は勢いよく飛んでいく。

「ロロはどうするんだ？」

「わたしが運ぶわよ」

「シャァァ」

　黒猫ロロは怒おこったのか口を広げ威い嚇かくをし、触しよく手しゆを伸ばそうとした。

「ロロ。止せ」

「にゃ？」

　黒猫ロロは疑問風の声を出しながらも、俺おれの指示に従い大人しくなった。

「ふふっ、大人しくていい猫ねこね。さぁ、イヤラシイ人族の男！　行くわよっ」

　クナは黒猫ロロの首根っこを持つと、語尾を荒らげながら、蹴けりを――俺の背中へ食らわせてきやがった。いてぇ、叫さけぶように何回もだ。口裂け女、魔族のクナめ。何回も蹴りやがって。蹴りの感かん触しよくはヒール底だった。

　女王様ってか？　俺はＭじゃねぇぞ？　堪忍は一生の宝という、俺のポリシーというか信念が完全崩壊だ。コイツ、後で自由になったら殺す……。

　俺は僅わずかに殺気を放ちながらも、我が慢まんして迷宮を歩かされていく。

　目隠しはされてないので、この魔ま迷めい宮きゆうの中を自由に見てとれた。

　玉座があった広間から右の幅はば広ひろな通路を進み、階段を下がり右の通路を進む。今は道順を覚えておこう。通路の両サイドにある凹おう凸とつがある壁の裂け目から金かな臭くさい白ガスが噴出し液体が漏れている。液体は眩まぶしい程ほどの燐りん光こうの輝かがやきを放ち青白い光と黄色い光が混ざりながら通路溝へ流れ落ちて通路の不気味な光源と成っている。

　そんな気色悪い通路にはサビードの配下と見られるモンスターが沢たく山さんうようよしていた。

　――これが魔族たち。その中で奇き妙みようなモンスターを発見。

　無数の腕と頭が集まり一つの肉にく塊かいとなった奇妙な怪かい物ぶつ。掌てのひらの上に人の頭が生えるように伸びていて、その顔にある双そう眸ぼうが生きているように蠢うごめくと、首下にある無数の手が動いて地面を這はうようにガサガサと移動していた。ホラー映画かよ……。

　次の魔族はクナが適当に選んでた奴だ。両手に爪のような刃やいばが付いた武器を持つ。

　確か名前はホグツでＣランクだ。狐きつねと虎とらを合わせたような獣けもの顔がおで奥行きがある長い頭をしており後頭部が長く尖っていた。妖怪ぬらりひょん風だな……。

　その後頭部を守るように鉄の冑かぶとがスリット状に三重に重なっており、背中までその鉄冑が垂れていた。兵士っぽい装備だ。体長は個人差があるようだ。大体、二メートルぐらいはあるだろうか、胴どう体たいも冑に合わせたような鉄系のハーフメイルを装備している。

　下半身からは討伐証拠である長い赤尻尾が見えた。

　クナと俺が彼らの側を通ると、礼をするようにホグツだけが、クナへ頭を下げて、通路の隅すみに移動していく。こいつは多少知恵があるということか。他のモンスターはクナに反応を示さずに壁から出る液体を舐めたり壁を上ったり奇怪な行動を取っている。

　複数の蛇が集まったようなモンスターも居た。まるで餌えさを見るように複数の蛇へび眼めが俺を捉えている。

　そんなモンスターたちが犇ひしめく通路を幾いくつも通り抜けると、饐すえたような猛烈な臭気が漂ってきた。

「ここよ」

　クナの一声と共に止まる。くせぇ。牢獄か。

　そんな臭い牢獄前に、門番らしきモンスターが立っていた。しかも、依い頼らいのモンスターだ。確かこいつって、名前がゴドー。Ｂランクだったな。

　図体は三～五メートルぐらいか。デカイ。腕うでが四本。武器は長い金属棒しか持っていない。本当に頭が二つ、細い長方形。しかも……奇き妙みようすぎる。

　眼も縦に細い菱ひし形がたで一体どんな視界なのか想像もできなかった。

　口も特殊な作りだ。二つの長頭の間に、厚い胸むな板いたを真ん中から左右へ引き裂くように横広い口が存在していた。その横長の口に鮫さめのような鋭するどい歯が生え長い蒼そう舌ぜつが真上へ伸び二つの頭の横にぶつかっている。

「グナ様ァ、ゴゴに用でづがぁ？」

「そう。この牢獄、相変わらず臭いわねぇ。お前は邪魔だから、部屋の外へ出てなさい」

　クナは『こっちに来るな』風に、しっしと、手を左右に振る。

　ゴドーはゆったりとした動作でクナに二つの頭を下げてから、重量感溢あふれる足音を立て牢獄部屋の外へ出ていく。丁ちよう度ど良よい。この口裂け女のクナを倒たおすとして、大柄の敵も同時に相手をするのは嫌だからな。と、含み笑いを浮かべながら牢獄の通路を歩く。

　廊下通路を右折すると複数の小部屋があった。その部屋に近付くと臭さは倍増。

　含み笑えみは自然と消えて顔を歪めるほどだ。

　そして、真ん中にある大きい牢獄部屋へ目をやった。

　蛍光色の淀よどんだプールがあるようだ。ん？　波を打ってる？　どうやらあのプールのような場所に、誰だれか居るようだ――痛っ。

「エロシュウヤッ、あんたはこっち！」

　蹴られた。

「さっさと前にいきなさいっ」

　――コイツ、また蹴りやがった。たっく、何カッカしてんだか。

　まぁ、確かに俺はエロだけどさ。そう何度も蹴るなよなっと、一瞬ムっとした顔を表に出して、後ろへ振ふり向く。

「何よ？　怒った顔しちゃって、もっと蹴られたいわけ？」

　うはぁ、Ｓっけたっぷり。唇くちびるの裂け具合がヤヴァイ。目元近くまで裂け線があるので、言葉を喋るごとに裂けた口からくちゃくちゃと音がしそうだ。歳としを重ねたら、くちゃくちゃおじさん、じゃなくおばちゃんになれるよ。とは言わずに、そのクナの怒りを助長する言葉よりも、クナの不気味に裂けた口に興味がいってしまい……笑うのを我慢した。

　直すぐに前へ向き直り牢獄前まで歩いていく。

　牢獄部屋は……暗い、汚い、激臭い、の三拍子。思わず眉間に寄る皺しわが増える。

　床底を沿うように引かれた溝には黒い汚水が澱よどんでいて、臭い匂いに拍車をかけていた。

「ほら、見てないで、ここに入ってねっ」

　またも背を蹴られ、促うながされる形で黒い牢獄の中へ入った。

　黒猫ロロも首を掴まれた状態から投げ入れられる。

「シャァァ」

　床にぶつかる黒猫ロロ……そりゃ怒るよな……後で、自由に狩らしてやるか。

「ナマイキな猫ねぇ、唸うなっちゃって」

　クナはそんな話をしながら、左手で自身の右腕にある円形の飾かざりが付いた腕輪に「オープン」と声を発した。かと思えば……左手が一瞬消えた？　いや、薄うす緑みどり色いろのウィンドーが右手の腕輪、円形の飾りから発生してる。左手でウィンドーからメニューを選せん択たくするように指でウィンドー画面をタッチしている。

　その瞬しゆん間かん、ウィンドーからにゅるっと複数の鍵が集まった束が現れた。

　クナは笑え顔がおを見せながら、その鍵束を摘まんでいる。何だ？　あの腕輪……。

「これ、気になるの？　ふふっ、真しん剣けんな眼差しで見つめちゃって、可愛かわいい。わたし、こういった古い物や伝説に関かかわる品を集めるの好きなのよね。知りたい？」

　うんうん、と頷いた。

「素直でよろしい。特別に教えてあげるわ。この腕輪は……ペルネーテで年末に行われる〝地下オークション〟で買ったの。最後の方で全財産を出してゲットした物よ。その時の説明では、この腕輪は迷宮都市産と言われていたけど、詳くわしくは不明なのよ。鑑かん定ていによれば、古代に栄えた【暁あかつきの帝てい国こく】よりも、ずっと前の時代に作られたとされる逸品らしいわ。秘宝アーテイフアクト、古代の至宝の一つとか説明をしていた」

　ほぉ、地下オークション……古代の至宝か。

「説明は嘘うそだと思うけど、この腕輪を見た時、わたしは全身が鳥肌立ったのよね。古代のロマン？　何があるか分からないワクワク感？　もう、わたし、きゅんきゅんと濡れ濡れ状態になっちゃったの！　だから我慢出来ずに買っちゃったのよぉ。でもでも、お陰かげで白金貨数百枚が消えちゃって……今、とっっても、貧乏なの。だからね、こうやって御仕事を頑がん張ばって、また貯金してるのよ？」

　へ～そうかい。ま、ありきたりに、話しとこう。

「そんな物が……その腕輪の形、一見すると普通の腕輪に見えるな」

　クナは古いアイテムが相当に好きらしい。目の輝きが違う。

　俺の言葉に何回も頷いている。

「そうね。この形からわたしは〝太陽の腕輪〟と勝手に名前をつけたけど、ただの収納用〝アイテムボックス〟ってだけではなさそうなのよねぇ……迷宮都市で発見される他のアイテムボックスとは違って、この腕輪は時空属性を持つ者しか扱あつかえない代しろ物ものだし。それに、わたしでさえ、この腕輪の概要が解らないのよ？　文字が読めないからしょうがないんだけど。マークを押おしても変な文字が出るだけ。でも、アイテムの出し入れのやり方は覚えたわ。不思議だけど、実際にこうやって、使えてるし……」

　それアイテムボックスなのかよ。おぉぉ、そんな物が。パクろう。決定。

「んがぁぁぁぁ、誰か来たのか？」

　クナの腕輪を凝視していたら、違う牢獄から厳つい声が響ひびいた。







第十七章「アイテムボックス」







「――チッ、あの〝腐れドワーフ〟まだ生きてたのね。ま、その内に全すべて吸収されて死ぬでしょう。それじゃわたしは戻もどるわね、シュウヤ君、ららばい～」

　クナが抑よく揚ようをつけた声高い言葉を喋しやべりながら、牢獄の鍵を閉めようと腕を扉とびらへ伸ばした時――俺は即そく座ざに動いた。あのスキルを発動させながら、両腕に魔力を集中させる。そして、フンッと、力を入れて手首を拘束している黒い枷かせを強引に壊こわした。

　鈍にぶい音がなり――痛っ。強引に壊したせいか、手首の皮膚の一部が千切れて出血。

　ま、すぐに傷は塞ふさがるからいいけど。黒猫ロロの足も自由にしてやる。

　拘束されている闇色のバンドの僅かな隙すき間まに、魔力を込めた指を数本入れ黒猫ロロの足を傷つけないように注意しながら闇の枷を引き裂いて壊してやった。

　腕が自由になるのと同時にクナは「えっ」と僅かに声を漏らす。

　クナの手に握られていた鍵束は床へ落ちていた。

　彼かの女じよは驚愕の表情を浮かべながら体が宙へ浮うき上がり「ガッ」と小さい呻うめき声ごえを上げる。俺が〈導想魔手あのスキル〉を発動し、クナを攻こう撃げきしたからだ。

〈導想魔手歪な魔力の手〉によって、クナの胴体を横から握にぎり潰つぶす。

　両腕を含ふくめた鱗うろこ皮ひ膚ふの胴体が万力にねじ曲げられたように、くの字に折れ曲がった。

　ミシミシっとリンゴが潰れるような音、生々しい肉骨が潰れる異音が響き、体のあちこちから紫色の血を噴出させている。

「なっなぜ、う……ご」

　クナは苦しそうに、もごもごと喋っている。ところが、

「――ガッ」

　と、強く息を吐はきながら、股の間からぶら下がっている尻尾しつぽをひねりながら持ち上げるように扱い、尻尾の先端で俺の顔を突つき刺さそうと伸ばしてきた。

　その尻尾を左手一本で、ガシッと掴つかみ防ぐ――しかし、驚おどろいた。

　雑ぞう巾きんを絞しぼるように胸を潰したのに反撃してくる。このしぶとさ。流石さすが、魔族といったところか。しかも、先端の長細い針から何か液体が滴したたっている。これ、毒だな。

「お、お前は……」

「クナさん、残念だよ。さっきのお返しだ。少し嬲なぶって殺してやるからな？」

〈導想魔手歪な魔力の手〉による圧迫を強くした。さらに握り締しめて絞り上げる。
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「ガッハッ」

　クナだった魔族は口から紫血を吐く。紫顔は震ふるえていた。

　クナの尻尾針を折り、尻尾を強引に引っ張り上げる。

「ギャァ」

「五月蝿うるさい」

　丁度いい、魂たましいを貰うか。胴体を掴んでいる〈導どう想そう魔手〉の歪な魔手を動かし、血ち塗まみれ顔のクナを目の前へ運ぶ。クナの黒と紫で縁取られた瞳と俺の瞳が交わるように顔を近付ける。彼女の瞳がよく見えた。

「クナ……君は俺を騙だました。だが、それは俺も同じ。実は俺も人族じゃないんだよ」

　その言葉にクナは瞳孔を散大させた。

「君から言わせれば〝ざぁんねぇぇん〟という奴？」

　邪じや悪あくな笑みを浮かべて、クナへ最後の言葉を贈った。そのままクナの変貌した紫色の首筋に顔を埋うずめるように尖らせた八重歯で噛かみつき血を吸い尽くす。

〈吸魂〉によって僅かに俺の体は光を放ち力が流れ込む。魂を味わう。

　その爽快感から思わずブルッと武者震い。

　その瞬間、クナだった魔族はあっという間に干からびる。更さらに、乾いた首筋から十センチ大はある虫の死し骸がいが落ちていく。何だろう。この虫、クナの首の上に住んでいたのか？

　虫の死骸と一緒にクナが身に付けていた装備品が床に落ちて金属音が鳴り響く。

　音が反響しちゃった。あのゴドーという名の怪物にバレたかも。

　……だが、姿はみせてこない。金属音は牢獄の外までは届かなかったようだ。

　愛用の銀ぎん黒くろ槍やりがないから、少し不安だ。ま、来たら〈鎖くさり〉で戦うしかない。

　とりあえず、クナが身に付けていたアイテムをチェック。

　床に転がっている虫の死骸を踏み潰してから屈かがむ。まずは指輪だ……床に三個ほど指輪が落ちていた。どれも意匠に凝こった形りで特殊な指輪だと分かる。

　あの光球を産み出したのは、三角形のトライフォースの指輪だった。

　その指輪だけでも回収して指に嵌めようと思ったが……。

　サイズ的に小指の先っぽしか入らねぇ。強引に嵌めておく。

　次は、指輪ではなく、この腕輪だ。

　太陽のような小さい円えん盤ばんの上に紋章マークが施ほどこされ何かを埋め込むような窪んだ溝もある。その紋章マークにタッチ。反応はしない。

　装備してみるか。手首に嵌めるとして、左手首は鎖の出入り口があるから却下。

　だから、右手首に嵌めよう。右手首に腕輪を装着。すると、にゅるっと自然に腕輪金属が締まり手首に装着される。おぉ、形状記き憶おく合金を超こえる動きだ。その表面をタッチ。

　何も反応なし。クナは、この小さい腕輪の表面を反対の手で触さわりながらオープンと言葉を発していた。真似まねしてみる。

「オープン」

　コンマ何秒と掛からず反応を示す。左手が吸い込まれた。と思ったら、太陽形の円盤からウィンドーが出現。薄緑色のウィンドーには菱形の◆と、人型のマーク、格納、といったマークアイコンと文字アイコンが表示されたメニューが出ていた。

　そのメニュー文字の下に、ずらっとアイテム欄らんが表示されていく。




　◆：人型マーク：格納






　アイテムインベントリ ３０／８５




　中級回復薬ポーション×１５５

　中級魔力回復薬ポーション×１１０

　高級回復薬ポーション×４３

　高級魔力回復薬ポーション×４４

　金貨×２５

　銀貨×８８

　古魔書トラペゾヘドロン×１

　月霊樹の大おお杖つえ×１

　古代金剛樹の斧×１

　古代金剛樹の鎧よろい×１

　古代金剛樹のキュイス×１

　古代金剛樹の脚あし甲こう×１

　古代金剛樹の籠こ手て×１

　魔ま剣けんビートゥ×１

　祭司のネックレス×１

　魔力増ぞう幅ふく薬やくポーション×３

　闇言語魔法闇壁ダークウオール×１

　暗冥のドレス×１

　帰りの石玉×１３

　紅鮫革がわのハイブーツ×１

　雷らい魔まの肘掛け×１

　宵闇の指輪×１

　古王プレモスの手記×１

　ペーターゼンの断章×１

　ヴァルーダのソックス×５

　魔ま界かいセブドラの神絵巻×１

　暁の古文石×３

　闇やみ紋もん章しよう魔ま法ほう闇枷グラバインド×１

　ロント写本×１

　十天邪像シテアトップ×１












　色んな物が入ってる。これを調べるのには、少し時間が掛かりそうだ。

「おぉぉいぃっ、そこに誰か居るんだろぉ」

　アイテムをチェックしていると、隣となりの特別な牢獄から、また野太い声が聞こえてきた。

　さっきも声を出していた。声の主が気になるので、直に見てみるか。アイテムボックスを閉じ、床に落ちている鍵束を拾ってからその声が聞こえた牢獄へ向かう。

　牢獄の中には、蛍光色に澱む光るプールがあった。

　水面の光が反射し天井に不思議な波の模様を作りだしている。

「いるぞ。隣に入る予定だった者だ」

「何だと!?　自由に出れるのか？　俺を出せっ」

「それより、何で牢獄へ？　それに、その気味悪い色の水に何で浸つかってるんだ？」

　バシャッと、水面を叩たたく音がした。

「そんなことより、頼たのむ。ここから出してくれ！　俺はラングール王国ブダンド族リチャの息子ハンカイ。今はこんな身だが、羅ら将しようハンカイと呼ばれていた者だ。自由にしてくれたらお前に忠誠を誓おう」

　ラングール王国、俺に忠誠？　また変なことをいう……羅将とか意味が分からない。

　ニュアンス的に戦国時代風の言い回しだが……。

「忠誠とかはいらん。そんなこというのなら助けないぞ？」

「なにぃ、わかった。感謝はする。だから、頼む。助けてくれ」

　ここからじゃ顔が見えないが、切せつ羽ぱ詰つまってる印象は感じられるので助けてやるか。

「ついでだ。ハンカイとやら、助けてやろう。少し待ってろ」

「オォォ、ありがたい」

　クナから奪った鍵束を適当に弄いじり、牢屋の鍵穴に合う鍵を探していく。

　数個目の鍵を試ためしたところ、カチャッと気持ちいい音と共に鍵が開いた。

　ビンゴッ。重い鉄扉を開けて牢屋の中に入った。

「おい、この蛍光色の水プールは触れても平気なのか？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。飲まなきゃ平気だ。これは、俺の大地の魔宝石から滲み出した魔素エキス。飲めば力を得られるだろうが……魔素中毒に成るかもな……」

「ゲッ……」

　滲み出したエキスって言葉に反応しちゃったけど、そもそも大地の魔宝石とはなんだ？

「先にこっちの首輪を外してくれ」

　そこで、初めて野太い濁だみ声ごえの主を見る。随ずい分ぶんと丸くて……その、なんていうか、玉たま葱ねぎのような頭部だな。その玉葱オヤジは首を動かせるのか、上下に頭を揺らしている。

　髪かみがボサボサで伸び放題……壁から吊つるされた巨大な鉄鎖が首に繋つながれていて、上半身はすっぽり蛍光色プールに浸かっていた。苦しそうだ。助けてあげよう。

「……了りよう解かい、外してやる」

「にゃっ」

　黒猫ロロは不思議そうに光を発するプールに反応。

　猫パンチを水面に当てようとしていた。

「ロロ、この水で遊ぶな、混ぜるな危険って奴だ」

　黒猫ロロと一緒に、プールに沈められている玉葱頭のハンカイへ近寄っていく。

　黒猫ロロを止めたけど、俺が直接このプールに入るしかなさそうだ。

　ハンカイの首を絞めるように嵌まっている大きな鉄板の左右に鍵穴が見えた。

　早さつ速そく、クナの鍵束から左右の鍵穴に合う鍵を探していく。牢屋を開けた鍵では開けられない。何個か新しい鍵を試し……やっと合う鍵を見つけた。

　鍵を開けて首から鉄板を外し、巨大な鎖を取ってあげた。

「……済まない。手も外してくれないか？」

「あぁ、待ってろ」

　プールに浸かっているハンカイの両腕を見る。両腕からは黒い触手、いや、管のような物が幾つもプール底へ伸びていた。管は底と繋がっている。プールの水面は黄色いので、判別ができない。凝視してみると、底に魔ま法ほう陣じんらしき物が描かれてあるようだ。

　それはハンカイの両手を拘束している奇妙な手袋のような鋼鉄手形と一体化した、特とく殊しゆ器具のようだった。不思議だ。魔道具なんだろうけど、機械のようにも見える。腕から繋がっている黒管は所々が破れていた。そこから蛍光色の液体が漏れ出ている。

　鋼鉄手形の方はがっしりとプール底の床ゆかに固定されて、その床が――。

「――何だ？　光？」

　ハンカイの左右に繋がれた腕を拘束する鋼鉄手形の一部が光って反応を示した。

　破れた黒管から蛍光を発した謎なぞの液体が漏れ出ていく。血ではなくて、蛍光色？

　どうやら、この鋼鉄手形と繋がった魔法陣はハンカイの魔素か何かを吸収する物らしい。

　ハンカイから吸収した魔素が迷めい宮きゆうの一部へ流れ込むような作りなのか？

　不思議に思いながらも、手首を覆っている鋼鉄手形の鍵穴に鍵を差し込み枷を外してあげた。更に両腕に繋がっていた黒管の全部を強引に抜ぬき取っていく。

　うおっ、光。ハンカイの両手を出した直後、黄色い閃光が両手から発せられていた。

　手の甲こうに幾き何か学がく模様の印があり模様の中心に八角形の宝石が嵌まり込んでいる。

　宝石は黄色い光を発している。ハンカイは手が自由になると、かさついた唇を開いた。

「……この光。不思議だろう？　そうなのだ。俺の両腕と腹には、大地の魔宝石が埋め込まれている。この拘束籠手は特殊な魔道具なのだろう。これに俺の魔宝石が反応して魔素が吸収され、迷宮の養分にされていたのだ……」

　続けて、ハンカイは両指を震わせながら掌を見て「それにしても、ひさしぶりに両手を見る……」と、なにやら感慨深げに語っている。

「腹や足も拘束されてるな」

　ハンカイの腹の位置にも魔法陣が施された鉄板がぐるりと巻き付くようにくっついていたので外してあげた。

「ついでに両足の鍵も外してやったぞ」

「済まない。恩に着――」

　ハンカイは立ち上がろうとして、喋りの途と中ちゆうで転けてしまう。

「――おぃ、無理するな」

　肩かたを貸して、プールの縁ふちに乗せてやった。そのハンカイを見ると、また、驚く。

　下腹部に、両腕の黄色く光る宝石と違ちがう、くすんだ灰色の宝石が埋め込まれていたからだ。

　丹田と言われる腹部位か。くすんだ灰色宝石の周りに、ひび割れた電気回路のような幾何学模様の黒線が腹から胸上辺りにまで及んでいた。どうみても普通の腹ではない。

　このドワーフ……腹の光を失っている宝石といい、両腕に繋がる光る宝石とか。

　絶対に普通じゃねぇ。そんな灰色の宝石に目を奪うばわれていると、ハンカイが力なく言う。

「……この宝石の力は、全部、吸われたようだ」

　さっきも言ってたが宝石の力？　聞いてみよう。

「それは何なんだ？　宝石？」

「エンチャントの秘術は不思議か？」

「エンチャントは聞いたことある。少なくとも……その宝石と繋がっている手や腹はみたことがない。完全に初見だ」

「そうか……」

　ハンカイは沈み込むように項うな垂だれる。

　しまった。そりゃ色々と消耗しているよな……そのハンカイの様子を見て、体力が失われていると判断。俺は太陽のマークがある腕輪をタッチして「オープン」と言葉を発した。

　すぐにずらっとアイテム欄が表示された中から中級回復薬ポーションをタッチ。

　そのウィンドーから回復薬ポーションの瓶びんが現れる。

「――これを飲めば回復する」

「おお、ありがたい。早速……」

　ハンカイは一気に飲み干した。やつれた顔も瞬しゆん時じに回復。

　腕回りの傷が消え体つきも激変。一回り筋肉が増えたようにも見える。見た目はドワーフを一回り大きくした感じで、濃こい眉まゆ毛げに玉葱頭は変わらないが。ヘカトレイルにいたザガやボンと同じぐらいか、少し大きいドワーフだから、やはり同じ種族なんだろう。

　地下にいたロアよりは断然に大きい。

「しかし、お主は高級回復ポーションに、そんな貴重なアイテムボックスを持ってるとは……迷宮都市での高ランク冒ぼう険けん者しやなのか？　それとも何処どこかの王国貴族か何かか？」

「にゃぁ」

　そこに、黒猫ロロがハンカイの顔を覗のぞくように挨あい拶さつをしてきた。

「ぬぉ、猫か？」

「あぁ、こいつは俺の相棒で使い魔みたいなもんだ。ロロディーヌって名前だ」

　ハンカイは猫が苦手なのか、少し顔がひきつっている。

「そっ、そうか。それでお主の名前は？」

「俺は、シュウヤ・カガリ。シュウヤでもカガリでも好きなように呼んでいいぞ」

「やはり、貴族だったか。それではシュウヤ。ありがとう」

「礼は別にいらんよ……それと、俺はただの冒険者であって、貴族とかではない。このアイテムボックスは人族に化けていた魔族を殺して手に入れたんだ」

　それを聞くと、玉葱顔のハンカイは片眉を動かし反応した。

「おい、あの化けてた奴やつ。魔族クシャナーンを殺やったのか？」

　知っているのか。

「……あぁ、殺った」

「――そうか。俺が殺したかったが……しょうがない。あいつに俺も騙されてな……金剛樹装備も取り上げられ、多勢に無勢で捕まったんだ……あれから何年経つのだろう、気が遠くなるほど閉じ込められていたが……戦争はもう終わったのか？」

　戦争？　レフテンとサーマリアの争いのことか？　それともオセベリアと帝国の戦争かな？

「戦争？　そういやオセベリア王国が帝国と戦争中と話を聞いたことあるが……」

　俺の言葉を聞いたハンカイは眉間にある繋がりそうな太い眉を大きく曲げる。

　続いて、瞳の底に深い困惑の色を湛えながら口を動かす。

「なんだ？　その、オセ、なんたらは聞いたことない。帝国とはエルフの大帝国ベファリッツか？　我らドワーフの国は……」

　ドワーフの国か。一いつ瞬しゆん、地下世界で出会ったはぐれドワーフのロアの姿が頭に過よぎった。

「……ハンカイはどんな国出身で、何と戦争していたんだ？」

「俺はドワーフの国ラングール王国所属。特とく殊しゆ黒こく授じゆ千せん人にん隊たいを率いる羅将軍ハンカイと呼ばれていた。戦争の相手はエルフのベファリッツ大帝国だ」

　ベファリッツ大帝国……そういや過去にそんな国があったと師匠が話していた。

　三百年前にドワーフ王国があったとされる場所は既すでに消えていて、古戦場跡だったと。

　地下で出会ったドワーフのロアはラングール帝国と話していたような……。

　ハンカイはドワーフの国を王国と言っている。帝国じゃないのか？　ロアは確か、過去に大きな戦争があって地上を嫌きらい長い間、連れん絡らくを断っているとも語っていた。

　名前からして、同じラングール国だと思うが。年月と共に王国から帝国へ移り変わったのかな……師匠がくれた地図には、もうベファリッツ大帝国やラングール国の名前はない。現時点ではドワーフの国は地上から完全になくなっていると判断できる。

　この玉葱ドワーフは、そうとう長い間、閉じ込められていたようだ。まぁ、そんな過去のことをあまり知らない俺が話しても、ややこしくなるだけだから、黙だまっておく。

「……悪いが二つとも知らんな。地図があれば見せてやるんだが、背はい嚢のうは今ないんでね」

「……そうか」

　ハンカイはがっくりと、また項垂れてしまった。さて、それよりも……武器もないし、使えそうなアイテムを探すか。あのアイテムボックスの中を見てみよ。

　また「オープン」と発し、腕輪からアイテム欄を表示させた。アイテムボックスから武器っぽいのを次々と取り出していく――魔剣ビートゥ、金剛樹の斧っと。金剛樹の斧を出すと、ハンカイが反応してきた。

「おおぉ、俺の武器だ。金剛樹」

「おっ、そういや、金剛とか話していたな。これ要る？」

「――勿もち論ろんっ、しかし、いいのか？」

「いいよ。それじゃここに入ってる金剛樹一式はハンカイのか。全部出してやる」

　そう言って、アイテムボックスから金剛樹一式を出してやった。

「まさしく。これだ。本当に全部渡わたしてくれるのか？」

「持ってけ。見たところ俺のサイズに合わない。俺はこの魔剣を使ってみる」

　魔剣ビートゥは、反った赤黒い長なが鞘ざやに包まれていた。

　鞘さやから剣を抜くと、不思議な音が響く。赤みを帯びた刀身は僅かに反っており、そこにはアラビア文字と象形文字に似た字が紫むらさき色いろで彫ほられてあった。剣先の方にいくほど、赤黒くうっすらと闇やみ色いろの靄もやがかかっている。

　柄つかの近くには〝闇神リヴオグラフへ捧ささげる〟と、彫られてあった。剣の名前ではなく、闇の神か。魔剣を振り回し、斬り下ろしからの斬り上げと、感触を確かめた。

　最初の感想は軽いの一言。見た目的には、師匠に作ってもらったククリ剣けんを全体的に長く分厚くしたような感じだけど、ククリ剣よりぜんぜん軽い。

　奇怪な剣だが使える。この魔剣。サイズ的にバスタードソードを変形させた感じか？

「ほぅ、その剣は片手半剣か」

　そう言っているハンカイは金剛樹の一式を装着していた。橙だいだい色いろ系けいに統一されたその姿は、映画や海外ドラマで見たことのあるような古代ローマに出てくる兵士姿へ変わっている。

　そんな感想を抱きながら剣に関する質問を返す。

「片手半剣？」

「片手、両手どちらでも扱えるって代物だろう？」

　やっぱりこれはバスタードソード系か。中世じゃ雑種剣とか言われていたんだっけ？

　刀身の赤黒い色合いを見つめながら、適当に答える。

「……そういう物なのか」

「その剣の見た目からは、そんな印象しか受けないが。シュウヤは剣についてはあまり詳しくないようだな」

「あぁ」

　そりゃ、こんなおどろおどろしい赤黒い反った魔剣なんて見たことなかったし、師し匠しようのところにもこんな怪あやしい剣はなかった。映画やゲームに似たような剣はあったけど、実際に見て触るのは初だからな。そんな風に魔剣を眺ながめてる、その時――。

「あれぇ、グナ様ァ、どこにイッダんデつかァ、どうヂダんデずがァァ」

　魔ま物ものの声が響いた。







第十八章「ハンカイ無双」







「グナ様ァ、グナ様ァ、どごダァ」

　鼻が詰まった感じの特徴ある濁声が響く。この声、門番のゴドーだ。

「おぃ、ハンカイ。門番のモンスターが来てるから殺るぞ」

「わかった、俺おれがやろう」

　ハンカイは両手を背中に回し金剛樹の斧を取り出だすと、そのまま牢獄を飛び出していく。その直後――「ナッナンダァ」と、ゴドーの悲鳴に近い声が聞こえ、金属が弾はじける音と肉が潰れる異音も聞こえてくる。早いな――もしかして、玉葱のおっさん強いのか。

　急ぎ鍵束を左手に握る。黒猫ロロに〝外へでるぞ〟と視線で合図。

　魔剣を握り牢獄プールの扉を潜くぐり抜けて渡り廊下の空間に出る。そこには四し肢しを無惨に斬られ横たわるゴドーの死体と、両手の斧に付着した血を振り払はらうハンカイの姿があった。

「やるなぁ。あの一瞬で倒すとは」

「そりゃぁな。金剛樹の斧は強力だ」

　ハンカイは二本の斧を掲げる。あれ？　俺が渡した斧は一つだったはず……。

　二つになって両手に持っている。

「斧が二つ？」

「あぁ、俺専用で一いつ対ついになる仕組みなのさ、だから、コイツは急な対応ができずに、あっさりと倒たおれてくれた。まぁ、図体通り鈍いからな。腕うでが四つあるのに、長い金属棒の武器しか持っていなかったのも、あるかもしれんが――」

　そう話しながら、ハンカイは左右の手に握る手斧を自じ慢まん気げにくるりと回し演舞を見せる。

　流れるように上方から下方へ斧を流し回転させていた。手品師のように手斧を扱う手際がいい。両手の甲から輝かがやきを放っている大地の魔宝石が、斧の素す早ばやい動きに釣られて光の軌き跡せきを宙に残している。その洗練された動きは、斧使いとしての実力の高さを窺うかがわせるものだった。ハンカイはドワーフだ。背が小さいのは変わらない。

　だが、金剛樹装備を身に付け両斧を巧たくみに扱う技量といい、その鎧からくる勇ましい姿はどこか人族以上に大きな存在感を示していた。やはりあの鎧を纏まとった雰ふん囲い気きからして、過去、ハンカイが実際に装備していた物なのだろう。そんなちょっとしたハンカイの動きに感動を覚えながら、床に転がる死骸を調べていく。

「……こいつの頭を貰もらっていくよ。ギルドでの依い頼らい品ひんなんでね」

「ギルドか。やはりあの冒険者ギルドか？」

「俺が依頼を受けたのは、確かにそこだな」

「国とは違い、冒険者ギルドはそのままのようだな」

　ハンカイはそう言って、何かを考えていた。その間にゴドーの長方形の頭を切り取る。

　腕輪を触り「オープン」と声を出して、アイテムウィンドーを表示させた。

　格納の文字をタッチすると、ホログラムのようなウィンドーが薄緑から真っ黒へ変化。その下側にアイテムを格納してくださいと表示された。ゴドーの頭をその真っ黒ウィンドーに入れると、吸い込まれていく。

「成功。これで入ったってことかな」

　真っ黒いウィンドーはすぐに消えた。最後に頭がちゃんと入っているか確かく認にんする。




　◆：人型マーク：格納






　アイテムインベントリ　２５／８５




　中級回復薬ポーション×１５４

　中級魔ま力りよく回復薬ポーション×１１０

　高級回復薬ポーション×４３

　高級魔力回復薬ポーション×４４

　金貨×２５

　銀貨×８８

　古魔書トラペゾヘドロン×１

　月げつ霊れい樹じゆの大杖×１

　祭司のネックレス×１

　魔力増幅薬ポーション×３

　闇言語魔ま法ほう闇壁ダークウオール×１

　暗冥のドレス×１

　帰りの石玉×１３

　紅鮫革のハイブーツ×１

　雷魔の肘掛かけ×１

　宵闇の指輪×１

　古王プレモスの手記×１

　ペーターゼンの断章×１

　ヴァルーダのソックス×５

　魔界ゼブドラの神絵巻×１

　暁の古文石×３

　闇紋章魔法闇枷グラバインド×１

　ロント写本×１

　十天邪像シテアトップ×１

　ゴドーの頭×１












　ちゃんと入ったようだ。ついでに格納をもう一度押す。

　真っ黒ウィンドーを表示させた。その中に鍵束を入れて納める。

　そして、迷宮からすぐに脱出できるように、アイテムインベントリに並んでいるアイテム群の中から、帰りの石玉を選んでタッチ。数を指定すると、ウィンドーから空気が漏もれるような音を鳴らしながら、二つの帰りの石玉が現れた。

「ハンカイ、この石玉を使えば、直すぐにでもこの迷宮から外へ出られるぞ」

「使い方は？」

　俺は石玉を地面に置いてから話していく。

「その石玉を握って、石に魔力を込めれば入り口に戻れるらしい」

「ほぉ、そりゃ楽に脱出できそうだ。それで、シュウヤはどうするのだ？」

　ハンカイはニヤっと笑えみを浮かべてから聞いてきた。

「俺はまだ帰らない。依頼の品を集めきっていない。それに荷物を玉座の広間に置いてきたんでね。その荷物を回収して依頼の品を集め次し第だい、ここからオサラバしようかなと」

「ついていく。助けられたついでだ。小さいが壁かべのような奴がいれば便利だろう？　それに、ここの迷宮に長年閉じ込められた恨みがあるんでな。ひと暴れしたい」

　ハンカイは腕を曲げて力ちから瘤こぶを見せる。

「気持ちは分かる。俺はかまわん――が、あの眼めが六つあるサビードとか言っていた迷宮の主が出てきたらどうする？」

「なんだそれは、迷宮の主？　眼が六つ？」

　ハンカイは玉葱頭を揺ゆらし、少し興奮した様子を見せる。

「そうだ。見たことないのか？」

「見たことないな。迷宮の名がそんな名前だったのを覚えてるぐらいだ。なんせ、俺が閉じ込められたときは、クシャナーンに欺あざむかれ、他の魔族たちにやられたんでな」

　なるほど、サビード自体は見ていないのか。

「これから向かう先に、迷宮の主であるサビードなんたらが出る可能性が高い。出てきたら、逃にげた方がよさそうだぞ。見た感じ強そうだったからな。ま、戦ってみないと判断はできないが」

「わかった。だが、その帰りの石玉とやらは、シュウヤが持っといてくれ、俺の両手は武器で埋まるんでな。入れられる袋ふくろもない」

　ハンカイは背中に装着した金剛の斧を示しながら語る。

「……了解。サビードが出てきたら、戦うかどうかの判断は俺がするけどいいよな？　余よ裕ゆうがあるなら、その時にこの石を渡す」

「おう。いいぜ」

　ハンカイは汚い歯を見せて笑う。そこで視線を黒猫ロロへ向ける。

「荷物の回収に向かう。背嚢を置いてきた広間まで進むぞ。ロロ」

「にゃっ」

　黒猫ロロは『わかったにゃ』的な返事を鳴いて、尻尾を立たせる。その時、床に落ちているゴドーが使っていた金属棒が視界に入った。武器として使えそうだ、と金属棒を拾っておく。同時に床に散らばるクナの指輪二つをアイテムボックスの中へ放り込んだ。魔剣ビートゥも仕舞う。剣はまだまだ素人しろうとだからな……。

　これ金属棒を使ってみる。拾った金属棒の感かん触しよくを得るように振ふり回した。

　タンザの銀を帯びた黒槍より軽いが、棒には変わりないから扱あつかえる。

　金属棒で軽く演舞を行い、牢獄がある部屋を出発。通路を歩いていく。

「ぬ、もういくのか」

　ハンカイは遅おくれてついてきた。広間へ戻もどる通路はちゃんと頭に入れて覚えている。

　通路は相変わらずに不気味な光を放っていた。輝きを放つ青白い液体と黄色い液体が噴ふん出しゆつしては壁から垂れた液体が溝で混ざりヘドロ状に輝きを放っている。それがちゃんと迷宮での光源として機能しているんだから不思議だ。凹おう凸とつある気色悪い壁がしばらく続く。

　歩いていると、壁の一部には亀き裂れつが入り、白い蒸気のような煙けむりが噴出した。

　うひゃっと驚おどろく。音が大きいから少し体を震わせてびびる。

　ハンカイも驚いたのか、武器を構えていた。明るいけど、音といい不気味で嫌な壁だ。

　そんな通路を歩いて戻る。進むうちに、臭かった牢獄の匂においも徐じよ々じよに消えて、鼻が楽になっていった。ここを曲がって……と、壁向こうに、ぞろぞろモンスターが居るな……。

　掌しよう握あく察さつ、〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉にも反応。

　壁に手を付けた時、自分の指に嵌はめていた指輪を見た　――そこで思い出す。

　闇の獄骨騎ダークヘルボーンナイト。あの沸ふつ騎き士したちを呼ぶか。

　そして、ハンカイへ向けて振り返かえり、

「壁向こうはモンスターが屯たむろしている。それらを始末するのに沸騎士たちを召しよう喚かんするから驚くなよ」

「ん？　ふつきし？」

　ハンカイの言葉を無視。指輪を触りながら念じた。

　指輪から黒赤の魔線が発生。その魔線糸が床面へ伸のびて付着。

　前に見た通り床が沸ふつ騰とうしたように沸き立つ。僅わずかな煙と共に沸骨騎士が出現した。

「閣下。赤沸騎士アドモスがここに」

「閣下。黒沸騎士ゼメタス、何なりとご命令を」

　二体とも片かた膝ひざを突ついて頭を下げている。沸騰していた床面は最初から何も変化がなかったように普ふ通つうの床面に戻っていた。一方、ハンカイは目を見開き口を広げて驚いている。

「お前たち。あの壁向こうの通路で暴れてもらいたい」

　二体の沸騎士は長ちよう剣けんと方ほう盾たてを合わせ敬礼する。

「はっ」

「畏かしこまりました」

　そのまま沸騎士たちはモンスターの群れへ突とつ撃げきしていった。

　すると、

「あれは！　魔界セブドラの高等戦士ではないかっ！　シュウヤは召喚師か、大だい魔ま術じゆつ師しなのかっ！　もしやエルフと血族か？　ベファリッツ大だい帝てい国こくと関かかわりがあるのか？」

　ハンカイの怒号が俺の耳じ朶だを叩く。まだらに頬ほおを紅潮させて激怒していた。

　まるで、仇きゆう敵てきに出会ったような顔付きだ。眼光を鋭くさせて武器に手をかけている。

　豹ひよう変へんだ。というか、どうしたんだ？

「……まてまて、どうしたんだ？　俺はエルフじゃねぇよ。耳をよく見ろ。今のはこの魔道具のお陰かげだ。後、大魔術師でもない。魔法は多少使えるが。本来は槍やり使つかいだ。それと、ベファリッツ大帝国なんて国はもう存在しないと思うぞ……」

　俺の言葉を反はん芻すう吟ぎん味みするようにハンカイは唸る。

　妙みような間が空く……ハンカイは語り始めた。

「……それもそうだな。いや、すまん。昔を思い出してしまってな。敵対するエルフの高位魔術師が禁きん忌きとされる召喚術を駆く使しして、魔界から高等戦士と呼ばれるスケルトンを呼び出していたのを思い出したのだ」

　よかった。冷静さを取とり戻したらしい。落ち着いた口調だ。もう大丈夫だろう。

「ほぅ……俺が使役してるあいつらは、もう、スケルトンでは無いがな――」

　そこで通路の先を見る。ハンカイも釣られるように通路を見た。

　そこでは沸騎士たちが人と同じように戦っている。ハンカイは沸騎士の勇姿に、小さい目を大きくさせて驚き、視線を合わせて頷うなずいていた。沸騎士たちが暴れている様子を見て納なつ得とくはしているようだ。

「そのようだな……」

　呆あきれるように呟つぶやく。このハンカイの反応からして、あまり人前で骨沸騎士を披ひ露ろうするのは止よした方がいいかもな……その沸騎士たちは通路向こうで暴れまわっている。

　こっちにまでモンスターたちの断末魔の咆ほう哮こうが聞こえてきた。沸騎士たちは狙ねらい通りに狩かりまくっているようだ。ギルドの依頼であるホグツってのも居るようだから死んでたら討とう伐ばつ証しよう拠こを回収しとこう。壁からその様子を少し覗く。

「圧倒している。あれなら大丈夫そうだ――ハンカイ、余っているモンスターを狩りながら俺たちも進むぞ」

「おう、俺も暴れてやるさ」

「にゃにゃ」

　黒猫ロロも戦せん闘とう態勢へ移行。むくむくっと姿を少し大きくし、触しよく手しゆが宙に漂う。

　ハンカイはそんな黒猫ロロを見つめて、ピタッと動きを止めているが……。

　もうそんなには驚かないようだ。ハンカイは、俺の顔を見ては、何か文句をいうように、溜ため息いきを吐つき玉葱頭を左右へ振ってから、もう俺は『驚かんぞ』と眼力でアピールされた。

　通路を歩きながら、近くで戦っている赤沸騎士と黒沸騎士の動きを見ていく。

　彼かれらは、まさに縦横無尽の活かつ躍やくだ。

　奇っ怪なモンスター共をいとも簡単に粉ふん砕さいしている。

　通路の床に血溜まりと肉にく塊かいの残ざん骸がいが散らばっていた。

　だが、まだまだ通路内にはモンスターが多い。

　手と頭が集合合体したような肉塊の奇形怪かい物ぶつが、赤と黒の沸骨騎士たちに群がるように集まっていく。

　人肉塊は骨騎士を押おさえ付けようと手を伸ばしたり、頭の口からドリルのような突起物を突き出したりと、不気味な攻こう撃げきを繰くり出していた。

　赤沸騎士は方盾で正面からくる舌ドリルの攻撃を防ぐ。

　その防いだ方盾を前面へ押し出した。そのまま盾をぐいっと横へ捻ひねり動かし、強ごう引いんに舌ドリルを引っかけるように肉塊怪物を横壁へ激突させながら後ろへ後退。巻き込まれた肉塊怪物の頭はあっという間に壁と盾に挟はさまれ、擂すり胡ご麻まのように潰つぶれていく。

　その退いた赤沸騎士アドモスの死角をフォローするように黒沸騎士ゼメタスが横合いから飛び出し、長剣を縦に振り抜く。頭が引きずられている肉塊怪物の胴どう体たいを一刀両断にしていた。黒と赤の沸骨騎士たちはお互たがいの隙すきを埋うめるように連れん携けいしている。

　違う獲え物ものを盾で殴り、狙い済ました長剣の一振りで怪物たちを斬り伏ふせていた。

　次々と群がる怪物を撃滅させている。

　俺たちはその戦う様子に納得満足しながら、沸騎士たちの横を通り抜けていく。

「呆れるほど、強いな……」

　ハンカイは顔を強こわ張ばらせては、そう呟き、沸騎士たちの活躍に呆れ顔を向けている。

　そこに――騒ぎに駆けつけた敵の増援が出現。こいつ、ギルド依頼のホグツだ。

「ナンダッ、コイつらは！」

　新たに登場した獣じゆう人じん系けいのモンスターが叫さけぶ。

「標的だ。俺が殺る――っ」

　ところが、「ガルゥゥ」と、珍めずらしい獣声を発した黒豹型黒猫ロロデイーヌが先に動いていた。ホグツの胸元に触手骨剣を突つき刺さし、その突き刺した触手を首元へ収しゆう斂れんさせながら自身の体をホグツの胸元へ運ぶと、ホグツの首筋に頭を埋めていた。

　首を噛かみ切っているし……ホグツの獣戦士は武器を構えるまでもなく首を押さえて痙けい攣れんすると、そのまま地面に倒れていた。早い。先を越された。

　だが、丁度いい、倒した証しよう拠こは尻尾しつぽだ。地面に倒れたホグツは尻尾がだらりと垂れていたので、その尻尾を引っ張りもぎ取り、アイテムボックスに素早く放り込んだ。

　他のホグツは俺たち全員で倒しながら通路を進む。そして、広間の近くにあった階段を上っていると、ホグツたちが階段上から襲おそい掛かかってきた。

「ジン族、ダ。殺セッ！」

「オオオォッ」

　大量だな。しゃらくせぇぇ。

「あいつらも俺がやる――」

　奇声を発した。棒高跳びよろしく、金属棒を前面に押し出しながら一気に――階段を駆け上がっていく。

　正面近くに居たホグツの胸むな板いたに金属棒の先せん端たんが激しく衝しよう突とつ。

　前列のホグツは後ろに吹き飛ばされ、列を成していた仲間を巻き込みながら後退。

　階段上の横から俺を襲おうとしていたホグツたちも、その衝撃に巻き込まれた数すう匹ひきが階段下へ転げ落ちていく。ハンカイと黒猫ロロは、その階段を転げ落ちたホグツたちを狙い、各個撃破しているようだ。階段を上がると、後退していたホグツたちが息巻いて襲いかかってくる。急きゆう遽きよ――金属棒を前後左右へ振り回した。

　階段前のスペースを確保しようと、更さらに、前へ一歩踏ふみ出でる。

　金属棒が前進してくるホグツたちに衝突――ホグツの装着している金属鎧よろいが凹へこみ、ホグツたちを吹き飛ばしていく。

　そのタイミングで、気合いを入れ直すように大声を発し、攻撃を続けていった。

　金属棒を縦にしなるように振るい、目の前のホグツの頭ず蓋がいを粉砕。

　今度は、数匹のホグツを巻き込むように足元を薙ぎ払い、三匹同時に転倒させた。

　転倒したホグツの頭部を足あし裏うらでの踏みつけを狙い――ストンピングで頭を潰し倒す。

　更に、金棒を叩たたきつけ、叩きつけ、一気に三匹仕留めた。

　――この金属棒、巨きよ大だいメイスのように使えるな。これはこれでいいかも。

　と、金属棒を見るが、先っぽから真ん中まで曲がってしまっていた。

　そこに遅れて、ハンカイとロロが階段を上がってくる。

「下で転がってるのは全部倒したぞ」

「にゃ」

　黒猫ロロも自慢気な顔付きだ。

「了りよう解かい。荷物がある広間はまだ少し先だ。いくぞ」

「あいわかった。だが、お前さんが出現させた、あの骨騎士たちはどうするのだ？　後ろに置いてきたままだが……いいのか？」

「アイツらは大だい丈じよう夫ぶ。いつでも魔ま界かいへ戻れるはずだ」

　体が壊こわれても戻る上に、指輪に触さわって戻れと命じても、そうなるからな。

「ほぅ……本当に大丈夫なのか？」

「心配はいらない」

　ハンカイが訝いぶかしむ視線で見てくるが、構わずに俺たちは通路を少し進む。

　だが――その道半ばで、立ち止まる。

　そこにはこれ以上通さないと言わんばかりにホグツの獣戦士の集団がワイワイガヤガヤと待ち構えていた。獣戦士特有の雄お叫たけびや罵ば声せいを浴びせてくる。

　走りながら雄叫びをあげるホグツもいれば――唾つばを垂らし俺たちを威い嚇かくするように汚い歯を見せるホグツたちもいた。

　――そんなホグツの集団を掻かき分けるように、大おお柄がらのホグツが現れる。

　周りにいる、どのホグツよりも一回り大きいホグツ。違う種か？

　大柄ホグツは背後のホグツたちに向けて、大声で話し始めていた。

「我ガ出ルッ、人にドワーフめガ、コレ以上進まセヌゾッ、ココまでダッ！」

　大柄ホグツは爪つめのような武器ではなく、だんびらのような大きい両手剣を背中から取りだし、その言葉を吐いた。ホグツたちからは歓かん声せいがあがる――。

　その歓声に応こたえるように大柄ホグツは大剣を片手で持ち上げ、振り返りながら俺たちにだんびらの剣先を向けた。

　大柄ホグツは奇声をあげ、突進してくる。

「シュウヤと使い魔の獣よ。こいつは俺が殺る――」

　ハンカイはニタァと独特のオーラを発する笑えみを浮うかべると、無ぶ精しよう髭ひげが目立つ顔を一瞬こっちへ向けた。金剛樹の手斧を左右の手に持ち、あの大柄ホグツと対決するようだ。

　俺の言葉を待たずにハンカイは突っ込んでいく。

　おーぃ。大丈夫かな。俺の心配をよそに大柄ホグツは、走り寄るハンカイに向けて、大剣を叩き付けるように振り下おろしていた。大剣が頭上からハンカイに迫せまる。

　ハンカイはそれを無視するように――斧を、投げた!?　投げられた金剛樹の斧は高速に縦回転。『高速ナブラ』みたいな技か？　黄色い光の軌き道どうを描えがきながら斧は飛翔する。

　そのまま大柄ホグツの顔面を潰すように斧おの刃ばが衝突。

　肉の潰れる鈍い音が響ひびく。大柄ホグツは情けない呻うめき声ごえを出して地面に頽くずおれた。

　しかし、ホグツに握られていた大剣は慣性で落ちるようにハンカイに衝突してしまう。

　衝撃音と共に僅かに風が起こった。だが、ハンカイはそんなことは関係なしと言わんばかりの余裕顔を敵へ見せつけながら、左手に握にぎる片方の斧刃を肩かたで担ぐように扱い大剣の刃を防いでいた。小さい二本の足で壁のようにそそり立っている。

　続けて、ハンカイは空いた右手を前方へ翳かざす。すると、黄色い線が甲こうの部分から発生し、大柄ホグツの頭へ伸びていく。黄色い線とホグツの頭に刺さっていた斧が繋つながると、斧は光を帯びて動き出し、くるくると回りながら瞬時に翳したハンカイの右手へ戻っていた。

　わぉ、凄すごい。あんな飛び道具があるのか。あの手の甲にある魔宝石が関係してるのかな。

　そんなことを考えてると、ハンカイは、左腕をぶるんと振るわせ、頭上にあった大剣を吹き飛ばし、

「ウゴォァァッ！　我は、羅将ハンカイッ！　かかってごいやァッゴラァァァァッ！」

　物もの凄すごい恫どう喝かつだ。俺も耳がツィーンとなる。戦いくさで使われる鬨ときの声こえという奴か？

　もしかしたら何かのスキルか？　ハンカイの大声の効果か、大柄ホグツが倒された影えい響きようか、背後に居たホグツたちは、罵声や呻く声がピタッと止まり静かになった。

「ハンカイ強いな」
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「まだまだぁ」

　ハンカイは玉葱頭を奮わせ、獣戦士ホグツに吶とつ喊かん――。

　雄叫びと共に、ハンカイ無双が始まった。

　右斧が横に振られれば、ホグツの首が飛び。左斧が縦に真まっ直ぐ振られれば、金属の鎧なぞ無かったようにホグツの頭を真っ二つ――。

　金剛樹の斧は金属鎧を溶かすように胸上までめり込んでいた。すぐに両斧は血に染まり、金剛樹の鎧やぼさぼさの髪かみは血の色に変わっていく。

「こりゃ、俺の出番は無さそうだ」

「にゃあ」

　黒猫ロロも短く鳴いていた。

　まっ、丁度いい。この武器、ダメになったし。捨てよっと――曲がった金属棒をホグツたちの集団に向けて、全力で投げつけた。

　最初はホグツに当たって金属棒は折れるが、周りに居たホグツたち数匹に、折れた金属棒が〈投とう擲てき〉効果で突き刺さる。それが切っ掛けか分からんが、通路にいたホグツたちは退却を始めた。退却するので、地面に倒れるホグツの尻尾を楽に回収できた。

　これでギルドの依頼の品は全部揃そろったことになる。

　広間に通じる通路には俺たち以外いなくなり、通路は簡単に通り抜けられ玉座があった八角形オクタゴン空間に辿りついた。

「おっ、あったあった。荷物に銀黒槍だ」

　師匠に頼たのんで作って貰ったククリ剣は……天てん井じようを見上げるが見当たらない……失くしてしまった。気に入っていたのに……クナめ、仕方がない。師匠、すいません……。

　玉座にサビード・ケンツィルの姿はない。というか、誰だれもいなかった。

　あの玉座の後ろの先はまだまだダンジョンが続いていそうだけど。

　しかし、この騒ぎに対応して、様々なモンスターたちが俺たちを倒そうとこぞってやって来るかと思ったが……結局、誰もいない。少し拍子抜けだな。

　さて、回収したし……帰ろうかと思った時――。

　玉座の後ろから魔素が波のように溢れ出す。







第十九章「手掛かり＆暗躍する者たち」







　サビードが玉座の背後から、ぬっと姿を見せる。歪いびつな顔に目が六つ。

　紫の甲こう羅ら鎧よろいに紫色に縁ふち取どられた黒マント。そのマントを靡なびかせ、颯さつ爽そうと歩いてきた。

「クナを殺ったのは、お前か？」

「……そうだ」

　六つの視線が、俺、ハンカイ、黒猫ロロへと注がれる。

　眼がん窩かの形が複雑で表情が読み取れない。ハンカイはこの魔族サビードを凝ぎよう視ししていた。黒猫ロロは毛を逆立て、触手骨剣を宙に浮かせて警けい戒かいしている。

「ほぅ、クナの思念波が途切れたと思ったら、やはり死んでいたか。魔族の中でも狡こう猾かつなクシャナーン族をあっさりと倒すお前は、本当に人族か？」

「さぁな？」

　そこで、銀黒槍の穂ほ先さきをサビードへ向ける。

「ふむ、我と戦うか？」

　六つの目がギョロりと動く。

「戦わないでもいいのか？」

「ふっ、可笑おかしなことをいう。戦いに来たのではないのか？　我はどっちでもいいぞ」

　じゃ、戦うはの止よしとくか。ハンカイのこともあるし。そこで、銀黒槍の構えを解く。

「それじゃ、止めとくよ。荷物を取りに戻っただけだし」

「お？　ふっ、ふははは、我を見て戦わないとは面白おもしろい。お前、やはり普通ではないな。気に入ったぞ。名前を聞いておこうか」

「シュウヤ・カガリ」

「シュウヤ……シュウヤよ。我は闇神の七魔将が一人〝紫し闇あんのサビード〟と呼ばれている。我と契けい約やくを結ばんか？」

　闇神の七魔将？　四天王的なノリか？　と、つっこみは入れないで、

「契約だと？」

「そうだ。昔、気まぐれで人族の魔術師と契約を結んだこともある」

「興味ないな」

「早い決断だな。魔具を進しん呈ていしてもよいのだぞ？」

　魔具とは、この指輪と同じ部類の物か……呪のろわれるのも嫌いやだし、遠えん慮りよしとこう。

　この指輪で十分だ。

「これがあるんで、別に要いらないな」

　俺は闇やみ兜かぶとの髑ドク髏ロ指輪を翳す。

　サビードの六つある内の一つの眼球が、俺の指輪を捉える。眼球が拡大。一いつ瞬しゆんだが、うろたえた表情を浮かべて、視線が左右に揺らぐ。

「……そういえば、その指輪の魔具を持っていたな。形状が変化している……見たことのない変化を及およぼしているな、使いこなしているようだ……」

「しかし、お前はこの迷めい宮きゆうの主だろう？　俺のような者を放っておいていいのか？」

　その問いにサビードは手を広げるジェスチャーを取りながら大きい口を動かす。

「――確かに我は迷宮の主であり。ここの管理者だ。輩ともがらを屠ほふったお前を、種として魔族としての立場ならば、狩らねばならぬ。だが、それは建前なのだよ。お前たち、特にシュウヤは、見るからに普通ではないと分かる……我も無事でいられる保証はないと判断した。我とて命を無む駄だに散らしたくないのでな？　それにだな……迷宮の目的はもう十分に達せられている。我はあまり無理しなくてもいいのだ」

「目的とは？」

「闇やみ神しんリヴォグラフ様の贄にえ。迷宮の養分には、そこのドワーフだけでなく、他の人族たちが大いに貢こう献けんしてくれている」

　闇神リヴォグラフ様か。魔界に住まう神の一人かな。

　それにしても、こいつは見た目と違ちがい、用心深く慎しん重ちようだ……。

「……意外だな。問答無用で襲いかかってくると思った」

「フッ、他の魔族なら、そういう輩も居るだろう。だが、他にも理由はある。お前たちは帰りの石を持っているのだろう？　ここではそれがあるからな」

　当然か、クナに販はん売ばいさせていたんだからな。

「この石玉か」

「ふむ。それを使えば、一瞬で戻れるぞ」

「そうするよ。それじゃ、愛用の武器タンザの新槍も戻ったし帰る。ハンカイ、戻るぞ。石を渡わたしとく」

「了解した。これを握って――」

　ハンカイは石を握った瞬しゆん間かん消えた。はやっ、俺も早さつ速そく。

「さらばだ――」

　サビードの声が響く中、石を握る。石に魔力を込めた瞬間――ぶあっとした耳の感覚もなく。あっという間に迷宮入り口に戻っていた。

　無事、地上に戻れたようだ。まだ外は明るい。ハンカイも回りをきょろきょろしている。目の前には迷宮の出入り口と思われる下に降りられる巨大階段があった。

「戻れたようだな」

「あぁ、ひさしぶりの地上だ。だが、さっきの六つ目を持つ魔族には驚いたぞ」

「まぁな、目が六つもある知的生命体は初めてだ。だが、ボスキャラのような奴やつが、あれほど理解ある行動を取るとは……」

　ハンカイはこめかみをピクっと動かす。

「ちてき？　ボスキャラ？　まぁ、魔族にも色んな奴がいるんだろうよ。エルフと戦ってた時にも、散々に騙されたしな……屑くずな魔族がっ」

　ハンカイは魔族に少し詳しそうだ。

「そのようだ。で、ハンカイはこれからどうする？　俺はヘカトレイルに戻るが」

　然さりげなく都市の名を語ると、ハンカイが八はち字じ眉まゆを作り困惑顔を示した。

「ぬ？　ヘカトレイルとな？　激戦区の地名が……街になったのか？」

「あぁ、少し待っとけ。今、現在、この辺りの地図を見せてやるから。それと、昔と違うところは興味あるんで説明してくれると助かる」

　そう言って、背嚢から地図を取り出し見せてやった。

「分かった……南マハハイムを跨る大河のハイム川、バルドーク山はそのままだな。地形はあまり変わらないようだ。しかし、戦場だったところが城じよう塞さい都市とは……南も北も俺おれが知っている主要都市の名前とは違う……我わがラングール王国の岩石都市ヨゴルがあった場所には名前がない。とうの昔に滅び去った後のようだ……だが、糞くそエルフも同様に滅びたようだな。エルフのベファリッツ大帝国の名が消えている。他に知っているのは、空中都市セナアプア、迷宮都市ペルネーテ。む、ここにエルフの領域が存在するようだな。国はあるのか。エルフ共も結局は内部分裂か……」

　ハンカイの説明に、国破れて山河あり。という言葉が過よぎる。

　彼はひょっとして何百年と閉じ込められていたのか？　過去にエルフと戦争していたようだが、今のエルフやドワーフの姿を見たら唖あ然ぜんとするだろうな……。

　地下にドワーフの帝国がある。と、気軽に話すか？　ま、見た目は普通の人族の俺がそんなことを話しても、信じて貰えないか。だが、ヒントだけでも。

「噂うわさだが、地下にドワーフの国があるとか……」

「……ほぅ。覚えておこう」

　あっ、あの件を知ってるかな？　聞いてみよ。

「ハンカイ、取り込み中に悪いが、〝玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たま〟〝智ち慧えの方ほう樹じゆ〟ってのは知っているか？」

「ん？　その智慧の方樹は知らないが、伝説の光酒珠なら耳にした事がある。命の酒水ってやつだろ？　酒なら欲ほしいな。なんでも、元は大木のような巨大な樹木に生えている〝酒の実〟なんだとか？　食えば力を得られるとか、どんな傷も癒いやすとかだったな。生命の神アロトシュと大地の神ガイアに植物の神サデュラが作り出したとされる物らしいが、そんな昔話がどうかしたのか？」

　ぬぁぁんと。玉たま葱ねぎおっさん偉い。手掛かりゲット。

「おお、知っているのか。それを探してるんだが、どこにあるか知ってる？」

　黒猫ロロも興味があるようで、肩に乗りながらむくっと上半身を小さいハンカイへ向けていた。

「知っているだと？　アハハ、探すとな？　そんなもん本当に存在するかも怪あやしい。伝説の神話やお伽とぎ話ばなしみたいなもんだ。どこにあるかなど、知らん知らん。大体、幼い頃ころにちょろっと聞いた話だしなぁ」

　ガクッ……。

「そりゃそうか」

「にゃ」

　黒猫ロロは小さい声で鳴いた。

　がっかりしたようで、背にある頭ず巾きんの中に入り込んでしまう。

「悪いな。その様子だと真しん剣けんに探しているのか……」

「いや、話を聞けただけでもありがたい。それじゃ、ヘカトレイルに戻るよ」

「この地図を返しておこう。それと、そのヘカトレイルに連れて行ってくれないか？　世話になるのは、そこまででいいから頼む」

「いいぞ。すぐそこだしな。ついてこい」

「すぐ？　また迷宮に？」

　疑問顔のハンカイを見て、頷いてから階段を下りていく。

「そうだ。驚くなよ。冒ぼう険けん者しやたちがわんさかいるからな？」

「分かった」

　傾斜角度が低い階段を下りていくと、迷宮の狩り場へ向かう冒険者たちで溢あふれていた。

　ハンカイは狩りへ向かう冒険者たちの恰かつ好こうを見て驚いた様子だ。

　彼が知る時代と恰好が違うのだろうか？

　ハンカイはギルドへ直行できる魔ま法ほう陣じんの点滅している光にも驚いていた。

「あの魔法陣に乗れば、一瞬で都市の冒険者ギルド内につく」

「転移陣じんを用意してあるとは驚きだ。ひょっとして、あのクシャナーンの仕業か」

「そのクナは死んだが、魔法陣は機能しているようだ」

「なるほど、あの六つ目の魔族が語っていた理由か。こうやって人族、糞なエルフたちを、この迷宮に沢たく山さん、誘さそい入れている訳だな」

「それはそうと、殺したクナの事をギルドに何て説明したら……」

「魔族クシャナーンだったと言えばいいではないか」

　ハンカイは金剛樹胴鎧の胸元にある樹甲部分のでっぱりに両りよう腕うでを置き手を組みながら、不思議そうに首を傾げて話をしていた。

「いや、クナは冒険者ランクＢでな。ヘカトレイルの各地にある迷宮とギルドを結ぶ転移の魔法陣を構築していたほどの女だぞ？　表ではギルドへの貢献者で通っているそんな優ゆう秀しゆうな人族を〝実は魔族だった〟なんて言って、一介の冒険者に過ぎない俺の言葉を、果たして信じて貰もらえるか？」

「ん～、無理だな」

　あっさり同意。やっぱり、そうだよなぁ。

「だろう？　適当にでっち上げて……そうだ、迷宮で大型ホグツに囲まれ死んだという事にしよう。ハンカイ、もし俺との関係をギルドから聞かれても適当に誤ご魔ま化かしてくれ」

「了解した。もし冒険者ギルドに厄やつ介かいになったとしても、シュウヤのことは黙だまっておいてやるさ。ま、厄介になるとは思えんがな。それにだ、俺は捕らえられていた期間が長い。リハビリを兼かねて、都市に入ったら……糞エルフ共がどうなってるか、他にも色々と外の世界を見て回りたい。だから、すぐにでも街中へ消えるつもりだ」

　一瞬、ハンカイの目の色がどす黒く見えた。大丈夫か？　ま、知ったことではないが。

「……すまないな。ありがと」

「ふはは、助けられたのは俺なんだぞ？　これぐらいどうでもよいわ」

「それもそうか」

「じゃあ、俺は先に行く。助けられた恩は忘れない。また何処どこかで会うかもな？」

「おう」

　彼は玉葱形の頭を揺らし笑ったまま魔法陣の中へ消えていった。

　ハンカイ。おかしな玉葱頭だったけど、豪ごう快かいな男だった。さて、さっき、適当に理由を考えたが……仮にギルド側へクナが死んだと説明をした場合……信じて貰えるかな？　疑われる？　ギルドマスターとか出てきたり、取り調べとかあったりするんだろうか……まさか、殺したことがバレたり、ギルドカードに犯罪情報がリアルタイムに記録されるとか――ま、それは無い無い。流石さすがに飛躍しすぎだ。俺が持っている冒険者カードには、そんな項こう目もくはないだろうと予想できる。カードにそこまでのことが出来るならば、最初に登録したときに俺が人間じゃないとバレるはずだからな。血と魔ま力りよくだったっけか。

　秩ちつ序じよの神オリミールという名の神様が関係をしているならば、もしかすると、もしかするかもだけど……冒険者ギルドの基本は不ふ干かん渉しようと受うけ付つけ嬢じようは語っていた。大丈夫とは思うが、後々、俺が罪を追及されて捕まる可能性もあるかもしれない。ま、考えすぎか。

　これ以上考えてもしょうがない。さっき言った通りに、死んだと言えばいいか。簡単に考えを纏めてから、

「ロロ、戻ろう」

「にゃお」

　肩に乗った黒猫ロロの体重を感じながら魔法陣に足を踏み入いれる。

　転移されてギルド内に戻るとハンカイの姿は見当たらなかった。

　話していた通りギルドを出て都市の中へ消えたらしい。

　少しびくつきながら周りの様子を窺うかがう。ギルド内部はいつもより混雑して……というか、何か殺伐として忙せわしそうに冒険者とギルド職員たちが働いている。

　そして、怪我けがを負った冒険者が続々と転移陣の中から現れて運ばれていく。

　不思議に思いながらも、右手にある受付の窓口へ向かった。

「わたくしは怒おこったわよっ――サメ、キーキ！」

　何処かで聞いた事がある甲かん高だかい女声が受付の奥おくから聞こえたが、今は無視。

　当然、混こんでいるので受付前は冒険者たちの行列が出来ていた。

　でも、どういう訳だろう。さっきからギルド内部が本当に騒がしい。周りを窺いながらも混雑している列の最後尾について並ぶ。列は長い。少し時間が掛かかりそうだな。と、槍を肩に掛けながら待つことに。

　待っている間にアイテムボックスから依い頼らいの品を全部出していく。その際に並んでる連中から注目を浴びるが、適当に笑みを浮かべて誤魔化してると――。

「にいちゃん、それ〝アイテムボックス〟だろ？　ペルネーテで手にいれたのか？」

　背後に並ぶ冒険者から話しかけられた。適当に言い訳をするか。

「いいえ、ですが似たような感じです」

「他の迷宮都市、帝国ラドフオードか、宗教国家ヘスリフアート、辺りか？　やるねぇ……」

　そんな感じで、微び妙みように笑顔を交えながら無難に会話を続けた。数十分過ぎた辺りで、俺の順番になる。受付の担当者は、クナと魔ま迷めい宮きゆうに挑いどむ前に話をした中年男ではなく、頭に一いつ対ついのネコミミが生えた可愛かわいい女性獣人だった。

「依頼の品と、カードだ」

「はい。お預かりします」

　受付嬢はカードと依頼の品を受け取ると、奥に移動していく。

　暫しばらくして、金とカードを持ち戻もどってきた。

「あのぅ、パーティを組まれてましたよね？」

　やはり、その質問がくるよな。

「確かに組んでいたが、クナは大型ホグツに囲まれて死んだ」

「にゃあ」

　黒猫ロロの鳴き声が周りに響く。

　やけに猫ねこの声が響くと思い、視線を巡らせると、受付嬢だけではなく静まり、周りの空気が凍ったような雰ふん囲い気きに……。

「……えっ、あのクナさんが死んだのですか？」

「あぁ、助けようとしたが、多勢に無勢、俺の方にもホグツが来たんだ。クナは多数の大たい剣けんを身に浴びて串刺し状態に……可か憐れんな肉体が運ばれていくのを見た」

　ネコミミが凹み、受付嬢は手を僅かに震ふるわせる。

「……そっ、そうですか……大型ホグツといいますと、Ｂ＋クラスのホグツグラントですか。魔迷宮深くに突とつ入にゆうしたんですね……」

「そういうことだ」

　さて、どんなことになるか。最悪の展開だと、俺がクナを殺したとバレて捕まるか？

　そうなったら、そうなったで……。

「……残念ですね。その分だと遺品の回収は無理そうです。分かりました。では、報ほう酬しゆうとカードをお返しします」

　おっ、案外ユルいな。――でも、受付嬢の目が怯おびえてる？

　なぜ？　ま、でも、なんでもないなら、いいか。やはり予想通り冒険者カードもそんなに万能ではないらしい。殺人とかの記録はされていないようだ。

　しかし、ギルドに転移陣を設置し貢献したクナが死んでも、こんなあっさりとした対応とは、ギルド内部では問題視されないのか？　ギルドマスターやそれ相応の調査員みたいな存在が調べたりするものだと思ったが……まぁ、冒険者ギルドは仲買業。冒険者同士の争い事には不介入と最初に聞かされていたから、そんな調査員のような職員は居ないのかもしれない。金とギルドカードを回収し、そのカードを見た。




　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：２２

　称しよう号ごう：なし

　種族：人間

　職業：冒険者Ｄランク

　所属：なし

　戦闘職業：槍やり武ぶ奏そう：鎖くさり使つかい

　達成依頼数：七




　達成数が増えている。カードの確かく認にんを終えてから、ギルドの外へ出た。

　ついでに、隣となりにある厩きゆう舎しやを覗いていく。

　いたいた。ポポブムは元気そうだ。肩で大人しくしていた黒猫ロロはポポブムを見つけると、肩から跳ちよう躍やく。四し肢しを素す早ばやく躍やく動どうさせて走っていった。

　早速ポポブムの後頭部へ向けてジャンプして飛び乗っている。

　ポポブムはブボブボ、プボプボ、と、特徴ある法ほ螺ら貝がい風ふうの声で鳴いている。

　小さいおめめがまた可愛い……癒される。クナのせいで女の微笑、妖艶な笑えみの怖さは身にしみたからな。時間が経てば経つほど、裏切られた思いで……俺のピュアなハートがブロークンしていく。しかし、お前は相変わらず鼻息が荒あらいなぁ。

　堅かたい皮ひ膚ふを撫なでてやった。

「ブボッブボッ」

　うんうん。元気がいい。世話はちゃんとしてくれたようだ。

　すると、世話人の男が餌えさ箱ばこを抱かかえて歩いてきた。

「あ、その魔ま獣じゆう、連れていくんですかい？」

「いや、見にきただけだよ」

「そうですか、よかったぁ」

「どうしてだ？」

「あ、いえ、なんというか、こいつちゃんと人の顔を見るんですよ、小さい目で。それが妙みように、癖くせになっちゃいましてね、頭がいいし、可愛くなってしまって……」

　小太りの世話人はポポブムを片手で撫でながら語る。

　ピュッチという名だったか、性格が良さそうな人だ。こういう人がいてよかった。

　ポポブムにとっては乗られていることの方が幸せだからな。

「今は餌をやりに？」

　世話人ピユツチが持っている箱を指摘。

「えぇ、こいつ、結構食べるの好きみたいで」

「こいつは雑食だからなぁ、あ、餌代足りてる？」

「あ、大丈夫ですよ。こないだ銀貨くれたじゃないですか」

「そかそか、それじゃもう暫く預かっといてよ。太らせないように世話を頼む」

「はいっ、喜んで、任せてください」

　ピュッチは喜び頭を下げていた。俺も笑顔を返し、軽く頭を下げる。

「ロロ、行くぞ」

　黒猫ロロはポポブムの頭を触手で軽く叩いてから走って戻ってくる。

　肩へ跳躍して上ってくると、そのまま俺の背中にあるジャケットに付属した頭巾の中へ潜もぐり込んでいった。また頭巾の中で寝ねるのかな？

　頭巾の中の重さが……可愛げのある重さだ。

　黒猫ロロの事を想いながら厩舎を後にした。さて、宿に戻ってアイテムボックスの中身をチェックし――ん？　背後から一定の感覚でついてくる魔素が四つ、六つ……。

　何だ？　反応は増えていく……少し様子を見るか。

　あえて振ふり返かえらずに、どこまで俺についてくるか試ためしていく。

　宿の道から大きく外れ大通りから路地を歩いていった。そこでまた背後を確かめた。

　追つい跡せきしてくる奴やつ等らを分析すると……素人級な動きが複数に、明らかな手て練だれと思われる存在もいるようだ。

「ロロ、戦いになりそうだ。今は避ひ難なんしておけ。合図したら戻ってこい」

　黒猫ロロは分かっているようで何も言わずに頭巾から顔を出だす。

　飛び降りて路地裏の物陰へ消えていく。タイミング的にクナに関することで間違いないが……どういう理由だ？　更に狭せまい路地を進みかけた時――背後から二人組が走ってきた。

　出会い頭に――「おいっ、お前――どういう訳だ？」と、細身の男が喋る。

　続いて、「なぜ、お前だけが帰ってきてクナの姐ねえさんがいないっ」

　切せつ羽ぱ詰つまった顔つきで筋肉男が話はなし掛けてきた。

　クナの姐さんだと……コイツら、見た顔だな？

　――あっ、思い出した。クナの店前で警備をしていた男たちだ。

　彼かれらに魔族だったとは言わずにクナは死んだ。と話をするか。

「……クナは死んだよ、モンスターに殺られてな」

「な、なんだとっ」

「嘘うそを吐つくな！　お前が殺したのだろう。お前は何処の組織の者だ」

　細身の男が唾を飛ばし、必死な表情を浮かべて話をしている……。

　筋肉男と細身の男はそれぞれ、長ちよう剣けんと短たん剣けんを抜いていた。

「武器を抜くか……んで？　その組織とは何だ？」

「知らばっくれるなっ、この刺し客かくがっ」

　うるせぇなぁ……刺客に組織とは何だよ。

　それにしても、こいつら以外にも通りの向こうに複数の魔素の気配があった。

　干渉してこないって事は、やはり……見られているのか？

「白々しい嘘をこきやがって、クナの姐さんが、そんじょそこらのモンスターに殺られる訳がないんだよ。あの暗黒のクナと言われた姐さんがなっ」

　なんだそりゃ、暗黒のクナ？

「そんな暗黒とか言われてもな？　俺にはさっぱりだよ。ま、その雰囲気だと何を言っても信じないだろうが……」

　本心でそう話すが、目の前の二人組は全く信じてないようだ。

「信じる訳がねぇ……」

「ルイスのいう通り。こいつは絶対誤魔化してる。おいっ！　野や郎ろう共ども！　出て来いっ！」

　ん、人数が増えたか。三人増えて、五人。話しても分かってくれそうもないが一応――。

「言っとくが、本当に組織とかは知らん。クナはモンスターに殺られたとしか言えんな」

　まっ、最後は嘘だけどな。槍を片手で持ち上げ構えず、バンザイっと。

　視線を鋭くしながら諸手を挙げて、仁に王おう立だちした。

「降参ってか？　おちょくっているのか？　クソがっ！」

　チッ、と、細身の男は吐き捨てるように汚い言葉を言い放ち、自身の速度に自信があるらしく、右手に握る短剣の刃を、俺に突つき刺さそうと飛びかかってきた。

　降参？　コイツはバカすぎる。

　俺は槍を握っていた手を、すっと離し、瞬しゆん時じに持ち手を槍の穂先近くまで移動させ握り直す――その握り直した槍を短く持った状態で、細身の男の短剣を左手で払はらい流すように往いなし、右手の短たん槍そう刃ばを最短距きよ離りで細身の男の胸に刺し込んだ――。

「ぐふぉっ」

　細身の男は前のめりに崩れ、槍に覆い被さるようにぶら下がった。

「なっ、ルイス！」

　筋肉男はそう叫さけぶと、離はなれた位置から長剣で俺を殴りつけようと走ってくる。

　迫る筋肉男へ、槍やり穂ほ先さきにぶら下る細身の男の死体をぶつけるように槍を伸のばした。

　筋肉男は細身の男の死体と衝しよう突とつ。死体と踊りを舞うように転てん倒とうした。

　そのまま死んどけ――と、死体から槍を引ひき抜ぬき、その銀黒槍を半回転させる。

　地面に転がる筋肉男の腹と足を狙ねらい、槍を打ち下ろしていった。

　金属棒と石いし突づきの部位で何度も腹と足を叩たたき付けていく。

「ぎゃぁ、止やめてくれ～」

　筋肉男は悲鳴を上げた。その俺の叩きつける行こう為いを止めさせるためか、後から来た三人組も、それぞれの手に得物の剣や斧を構え襲おそい掛かってくる。コイツらに導どう魔まも鎖も必要なし。地面に転がる筋肉男への攻こう撃げきを一いつ旦たん止めてから前へ駆けた。

　銀黒槍のリーチは長い。走りながら、腕の捻ひねりを生かした銀黒槍を、先頭の斧を持った男の鳩尾みぞおちへ伸ばし、「グェッ」と呻くその腹に銀刃を喰くらわせて倒す。

　鳩尾から素早く銀刃を引き抜く。穂先は血色に染まり血が滴したたり落ちていた。

　俺は最小の動きで血色に染まった槍刃を右方へ伸ばす。右から迫った男の頭ず蓋がいを豆腐でも突くように貫つらぬいていた。続けて、左から迫る男へ向けて槍で弧この線を宙へ描くようにして、勢いよく下腹部へ石突を喰らわせてやった。

「ゲェアァァ……」

　男は前のめりで腹を抱え呻き声を出す。その突っ伏した男の顔を持ち上げるイメージで左足の膝ひざ蹴げりを男の顔面へ喰らわせて仰け反らせる。更さらに、俺の膝ひざ形がたの痕あとが残る歪んだ顔へ、魔力を込めた右足の回し蹴りをぶつけてやった。連続蹴りを喰らった男は鈍い音を響かせながら吹き飛び、横よこ壁かべを突き抜けて古民家の中へ転がっていく。

　蹴りの回転終わりに助けてくれと、叫ぶ声が背後から聞こえてきた。

　さっきの死体と一緒に転んだ筋肉男だ。槍で殴った効果か、戦意は完全に喪失しているらしく……情けない悲鳴をあげながら叫んでいた。

「……筋肉君。俺はクナが何処の組織に所属していたとか。本当に知らないからな？」

　俺は槍を置いて短剣を取り出し筋肉男の首へ刃はを当てる。

「ひぃぃ、分かった。本当に何も知らなかったようだな」

「そうだよ。お前は、クナを暗黒とか喋しやべっていたけど、クナはおまえらの何だったの？」

「俺たちは闇ギルド【茨いばらの尻尾しつぽ】のメンバーだ。姐さんは茨の尻尾の創設メンバー。闇ギルドの幹部だ」

　闇ギルドだと……。

「なるほど、だから俺が違う闇ギルドの刺客だと思った訳か」

「そ――」

　筋肉男が、そう喋りかけた瞬間――飛来した数本の投げナイフが筋肉男の頭と喉のどに刺さり、絶命してしまった。そこに場違いな、ぱちぱちぱちっという拍はく手しゆ音おん――。

　拍手をしながら登場したのが、男と女の二人組だった。

「その動き。貴方あなたが〝暗黒のクナ〟を殺したようですね。実に素晴らしい」

「ポル、パパ。この人のさっきの動き、本当に見事だったわ」

「そうだな。アンジェ」

　不思議な雰囲気を醸かもし出す、ふたり。男はトップハットの長帽子を被り、深く窪くぼんだ目を持つ。毛先がカールしている特とく徴ちよう的てきな髭ひげを生やし、襟が立つ黒色の燕えん尾び服ふくに似ている紳士服を身に付けていた。女の方は綺き麗れいな薄青色の髪と青い目を持ち、薄青色を基調とした動きやすそうな服を身に纏まとっている。

　そんな格好より、用心しなければならない。

　魔闘術が使えるようで足に魔力が溜まっていた。そんな二人を凝視していると――。

「【宵闇の鈴】が早速、勧誘ですかァ？　そう簡単には行かないですヨ？」

　その特徴ある女性の声は、拍手をしていた男女の二人組の背後から聞こえた。

　影かげからすぅっと単身で現れたその姿は、耳の長いエルフのもの。

　このエルフも魔闘術を備えているのか魔力が足に溜まっていた。







第二十章「闇ギルド＆ヴァンパイアハンター」







「おや、貴女あなたはクリドスス。なぜエルフである【血ち長なが耳みみ】がこの槍使いを？」

　帽子を被かぶった紳士男がそう話す。

「ふふ、それは――」

　エルフが喋りかけると、黙っていた青あお髪がみの女が急に動く。短いパニエスカートをヒラヒラと揺ゆらし腰こしを僅わずかに沈めた青髪の女。彼かの女じよは自身の右手を下げ太ふと腿ももの柄つか巻まきに触れるや否や太腿にぶら下がっている剣帯付きの青白い鞘さやからきらびやかな水色の長剣を引き抜く。

　キィィン――っと引き抜いた長剣から不思議な高音を響ひびかせていた。

　剣自体が振しん動どうして震える。あの水色の長剣、かっこよくて綺麗だな。すると、青色髪の女はクリドススと呼ばれた女エルフを睨にらみつけながら斬り掛かっていた。

「いきなりですネ――」

　クリドススはすました余よ裕ゆう顔がおで水色の剣けん閃せんを躱かわしていく。

　お互たがいに足の魔力の運びはスムーズだ。魔闘術による基本は押おさえている。

　水色の皮パンティ、いや、それにしても、あの水色の長剣……。

　特とく殊しゆなマジックアイテムか。剣を振るうごとに輝いてるし。

　それに、剣先がしなってる？　曲がったり柔やわらかい金属なのかな？

「アンジェ、止よしなさい」

「クッ、はい――」

　アンジェと呼ばれた青色髪の女は、紳士風の男に窘たしなめられると、すぐに剣を引きその男の隣に戻った。

「そうそう、今は止やめときましょうヨ……ワタシはこの方に用があるのですから」

　うーん、何なんだ。コイツらは勝手に戦い初めて牽けん制せいし合ってる。

　どうやら闇の組織同士の戦いに巻き込まれたようだ。逃にげた方がいいかな――。

「それじゃ、俺はこれで……」

「待ってヨ。槍使いさん」

　話しているエルフではなく、先に動いたのは紳士服を着る男。

　俺の進む道を塞ぐように立つ。

「そうです――お待ちくださいっ！」

　大声だが、帽子を脱ぬいで丁てい寧ねいに頭を下げている。

　顔を上げると、話を続けてきた。

「わたしは【宵闇の鈴】を代表して挨あい拶さつに参りました」

　丁寧に挨拶をする紳士服の男が嫌なのか、エルフはその紳士を一度強く睨んでから、俺に視線を向けてきた。

「……ワタシは【白はく鯨げいの血長耳】から挨拶に来た者です。そこの邪じや魔まな男の話より、ワタシの話を聞いていた方が良いですヨ」

　女性特有の柔らかい声色だ。

「邪魔だとっ――」

　アンジェは青い瞳ひとみを細めると、眉間に皺しわを作り睨みを利かせた。

　鋭するどい視線と共に長剣の剣先をクリドススへ向ける。

「おお、コワイコワイ」

　クリドススは剣先を寄り目で見ると、楽しそうに笑う。両手を上へ向けて無手の掌てのひらをくるくると動かし〝戦う意思〟はないよ。と、アピールしていた。

「アンジェ」

　紳士風男はカールしている口髭をぴくりと反応させてから、静かに女の名前を呼ぶ。

　アンジェはハッとした顔を見せ、剣を収めて一歩後ろに下がった。

「まったく。その氷ひよう鈴りん剣けんといい、その髪色。アナタ、氷鈴のアンジェ、ですか？　意外に短気なのですネ」

「なんだとッ」

　アンジェは言葉を強めるが、さすがに剣を握にぎってはいなかった。

「クリドスス。あまり従者を挑発しないでくれたまえ……」

「はいはい、分かっているヨ。流石に【宵闇の鈴】の懐ふところ刀がたなと呼ばれる、〝斬殺のポルセン〟に〝氷鈴のアンジェ〟を、同時には相手にしたくないからネ」

　ふぅ、さっきから、わけわからん組織名と渾あだ名なが飛び交っている……。

　でも、俺を襲うわけではなさそうだ。黒猫ロロを呼び戻しておくかな。

　――口笛を吹く。後ろから黒猫ロロが現れ、俺の肩かたへ戻った。

　さっきまで剣けん呑のんな雰囲気で話し合っていた三人が一いつ斉せいに動きを止め、俺の何気ない行動に刮かつ目もくし、視線を集めてくる――何だろう、この空気感。

　奥歯を噛かみ締しめるような緊張感。それをわざと崩すように、言葉を出していた。

「……なぁ、どこぞの組織だが分からんが、俺に一体、何の用なの？」

「簡潔に言いますと、貴方を我が組織へ勧誘したいのです」

「ワタシも似たようなもんかなァ」

　この人らは宵よい闇やみの鈴と白鯨の血長耳。クナが所属してたのは棘いばらの尻尾とかだったかな。

　他にも、闇ギルドの組織はありそうだ。その瞬間、

「ふざけるな！　エルフで固められた血長耳が人族の勧誘など聞いたことがないッ！」

　アンジェの甲かん高だかい怒りの声が響く。

　彼女は青い綺麗な髪を靡かせ、女エルフを睨んでいた。

「あれぇ、バレました？　ですが、最近はエルフ以外の人員も採用しているんですヨ？」

　クリドススはアンジェの怒声や厳しい視線を受けても、なんのそのといったように目もくれず、なに食わぬ顔で答えていた。黒髭の紳士なおっさんも、このエルフの言葉に反応。僅かに目を細め鋭く睨む。口の端はしを上げて、会話を付け足すように話し出した。

「はは、最近では、そうみたいですな」

「そうそう。流石さすがはポルセンさん。我々の基本は少数精鋭特隊ですけどネ」

「そうでしょうな。こちらもあなた方とは何年も争あらそってるのでね。やり口は知ってるつもりです――」

　黒くろ髪かみの紳士なおっさんは帽子に手をかけながら、突とつ如じよ、横の家壁を歩き出す。

　お～ぃ、重力はどうなってんの？　足に魔力が異常に集まっているのは分かった。

　靴くつ底ぞこが仄ほのかに赤く光る？　特殊な靴なのかな？　何かの魔ま法ほうとは分かるけどさ……壁には血のような赤い足跡が残っている。その横壁に両足をくっつけた状態のおっさんは、にこやかに話を続けた。

「――今回はさしずめ茨の尻尾の幹部を殺った男を調べ【血長耳】に脅きよう威いになるかどうかを見定める為ために来たか。あるいは、他のギルドに入るようなら、この男を〝抹殺〟とかですかな？」

　えーと、俺を抹殺ですか？　余裕顔のエルフと同じように紳士のおっさんも笑え顔がおでキナ臭くさいことを語っている。目は笑ってないが……エルフは俺に視線を合わせ、口を開く。

「その通りでも、別にワタシはどっちでもよいんだけどネ」

　その通りなのかよっ、はぁ、めんどくさ。これ以上巻き込まれたくない。

「盛り上がっているところ悪いが、話すぞ？　まず、俺を誘って来た壁を歩く紳士なおっさんには悪いが、そんな組織に入るつもりないからな？　それと、君のエルフによる組織にも興味ないし、俺は脅威を与あたえるどころか平和を愛する一いつ般ぱん人じんだから、構わないでくれ」

「……ヘェ、興味ナイか」

　クリドススは呟つぶやいてから黙る。ニヤっとした寒気がする表情を俺に向けてきた。

「……残念です」

　そう力なく話すのは、重力を無視して壁に立つ紳士風の男。

　自身のカールした口髭の先せん端たんを掴むと、ぴんっと音がしそうな感じに真横へ伸ばし、機き嫌げんを損ねたのか眉み間けんに皺を寄せ厳しい顔つきで話し出した。

「しかし、貴方は〝暗黒のクナ〟を倒し、そこに転がっている【茨の尻尾】のメンバーを殺した。クナを倒したとはいえ【茨の尻尾】の勢力はまだまだ大きいですよ？」

　だから組織に入れか？　アホらしい……この髭面といい、余裕顔のエルフといい。

　闇ギルドとやらは随ずい分ぶんと上から目線で舐なめているな……。

「おいおい、舐めた言い方だな？　襲撃が怖いからそっちの組織の保護下に入れと？」

「いえいえ、貴方は強い。だから保護下ではなく。あくまで勧誘なのです」

　勧誘ね。口じゃそう言ってるが、どうみてもうちに入れば安心ですよってアピールをしている風にしか見えないが……改めて、壁で止まる紳士の顔をじっくりと観察。

　髪はポマードを厚く塗った漆しつ黒こく。帽子の跡が残る渋しぶいオールバックの髪形だ。

　眼がん窩かの奥にある黒茶の瞳に、額と頬ほおにある切り傷のような豊ほう麗れい線せん。

　その皺加減から、中年か初老ぐらいと判別できた。

　トレードマークと言える毛先のカールした口髭も印象に残る。

　しかし、あの口髭、整えるのに時間がかかりそうだな。

　そこでエルフの方も見た。クリドススは銀と緑が交ざったメッシュな短髪。中分けワンレンボブといった風な、切り揃えられた髪かみ型がただ。

　目元には濃こい銀色のアイラインが入り、頬には串刺しにされた白鯨の刺青いれずみが目立っている。さて、適当にあしらって逃げるか。

「……そうか？　今の流れだと、そんな風に聞こえるが……だが、まぁ無理だな。さっきから言っているが、君たちに興味はない。仮に、その【茨の尻尾】が俺おれに襲い掛かってきても、その都度、お返しをしてやるさ。しつこかったら逆に〝潰つぶして〟やるよ」

　青髪の女は俺の言葉を聞くと、目を見開き、馬ば鹿かにするように笑う。

　そのまま、一歩前に出て小さい口を開いた。

「えっ、潰す？　組織を個人で？　馬鹿じゃね？　パパなら分かるけど、あなたじゃ無理でしょ？　馬鹿なの？　それに折せつ角かくパパが誘ってるのに、断る気なの？」

　蓮はすっ葉ぱな口調だ。

「――アハハ、面白おもしろいネ。ワタシ、気に入ったヨ」

　エルフ女は大げさに腕を広げては、手を叩き、青髪女のガサツな話を潰すように言葉を重ねていた。そんな争いは無視。

「そうだよ。と、言うことで、これで話は終しゆう了りよう。俺は帰る。もう後をついてくるなよ？」

「――そうですか。残念です」

「え、ポル、パパいいの？」

　紳士風の男は帽子を被り直し、本当に残念そうな表情を浮うかべる。

「あぁ、よい」

　よいの部分に愁うれいがあったが、潔いさぎよいのか諦あきらめたのか分からないけど、俺は路地を進み、逃げるように走る。

「ワタシは諦めないかもヨ～でも、ワタシも忙いそがしいからなぁ。仕方がない。ばいばい」

　背後から、そう、ふざけたエルフの女性の声が聞こえるが――無視。

　足早に路地の奥へ向かった。黒猫ロロは肩から背中へ頭ず巾きんの中に潜っていく。

　ゆっくりとしたいらしい。さて、もう不審な魔素の気配は感じない。

　追ってくる奴やつはいないようだなと、溜ため息いきを吐きながら念のため〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉を使用すると――女の匂においをキャッチした。

　続けて、匂いの情報を後追いするように掌しよう握あく察さつの範はん囲いにも一人、俺を尾行している魔素を感じ取る。またかよ。追いかけてくるな。と警告したのに……だんだんと、その背後の魔素は近付いてきた。さっきの女エルフか、青剣をもった女かも知れない。

「ロロ、また誰だれか来そう。一応注意ね」

　黒猫ロロは頭巾の中から顔を出し「にゃお」っと軽く返事をしている。

　宿屋まで急ごうかと思ったが、もうこの際だ。

　用があるやつは片っ端から会ってやろう。逆に開きなおった。

　そして、背後から来る気配を立ち止まって待つことにする。現れたのは、やはり女だった。あれ？　だが、さっきの生意気な青髪女やエルフではない。美女が俺を睨んでる。

　女は近付いてきた。一応は魔闘術を使うようだ。

　足に魔力を溜めている。女の小さい唇くちびるが動き――。

「待っていたのか。怪かい物ぶつ」

　いきなりの言葉が怪物とは。ん？　あれ？　この女、何処かで見たような。

　黒くろ革かわ鎧よろいを着た冒ぼう険けん者しや風ふうの人族女性。背が高い女性。背中から武器を抜いてくるし、抜くなよなぁ～武器は両手剣系のクレイモアか？　あ、思い出した。

　教会前に居た俺に睨みを利かせてきた女だ。あのウェーブが掛かった髪。耳には白いピアス、鼻も高く整っている、あの綺麗な女だ。間ま違ちがいない。

「……待っていたのか、じゃないよ。君、武器を抜いてるし、それに、いきなり怪物？」

「そうだ。誤魔化さなくていいぞ――」

　女はそう冷たく言い放ち、両手剣の剣先を俺に向ける。

　剣を突き出した形で襲いかかってくる。

「いきなり攻撃か――」

　そう言葉を発すると同時に右へ走った。黒猫ロロも同時に頭巾から後方に飛び出すように跳躍。地面に着地すると、すぐにむくむくっと姿を大きくして、戦せん闘とう態勢へ移行した。

　黒猫ロロは跳ねるように前方へ駆けながら触手骨剣を女へ向けて射出。

　女は突とつ然ぜんの骨剣に驚おどろきながらも反応していた。両手剣の半ばを左手で持ち、防ぼう御ぎよの構えから巧く上下に両手剣を扱い、触手骨剣を弾はじき往なしながら後退していく。

「――使い魔だと!?　ヴァルマスク家ではないのか？」

　そんな聞いたことのない単語を吐きながら、黒猫ロロの伸縮自在の触手骨剣の攻撃を防いでいた。だが、素早い連撃に女の笑みを含んだ余裕の顔つきが、完全に消えている。

　まぁ、まだ何とか毒どく蛇じやの構えから両手剣を小刻みに動かして防いではいるが、筋力的にも限界だろうな。女はもう完全に防戦一方となる。

　このまま黒猫ロロの動きの見学を続けてもいいけど、それはまた今度。

　今はこの女から情報を入手しときたい。

「ロロ。もういいぞ。戻ってこい」

「にゃにゃぁ」

　それを聞くと、黒猫ロロは触手から骨剣を引っ込めて収しゆう斂れん。

　すぐに俺の足元に走って戻ってきた。

「はぁはぁ、なっなぜっ、退ひく？」

「んじゃ、なぜ、いきなり戦うんだ？」

「それは、お前が怪物だからだっ！」

　――と、今度は投げナイフですか。投とう擲てきされたナイフを黒槍で打ち落としていく。

「ロロ、下がってていいよ」

　黒猫ロロは指示通りに、後方へ跳躍して離れていった。

「いきなり怪物とは、ひどいな。その根拠はなんだ？」

　まぁ、この女の言っていることは正解なんだけど……。

　もしかして、本当に俺のことを知っているのか？

「はは、お前、まだしらばっくれるのか？」

「そうだよ」

「ふん、ヴァンパイア特有のスキル、〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉を使用していただろう？」

「えっ？」

　びっくり。確かに使用していた。

「わたしは、そんじょそこらの魔道具頼りの奴ら冒険者とは違う。自らが、ヴァンパイア特有のフェロモンを感じ取る事が出来る。感応スキル持ちなんだっ、エーグバイン家特有のヴァンパイアハンターの資質を備えた、な！」

　なっなんとっ、そんなスキルがあるのかよ。またまた驚いた。

「……ヴァンパイアハンター？」

　内心驚きながらも、表情には出さずに疑問形で返す。

「そうだ。お前は都市のど真ん中で〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉を使用していただろう？　その時からわたしはお前を〝マーク〟していた。昼間から歩けるのはおかしいと思ったが、高祖ヴァンパイアやヴァンパイアハーフならあり得るからな」

　女は得意気に語っている。

「んー、それだけか？　似たようなスキルだから〝たまたま〟反応しただけかも、とかは考えなかったのか？」

「こざかしい――」

　息を整えていた女は両手剣を寝かせた状態で、薙なぎ払はらってきた。俺は急ぎ頭を下げ、その剣けん刃ばを躱す――ブンッと両手剣が頭上を通りすぎる音が耳に響く。

　こいつはあくまでも。女は握り手に力を入れ両手剣を返し、また薙ぎ払ってきた。

　――俺を殺したいらしい。と、また、身を退いて大剣を躱す。

　女は俺に斬撃を躱かわされても、気にせずに両手に力を入れ、両手剣での水平を維い持じした薙ぎ払う動きを繰り返してきた。

　この女、まだまだ懲こりないな。今度は躱すのではなくて迎え撃つ。

「無む駄だだっ」

　俺は声を荒らげて、横から迫せまる両手剣の腹を黒槍で打ち上げた。

　両手剣は大きく弾はじかれ金属音が鳴り響く。女は顔を醜みにくく崩くずし、一いつ旦たん距きよ離りを取った。

　すると、突然に、地面へ向けて両手剣を突き刺す。

　ん？　戦闘をやめるのか？　そう思った時――女は両手を腰ベルトに突っ込み、何かを取り出した。それを投げつけてくる。一いつ瞬しゆん、投げナイフか？　と思ったが、違った。

　空中でそれは複数に分裂。蜘蛛くもの糸のような白い線が、一斉に目の前で拡散っ、広がる。

　俺の手足に粘着糸のような物が大量に付着し、糸は地面と繋つながった。

「これで動きは封じたわ。対ヴァンパイア用の銀光蜘蛛よ。もう動けないはず。ほんとちょこまかと動いてくれちゃって、聖剣グリュドボルグの刃を味わわせてあげる――」

　女は勝ち誇った顔を向け、舌舐めずりをしている。地面に刺した両手剣を引き抜くと、その勢いのまま突とつ進しんしてきた。糸が大量に付着している右みぎ腕うでが動く事を確認。

　この糸、緩ゆるいけど、本当に動きを封ふうじているのか？

　俺は強ごう引いんに糸を引ひき剥はがし両腕を振り上あげ、攻勢に転じた。

「ちょッ」

　女は驚愕の声を上げ、途と中ちゆうで突っ込んだ体勢を止める。

　――隙ありすぎ。俺は〈魔闘術〉を全身に纏い上背を生かすように、黒槍を上から下へ撃うち下おろしてやった。女は急ぎ、頭上へ両手剣を掲げ持ち、黒槍の銀を帯びた刃を受け止めている。金属が凹へこむような鈍い音が響く――防ぐ事は予想していた。

　これで、彼女は防御を意識しただろう。後はこっちのペースだ。

　そこからは穂ほ先さきと石突を交こう互ごに使い分け、細かく上下に突いてやった。

　女は次し第だいに、俺の攻撃を受けきれなくなっていく。

「ハァハァ――」と、息を乱し、両手剣を下げた――その隙を見逃す訳もなく。

　近々距離戦に〝敢あえて〟移行した。ウェーブ髪が乱れた女に近寄りながら、腕を狙う。

　銀を帯びた黒いタンザの槍の後方部である石突部位を八の字から円を描えがくように小刻みに揺らしながら相手の腕関節を黒蛇の如ごとく搦からめ捕とる。

「痛っ――」

　女は両手剣を持っていた右腕が捻られ苦痛の表情を浮かべた。

　この女にとっては未知の痛みだろう。更に黒槍を動かすと、痛みに我が慢まんできず、握り手を放し両手剣を地に落としていた。そこで関かん節せつ技わざに利用した黒槍を引くように解き下弧線を描きながら女の踵かかとを引ひっ掛かけて掬すくい、転倒させる。

「あっ――」

　そのまま、女の上にのし掛かる。

「ぐ、くそっ」

「近くでみると、より美人だな？」

「んなっ、ふっざッ――」

「おっと、暴れるなよ？」

　俺は完全に女の両手を塞ぎ、マウントポジションをゲット。そこに――。

「にゃおん、にゃ、にゃぁ」

　離れて見ていた黒猫ロロがいつの間にか、俺の側に来てたようで、柔らかい肉球を女の額へ押し当てていた。しまいには女の鼻あたりをぽんぽんっと叩いてるし……。

「ちょっ、ちょっと猫ねこの足、カワイイけど、臭うわっ止やめてよっ」

「ロロ、肉球臭いってさ。もっと嗅がせてやれ」

　黒猫ロロは肉球を判子のように女の鼻へ押し当てる。

「――なにっ、もう、くっ、くせになりそうな匂いね……」

　グッドスメル？　お前も猫マニアの一員になってしまったか。

　新たな性癖を目覚めさせてしまったようだ。これ以上、お得な気持ちにはさせられない。

「ロロ、離れていいぞ」

「にゃ」

　黒猫ロロは軽く鳴くと俺の背後へ移動してくる。

「さて、俺はお前をこのまま、殺すこともできる。だが、放してやろう――」

「えっ？」

　俺は立ち上がり、女に向けて手を出していた。

「なぜ、血を吸わず、殺さない……」

　女は俺の手を無視して、睨みながら話す。

「美人な女は殺さない主義なんでね」

「……ヴァンパイアの癖に、口説くつもり？」

「冗じよう談だんだ。殺さないのはお前がさっき話していた事を知りたいのと、俺をヴァンパイアだと思い込んでる、その誤解を解こうと思ってな」

　俺がヴァンパイア系の新種族と明かすつもりはない。

　細かく言えば、本当にヴァンパイアじゃないし。

「誤解？　なに言って――」

　その女の声を掻かき消けすように、語気を強め話す。

「うるさいなっ、何なら光系の攻撃とかヴァンパイア系に効く聖なる水とかないのか？」

　適当に言ったが、一瞬、女の視線が自分の革ベルトに向いていた。

「あるなら俺にそれを浴びせてみろよ。まっ、さっきの糸と同じ結果だがな」

「くっ、待っていなさい……」

　女は睨みを利かせながらそういうと、差し伸べていた俺の手をパンっと小気味いい音を立てながら右手で弾き、一人で立ち上がると、腰ベルトに手をかける。

　彼女はベルトに連結している小物入れから、何かの液体が入った小こ瓶びんを取り出して、蓋ふたを開けていた。

「ははは、バカなヴァンパイアね。身を焦がし後悔するがいい――」

　女はまた勝ち誇った表情を浮かべて偉えらそうに語ると、手に持っていた小瓶を俺に投げつけ謎なぞの液体をぶちまける――びしゃっと。冷たい。味はただの水だな……。

　そう、光属性持ちの俺には当然の如く……何にも反応がなかった。

　こんな水溶液でもヴァンパイアに効くらしい。やはり、聖水って奴か？　俺が液体を浴びても平然としている様子を見て、女は表情を変えていく。

　血の気が引いていくとは、あんな感じなのだろうか。

「これで、わかっただろう？」

「え、え、えぇぇ、ほんとうだ……」

　女が明らかに狼ろう狽ばいしているのが分かる。

　目が泳ぎ、額から変な汗あせが噴き出しているのが見えた。

「ふむ……」

「うっ、ご、ごめんなさいっ」

　女は頭を下げ平謝り。ちょっと、仕返しをしちゃうか。

　そこで〝ヴァンパイア〟系らしく。ニヤっと邪じや悪あくな笑みを浮かべた。

「え～っと。皮服が濡れちゃったなぁ。剣でいきなり攻撃も受けたし、あの攻撃、普ふ通つうの人だったら死んでるよねぇ……」

「ぁぅ、本当にごめんなさい……」

　女はそういうと、慌あわてて綺麗な布を取り出し、俺の体を拭き出した。

「そうそう、濡れちゃったんだよねぇ、モットシ――」

　と、変な方向に持っていこうとするのを自重した。

「はい、もっと下ですね……」

　はぅあっ、この女、聞いてたのかっ。

　女は俺の股こ間かん部分を拭こうとするが、急ぎ離れた。

「いっいや、もういい。下はあまり濡れてないから」

「……はぃ」

　女の表情はどこかホッとしてるようだ。

「あの、本当にごめんなさい。わたしのスキルでこんなことは、今まで一度もなかったから……」

　また頭を下げてる。この女、さっきまでの口調や態度とは全然違うな。

　随分と、しおらしくなっちゃって。根は良い奴なのかな……。

　それにしても、〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉を感知するスキルがあるとはなぁ。今後は使用するのを控えた方がよさそうだ。ついでだ。そのスキルについて聞いてみよ。

「謝罪は、もういい。とりあえず頭をあげてくれ」

「はい、ありがとう」

「それと、聞きたいことがある。さっき話していたスキル。感応スキルか？　それは対ヴァンパイア用のスキルなんだよな？　確かエーグバイン家がなんちゃら、と話していたが……」

「そうよ。でも、家の事はあまり話したくないわ」

「秘密なのか？」

「えぇ……」

　秘密か。それにしてはぺらぺらと喋っていたが……少し、頼たのんでみるか。

「出来れば話して欲ほしい。詳しよう細さいを話してくれたら、俺を襲った事はチャラにしよう。どうだ？」

「チャラ、うっ、しょうがないわね。わかったわ。話すわよ」

「おっ、ありがたい。ここじゃ何だから、俺が泊まってる宿部屋でいいか？」

　その言葉を聞き、女は一いつ瞬しゆん眉まゆを顰ひそめる。

「え？」

「いや、あっ、襲ったりしないから大だい丈じよう夫ぶだぞ。それに襲うならさっきやってるだろう」

「……それもそうね」

「それじゃ、ついてきて」

「あっ、うん」

　宿の部屋は狭せまいが、話を聞くだけだ、構わんだろう。宿屋に向かうため女を連れて狭い路地を歩き出した。黒猫ロロはそんな背後を向いた俺の肩に跳ちよう躍やく。

　勝手に背中にある頭巾の中へ潜もぐっていった。そして、大通りに面した小さい宿屋サイカに到とう着ちやく。女をホテルへ連れ込むように扉とびらを開けて入る。宿の主人に白い目で見られたが、気にせずに狭い廊下を通り、部屋へ案内した。

「さ、狭いが入ってくれ」

「ほんとに狭っ」

「悪かったな。そこの寝しん台だいに座すわってくれ。俺はここで聞くから」

　腕を組みながら部屋の入り口に肩を寄せる。

　視線を女に向けた。そこに、黒い影が――と思ったら黒猫ロロだった。

　頭巾の中にいた黒猫ロロが寝台へ向けて跳躍しているし。

「きゃっ」

「にゃにゃぁ」

　黒猫ロロは寝台に着地すると、『これはわたしの物ニャ』と、言わんばかりにくるくるっと寝台上で回り、枕もとを占領した。

「びっくりしたぁ、でも、カワイイわね。この子、触さわってもいい？」

「どうぞ、ご自由に」

　女性にしては大きい手で、頭からビロードのような背中の毛並みを伸のばすように尻尾まで、撫なでていった。黒猫ロロはゴロゴロと喉声を鳴らす。
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　全身をマッサージされていると思っているのか、瞼をゆっくりと閉じたり開いたりして、温和な表情を浮かべてはリラックスしていた。

　女は途中で「カワイイ」と小さく呟きながら撫でるのを楽しんでいる。

　こういう光景をみると、黒猫ロロが女に撫でさせてあげているという感じにも見えてきた。

　猫の不思議な魅力。猫の神髄、神しん獣じゆうでもあり可愛かわいい猫。

　あぁ、俺も撫でたくなってくる……今は、我慢だ。

「ほんっと、こんな可愛い子が……あんな風に少し大きくなって、触手を出して襲おそってくるなんてね。あ、隣となり、失礼するわね。黒猫ちゃん」

　女はそんな風に話しかけながら黒猫ロロの撫で撫でに満足したのか、装備を床ゆかに置き寝台上に腰を掛けて座った。

「そいつの名はロロディーヌ。ロロだよ。それで、俺の名前はシュウヤ・カガリ。シュウヤでもカガリでも、どっちでもいい」

「そう。ロロちゃんというのね。わたしの名はノーラ、ノーラ・エーグバイン」

「ノーラか、挨拶が遅れたな。よろしくたのむ」

「こちらこそ。よろしくね。シュウヤ」

　そんな簡単な挨拶の後、ノーラは一呼吸置いておもむろに口を開く。

「……それで、何から聞きたいのかしら」

「まず、エーグバイン家や、ヴァンパイアハンターの話を聞かせてくれ」

「了りよう解かい、わたしは……エーグバイン家十代目当主。サーマリア王国の南部オッペーハイマンという小さな地方貴族出身よ。そして、エーグバイン家はヴァンパイアハンターを代々輩出している一族でもあった。という訳」

　一族でも〝あった〟か。ま、深くは聞かんとこ……。

「へぇ、それで、その伝統あるヴァンパイアハンターさんが、何故なぜここに？」

「暫しばらく前にヘカトレイルで魔法ギルド員が虐ぎやく殺さつされる事件があったでしょ？　その犯人が魔ま術じゆつ師しらしいんだけど、どうも魔族や闇ギルドが関係していると噂うわさを耳にしてね。そこにヴァルマスク家も絡からんでいるんじゃないか？　と、推察してここに来たの。ヴァンパイア出没が多いベンラック村も気になるけど。ま、本当のところは行方不明の妹を捜さがしているからヴァンパイアの事は二の次なんだ」

　行方不明の妹？　それと、魔術師はゾル・ギュスターブの事か。ゾルの日記にヴァンパイアハンターに関する女性やヴァルマスク家とかは書いてなかったけどな。

「妹の為か。それ関係でヴァルマスク家を追っていると。で、ソイツらは一体何なの？」

「オッペーハイマン地方では古いにしえから伝わるヴァンパイア一族の名前よ。〝始祖の十二支族家系図〟に載る程ほどの一族らしいわ。使い魔などを使わずに〈従者〉を伴ともなう二人か、一人だけで人族を襲うことで有名ね。わたしの一族はそんなヴァンパイアたちと戦ってきたの。感応スキルでヴァンパイアを探知できるからね。だけど、調査していた妹が突然、行方不明に……その行方を捜し情報を得ていくと、一人のヴァンパイアとの接点を見つけたの。それがヴァルマスク家だったというわけ」

　へぇ、そんなストーリーがあるんだ。映画みたいだな。

「だからか。その感応スキルに反応した俺を、勘違いした理由」

「そうよ。悪かったわ。言い訳じゃないけど、こんなことは、未だかつてなかったことだから……」

　ノーラはそうとう応こたえたらしく、顔を俯うつむかせてしまう。

「そう、落ち込むな。綺き麗れいな顔が勿もつ体たいない」

「……まったく、だれのせいで……」

「あ、はは、そうだな。俺のせいか」

「ふふ」

　おっ、やっと、笑顔を見せた。大人びているけど、かわいいじゃん。

　と、美人なことは置いといて、もう少し話を聞かないとな……。

「もう一つ聞きたい。ノーラみたいなヴァンパイアハンターは他に存在するのか？」

「勿もち論ろん。というか、おかしなことを聞くのね？」

「おかしなこと？」

「だって冒険者がヴァンパイアハンターみたいな者でしょう？」

「それはそうだが、君のような専門的な冒険者は多いのかなっと」

　ノーラは指先を顎あごに置いて話していく。

「それはそうね、確かに、わたしの一家のような専門的存在はそうはいないでしょう。けど、遠いけど国単位でやってるところもあるわ。その代表的なのが、神聖教会を有する【宗教国家ヘスリファート】。この教会騎き士しが有名ね。その中でも、教皇庁の直属部隊〝ディスオルテ〟というのが〝魔族殲せん滅めつ機関〟として有名。ヴァンパイアだけじゃなく魔ま界かいから出現する悪あく魔まや魔族その物を倒たおす専門機関だけどね」

　宗教国家。教皇と神聖教会の話は師し匠しようの座学の時に覚えていた。だが、魔族殲滅機関、ディスオルテの名は初めてだ。適当に話を合わせとくか。

「ディスオルテに宗教国家か」

「知らないの？　ま、当然か。地域によって宗教観は違うでしょうし、この地域は多くの神々を信しん仰こうしている地域。貴方あなたはここよりもっと、南の方の出身なのかしら？」

「まぁ、似たようなもんだ」

「そう……宗教国家ヘスリファートはここからだとマハハイム山脈の北にある大砂漠の国【アーメフ教主国】を越こえた、豊かな森、大きい湖がある遠い国だからね。光神ルロディスの教えを布教する神聖教会の権威があっても、ここでは流石さすがに僻へき地ち扱あつかいよ。城じよう塞さい都市ヘカトレイルも十分に大きな都市なんだけど」

　宗教国家ヘスリファート。何度か出てきている名だな。一応、覚えとこう。

「ここにも教会はあったよな。あの大きさの教会で僻地扱いなのか？」

「そりゃそうよ。宗都ヘスリファートにあるヘスリファ大聖堂に比べたらヘカトレイルの神聖教会は小さいしシンプル過ぎるといった感じかしら？」

「あれで、小さいのか」

「えぇ、でも、小さいとはいえ、ここの神聖教会にも司教ビシヨツプから連なる司祭プリーストや助祭アコライトの戦職を持つ聖職者はいるの」

　光を扱う戦闘職業に大聖堂かぁ、フランスのパリで中世頃ごろに建築されたノートルダム大聖堂はイメージで浮かぶけど……異世界セラの大聖堂。いつか見たいな。

「……聞きたいのは、これぐらい？」

「あぁ十分だ。ありがと。宿の外までご案内しますよノーラ嬢」

　俺は執事にでもなったかのように、頭を下げ腕を出した。

「はいはいっ」

　ノーラはそう言って、腕を振ふり俺の冗談を軽く流して部屋を出ていった。

「それじゃ、わたしは消えるわ。襲ったことは本当にごめんなさい」

「いいさ、またどこかで」

「えぇ」

　ノーラは笑顔で頷うなずくと大通りを歩いて人混みに消えていった。

　さて、美人さんは忘れないけど、ヴァンパイアがどうたらは一いつ旦たん忘れて、ステータスをチェック後にアイテムボックスの中身を調べるとするか。




　俺はそのまま宿部屋に戻もどり、素す早ばやく寝台に座る。




　ステータス。

　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：２２

　称しよう号ごう：神獣ヲ従エシ者

　種族：光魔ルシヴァル

　戦闘職業：魔ま槍そう闇やみ士し：鎖くさり使つかい

　筋力１９．１→１９．２敏びん捷しよう１９．９→２０．０体力１８．０→１８．２魔ま力りよく２３．０→２３．２器用１８．１精神２３．４→２３．７運１１．０

　状態：平へい穏おん




　敏捷が二十に到達。精神もクナの魂たましいを吸い取ったから上がっている。

　スキルステータス。




　取得スキル：〈投擲〉：〈脳脊魔速〉：〈隠身ハイド〉：〈夜目〉：〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉：〈血鎖の饗きよう宴えん〉：〈刺突〉：〈瞑めい想そう〉：〈魔ま獣じゆう騎き乗じよう〉：〈生活魔法〉：〈導どう魔ま術じゆつ〉：〈魔闘術〉：〈導どう想そう魔ま手しゆ〉：〈仙せん魔ま術じゆつ〉：〈召しよう喚かん術〉：〈古代魔法〉：〈紋もん章しよう魔ま法ほう〉：〈闇穿〉：〈闇穿・魔ま壊かい槍そう〉




　恒こう久きゆうスキル：〈真祖の力〉：〈天てん賦ぷの魔才〉：〈光こう闇あんの奔ほん流りゆう〉：〈吸魂〉：〈不死能力〉：〈暗者の適応〉：〈血魔力〉：〈眷けん族ぞくの宗そう主しゆ〉：〈超ちよう脳のう魔ま軽けい・感覚〉：〈魔闘術の心得〉：〈導魔術の心得〉：〈槍組手〉：〈鎖の念導〉：〈紋もん章しよう魔ま造ぞう〉




　エクストラスキル：〈翻ほん訳やく即そく是ぜ〉：〈光の授印〉：〈鎖の因子〉：〈脳のう魔ま脊せき髄ずい革かく命めい〉




　ステータスのチェックを済ませ、次は腕輪をチェック。

「オープン」




　◆：人型マーク：格納






　アイテムインベントリ ２８／８５




　中級回復薬ポーション×１５４

　中級魔力回復薬ポーション×１１０

　高級回復薬ポーション×４３

　高級魔力回復薬ポーション×４４

　金貨×２５

　銀貨×８８

　古魔書トラペゾヘドロン×１

　月げつ霊れい樹じゆの大おお杖つえ×１

　祭司のネックレス×１

　魔力増ぞう幅ふく薬ポーション×３

　闇言語魔ま法ほう闇壁ダークウオール×１

　暗冥のドレス×１

　帰りの石玉×１１

　紅鮫革がわのハイブーツ×１

　雷らい魔まの肘掛け×１

　宵闇の指輪×１

　古王プレモスの手記×１

　ペーター・ゼンの断章×１

　ヴァルーダのソックス×５

　魔界ゼブドラの神絵巻×１

　暁の古文書×３

　闇やみ紋もん章しよう魔ま法ほう闇枷グラバインド×１

　ロント写本×１

　十天邪像シテアトップ×１

　影かげ読よみの指輪×１

　火か獣じゆう石せきの指輪×１

　鍵束×１

　魔ま剣けんビートゥ×１












　腕輪の上にウィンドーが表示されアイテム欄らんが表示される。このボックスの中に背はい嚢のうの中身を全部入れちゃうと、収納数が満杯になっちゃいそうだな。背嚢ごと、この中に入れれば大丈夫かもしれない。

　でも、最低限の荷物は表に出しておかないと、逆に不自然か。

　さて、気になるアイテムを調べるか。







第二十一章「トラペゾヘドロン」







　この古魔書トラペゾヘドロンを調べよう。早さつ速そくタッチ。

　出てきたのは、見た目が黒板のような本だった。黒板を掴む。感かん触しよくは鋼鉄のよう。掌てのひらの上に、その鋼鉄状の板のような本を置いて見た。鋼鉄の表面には手形のような跡と古代の文字で刻まれた字がある。パレデス・二十四の鏡、トラペゾヘドロン・ゲート魔法と刻まれていた。これゲート魔法なのか。とりあえず、この手形に右手を置き、合わせてみよう……何も反応なし。冷たい感触のみだ。

「《トラペゾヘドロン》」

　表紙に刻まれた言葉を発した。すると、鋼鉄の本が反応。

　まず鋼鉄の手形がぐにゃりと撓たわみ変形。次に柔やわらかくなり液体状に変化すると手を侵しん食しよくするように金属液体が一瞬で広がり、手首を越えて腕まで金属で埋うまってしまった。

　俺おれの右手と鋼鉄本が完全に融ゆう合ごう……くっついちゃった。

　左手の指を伸ばして……右手と本のくっついた部分をツンツクツン。硬かたい。素早く硬い。

　ヤバイ、ヤバイぞ。これからは右手をハンマーとして過ごさなきゃいけないのか？

　あぁ、発散用の右手が使えなくなるのか……たまに使う左手だからこその使い心地だったのに、これからは左手だけで頑張れと、神の啓示か。おっぱい研究会も卒業か。

　――生体時空属性確かく認にん。

　――声音固定。

　――ゲート魔法、トラペゾヘドロン起動。

　ぬおっ、突とつ如じよ、機械的な音声が脳内に響ひびいた瞬しゆん間かん、手と合体した鋼鉄の表面に幾いくつもの縦や横にひび割れたような黒線の亀き裂れつが入っていく。

　ひび割れた黒線からは灰色の光が漏れ出ていた。

　これ、割れそうだ。なんか生まれるのか？　うひょ、本当に割れちゃった。

　鋼鉄本の表面がパカッと音を立て、真っ二つに。

　割れた中から現れたのは多数の面体を持つ球体だった。多面球体は自動的に宙へ浮うかぶと、下から空気を吸引するように鋼鉄本を吸収。手と同化していた鋼鉄状の物体も剥がれ縮小されながら、どんどん宙に浮く球体へ吸い込まれてゆく。やがて、手に吸着していた鋼鉄状の謎物体は全すべて取り除かれた。おお、やった。消えてよかったぁ。

　金属の全てが、この多面球体に収まったらしい。多面球体は宙に浮かんだ状態で、静止している。謎だ。この多面球体は何がしたいんだ？

　浮いている多面球体を指で掴つかみ、掌の上に乗せてみた。

　表面はガラスっぽくて半はん透とう明めいだ、十センチ大はあるか……ＴＲＰＧで使いそうな多面体ダイスにも似ている。というか、ダイスにそっくりだ。

　面にはうっすらと赤色で数字と記号が刻まれてある。

　浮いている多面体の球を手で鷲掴みにすると、光が多面体の面から溢れ出るように広がり、球は動き出だす。少し怖くなり、掌を広げた。多面球体はぶれるように掌から離はなれ宙に浮かぶと、俺の頭を一周して自動的にぐるぐると、自立回転を行っていた。

　黒猫ロロもその球体に即そく座ざに反応。回転している物体を追いかけてキョロキョロと頭を回している。何だ、怖がらせやがって、回っているだけか。

　また、回ってる球を左手で掴む――掴んでも、その球体は僅わずかに回転している。

　そんな多面球体の沢たく山さんある面の一つ一つを確認していく。

　面は全部で二十四面まであるようだ。それぞれ彫ほられている記号文字も違ちがう。

　小さく一と書かれた面の記号文字にタッチしてみた。

　すると指で触った記号が反応。記号の溝が、赤から薄うす緑みどりに変わっていた。

　これはもしかして――と考えてから、指で溝となっている記号部位をなぞると、赤から緑に――指でなぞられた部分の色が変わっていく。記号の色が全部緑へ変わったその瞬間――なぞった面から灰色の光が発生。同時に球体の回転が止まり球体自体が折り畳まれて、自動的に面と面が重なる。球体だったモノは一つの面に集積されてしまった。

　その一つに集合した面から、またもや灰色光が発生。上と下に、その光は拡大――広がっていく。おぉぉ、これがゲートか。感動する。寝台前のちょっとした空きスペースに、ゲートである光輪が縦長に広がっていた。大きさは大人が一人、二人入れそうなサイズ。

　まさに、光の扉だよ。ゲートの向こうは部屋の内部のような、倉庫の一部と見られる光景が見える。向こうへ行ってみるか？　でも、戻り方とか分からない……。

　まぁ、それも人生だ。少し怖いけど、おもしろそう。

「ロロはどうする？」

「にゃお」

　と、黒猫ロロは俺の肩かたへ飛び乗った。へへ、お前も行く気まんまんだな？

　いざ、新天地へＧＯ！　そう笑えみを浮かべながら黒槍を握にぎって目の前のゲートを潜くぐった。

　ゲートの先は、覗のぞいていた通りの印象。倉庫部屋みたいなところだった。

　黒猫ロロは興奮しているのか肩から荒めに跳躍し、見知らぬ床に着地。

　鼻をくんくんと、動かしながら部屋を歩いていく。机の嵩かさ張ばる角を見つけると、髭ひげと頬ほおの部分を擦り当てている。やることは、縄なわ張ばりの匂におい付けかい……そんな黒猫ロロの行動に心の中でツッコミを入れながら、背後のゲートを見ると、そこには鏡があった。

　どうやら、俺はこの長方形の鏡の中から出てきたらしい。鏡は光ってるがこっち側からは向こう側が見えないや。と、向こう側を見ようと光る鏡を見ていたら、鏡から発生していたゲートの光は消え、真っ暗になってしまった――真っ暗。辺りを見て回る。

　スキル〈夜目〉を発動。だが、〈夜目〉をすぐに解除。

　ここは光源があった方がいい。光と言えば、あの指輪があるからな。

　小指に無理やり嵌はめてあるトライフォースの金属装飾が付いた指輪を翳かざす。

　指輪を触り意識してライトボールと念じた。クナが発生させたのと同様に光の球体が誕生。黒猫ロロの目が輝板タペータム効果で光って見えた。

　光源が天てん井じように移動すると、部屋の全貌が明らかになる――部屋はそんなに広くはない。

　左ひだり端はしと右みぎ奥おくには二つの出入り口がある。

　鏡の周りには古めかしい彫ちよう像ぞうや高そうな瓶にマネキンが置いてあった。

　マネキンには女性の高級ローブ系の服が重ねて飾かざられてある。

　剣や盾たてといった飾りがついた武具系の品もあちこちに散乱して、床には本や書類に地図のような羊皮紙に女の衣服が多数散らかっていた。この部屋の家主は金持ちそうな感じを受けるが、この散らかり様を見るとそうでもないのかもしれない……。

　片付けられない女とかの部屋によくあるイメージだ。

　と、いった感じにプロファイリングしたところでしょうがないのだが……。

　それよりも鏡が気になったので、鏡に注意を向ける。

　鏡の縁へりはシンプルな作りだった。頂点の丸みを帯び盛り上がった箇か所しよには飾り付けがあり、その真ん中には、さっきゲートの元になった球体が埋め込まれてある。

　二十四面体がぴったりと嵌まっていた。鏡に嵌まっている多面球体を見ていると、飾り付けの部分がパカッと開く。おっ、多面球体が自動的に外れていた。

　外れた多面球体は自立回転しながら、先さき程ほどと同じように俺に向かって飛んでくると、また、頭上周りを漂い回り始めている……この多面球体が、この鏡と繋がっているのか。

　回っている球体を掴み、面を一つ一つ見ていく。この記号をなぞれば、その面に属したゲートが発動する。ちょちょんっと指先で表面にある記号を触ると、その接せつ触しよく部位だけが緑色に変化していた。今度、二面と三面に刻まれてある謎の記号をなぞり出現するだろうゲート先、鏡の先を確かめたい。目の前にある特別な鏡。

　これが世界の何処どこかに二十四個存在するという事。

　ダイスのような多面球体の触り心地に満足してから、胸ベルトのポケット袋ぶくろに多面球体を仕し舞まっておく。あと、この特別なゲートの鏡は貰もらっておこう。

　でも、大きさ的にアイテムボックスの中に入るかどうか……腕輪の格納を押おして真っ黒なウィンドーを表示させる。そして、片手で鏡を持ち上げて、そのウィンドーの中にすんなりと入った。ある程度の大きさなら入るようだ。

　次はこの部屋を調べてみようか。書類や本が嵩張ってる机を調べよう。

　随ずい分ぶんとばらばらだなぁ……ここの家主は整理整頓も苦手らしい。







第二十二章「潜入」







　机の上はカオスな状じよう況きようだ。どっさりと積まれてある羊皮紙書類の山。

　嵩張る羊皮紙の上記に、でかでかと魔ま獣じゆう納品リストと、分かりやすく書かれてある束があったので、軽く捲めくって目を通していく。

　そこには様々な魔獣名、禁輸印が記されてあるモンスター名が羅列表記され、【ペルネーテ】【ファダイク】【グロムハイム】【タンダール】の各都市行きと書かれてあり、最後にプレセンテ魔獣商会の押おう印いんがされてあった。

　領収書のようにも見える。その多くの書類の中で、最も行き先が多いのが【鉱山都市タンダール】行きの【ガイガルの闇】宛になっていた。

　折られた手紙らしき物もあったので、広げてみる。
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　クナ様

　この度たびは沢山の使役モンスターを輸送して頂きまして、本当にありがとうございました。クナ様のご尽力のお陰かげで、我わが闇ギルド【ガイガルの闇】は、現在タンダールの都市において勢力が急激に伸びております。我らのマスターである、サソリ様も大変喜んでおられました。お礼の金貨は同封しておりますので、後でご確認ください。

　それからご希望の物件〝クレボニーの店〟が手に入りましたので、ここに場所を記しておきます。きっとこの店はタンダールにおける茨いばらの尻尾しつぽの足あし掛がかりの地となるでしょう。最後に、鉱山の洞ほら穴あな利権に関しましては、敵対関係にある糞くそな【影かげ翼よく旅団】が相手の裏うらにいるようなので、流石に時間が掛かりそうです。ですので、暫く待っていただきたい。それからタンダールに来られた際は〝ガイガルの三指〟と呼ばれている、このセンビ・マキージオに是ぜ非ひ、都市のご案内をお申し付けください。
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　この情報通りだと……どうやら茨の尻尾はガイガルの闇と頻ひん繁ぱんに取引していたようだな。

　ここはあのクナの家か。他に、幾つか汚い手書きの紙片を発見。

　その中の一つを読んでみる。、どうやら、クナが書いたものらしいな。
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　この人面の形をした壺つぼか瓶だけど、先っぽが鍵？　これって一体なんなの？

　今まで数多くの古いにしえの品を集めてきたけれど……瓶が血を欲するように動くなんてヴァンパイアの魂でも宿ってるのかしらァ？　魔界に関係する物かと思って、調べてみたけど関係ないようだし。勿論、神界に関する物でもなかった。

　不思議な瓶。それとも違う系統、未知なるアブラナム系、旧神の呪い神か、迷めい宮きゆうに住まわれるあの御方様に関する品なのかしらね？　迷宮産だから迷宮に関する事だと思うのだけど。でも、ここからだと遠いし転移陣じんも無理。管理者のサビード様は、わたしの本性を知らないので、あまり話したくないからなぁ。あぁっ、分からない、イライラする～。

　もう、地下オークションでこんな瓶や壺みたいの買わなきゃよかった。

　よくみたらキモい大耳が二つもあって変なモノだし、もう調べるの止やめてアイテムボックスの中へずっと入れとこうかしら……。
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　人面の瓶びん、壺、鍵？　に似てるのとは何だろ……本性を知らないとはサビードを裏切ってたのか？　あんなぺこぺこしていたのに、二重、三重とスパイ的な事をしていたのか。

　クナは裏で相当暗あん躍やくしていたらしい。他にも積み重なった書類を退どかすと、古い羊皮紙本が出てきた。それらは魔法に関する本が多く、恋愛タイトルの本などもある。

　薄うすい本とかは持ってないようだ。ある訳ないか。次は机上の棚たなに目を移し、引き出しを開けていく。一番上の中には魔ま迷めい宮きゆうサビード・ケンツィルで使う帰りの石玉が大量に入っていた。次の真ん中の引き出しからは嵩張るように、魔ま法ほう瓶びんやポーション類が見つかる。最後に一番下の引き出しを開けてみた。おぉ……きらびやかな宝石が数個、金貨と銀貨が数枚、大銅貨が何百枚と入っていた。なんだよ、貧乏とか言ってたくせに、少しは貯金してあるじゃん。鼻歌を歌いながら、金貨をチェックしていると、突とつ然ぜん、衝撃音が響いた。

「兄貴の蹴けり強烈ですねぇ。この扉……ぶっ壊こわしちまって、いいんですかい？」

「いいんだよ。クナは帰ってこない」

「ですが、あの〝暗黒のクナ〟ですよ？　まだ一日も経たっていないのですから、いずれ、帰ってくるかもしれません」

「だが、今までこんなことはあったか？」

「いや、ないですね」

「そうだ。一度もないだろう。きっとクナは〝殺やられ〟たんだよ。ルイスやボトムにタカトたちも連れん絡らくを絶ったしな？」

「ま、まさか」

「そうだ。あいつらは、あの〝槍使い〟の跡を追っていたはず」

「確かに、ギルドの後を追い掛けていったきり、連絡はありません」

「そうだろう？　すぐに帰ってくるはずだったよな？」

「えぇ、そうです。そのはずでした」

「……なら、答えは一つだ。クナと同様に、その〝槍使い〟とやらに殺られたのだろう」

「ハハ、まさか……」

「もういいから、オマエも探せよ――」

「ハイッ」

　そこでガサゴソと、棚をあさる音が聞こえた。

「――しかし、少々の金しかねぇな、アイテムばっかりだ」

「兄貴、そこの後ろに扉が」

「おっ」

　ここに来るか？　一いつ瞬しゆん、俺は槍を扉へ向けた。

　しかし、大丈夫のようだ。取っ手をガチャガチャやっても扉は開かない。

「これ、鍵が、かかってんな？」

「また、強ごう引いんに蹴り破りますか？」

「やってみるか――」

　ドガッドガッと、何回も扉を蹴る音が聞こえるが、この扉はびくともしない頑丈さらしい。しまいには、体当たりの衝しよう突とつ音おんに変わる。だが、いっこうに扉は開かない。

「何故だ。俺の力でも開かないとは……」

「ラハカーン種の兄貴でも、開かないんじゃ、俺では絶対無理ですね」

「クナの野や郎ろう、頑丈な扉に鍵までかけやがって」

「何かしらの魔法による物でしょう。あの〝暗黒〟ですし」

「それもそうだな。この中は諦める。ドンパ、ボスにはこう報告するぞ。ここはもう他の〝闇ギルドに襲われて荒らされていた〟とな？」

「分かってますって」

「へへ、これだけの品数だ。相当な金になる。よし、品物を運び出すぞ。近くの市場で商売している知り合いに、これらを売り払ってから素早くボスのところへ戻る」

「へい」

　暫く、ガサゴソと棚を引きずる音がした後、室内は静かになった。クナと同じ組織の奴やつらか。いない間に盗むとは仲間とは思えない。しかし、あの扉、頑丈だな。目に魔力を留めて魔察眼扉を見る……なるほど。頑丈な訳だ。魔力を帯びた扉か。

　扉の上は魔石らしき物と繋つながっている。すると、この、もう一つの扉は何処に繋がっているんだ？　と、その扉を調べる前に、アイテムボックスの格納をポチっとな――この引き出しの中にある、宝石含ふくめ、金貨、銀貨、大銅貨の全部をパクっちゃお。真っ黒なウィンドーの中へ入れていく。おっ、引き出しの底から大事そうに紙に包まれた書類が出てきた。その書類を読む――第一級奴ど隷れい商人免許状。オセベリア王国発行。

　免許状かよ。こんなもんまで持ってるとはな。一応、ボックスの中へ入れた。

　さて、気になるもう一つの扉を調べるか。

「やはりこっちも鍵かかってる」

　鍵といえば、クナが使っていた鍵束があった……あの鍵束の中に開く鍵がある筈はず。

　そう確信をしながらアイテムボックスから鍵束を取り出した。

　鍵束から一個、一個、違う種類の鍵を扉とびらの鍵穴へ挿入し合わせて回していく。

　カチャ――小気味よい鍵が開く音が響く。意外と簡単に鍵が合った。鍵束は多面球体を仕舞った小さいポケット袋に入れておく。

　そして、扉をおそるおそる、ゆっくりと開けた。

　扉を開けた部屋の中は魔ま法ほう陣じんが一つと下へ向かう階段があるだけだった。この魔法陣。あのクナの事だ……きっと魔迷宮サビード行きだろう。それよりも階段が気になる。

「ロロ、いくぞ」

　黒猫ロロは丁度良い角度の出っ張りへ向けて頬をこすりつけている。

　匂い付けのマーキング作業を行っていた。おしっこをプシャーっとしないだけマシ。

　呼ばれた黒猫ロロは「にゃ」と鳴きながら俺の右みぎ肩かたへひょいっとジャンプして乗ってくると、肩で止まらずに背中側の頭ず巾きんの中に入った。

　最近のお気に入り場所だな。頭巾の布からゆったりと黒猫ロロが寝転がる様子が感じられる可愛い体重を背せ中なか越ごしに感じながら、魔法陣は無視して階段に足を掛けていた。

　階段を下りると横に続く洞穴がある。怪あやしい。確実に通路だ。薄うす暗ぐらいが進んでみよう。

　スキル〈夜目〉を使用せずにライトボールを先行させ地下通路を明るくする。

　少し先から光が漏れていた――お？　掌しよう握あく察さつにも反応あり。光が漏れ出る先の空間から複数の魔素の気配を感じた。モンスターの集団か？　慎しん重ちようにいくか。ライトボールの照明を消す。反応があった場所へスキル〈隠身ハイド〉を使いながら歩いていった。

　そこは扉はなく土壁と繋がるアーチ状の入り口がある。土壁に右肩を当て向こう側を覗のぞくと……広い空間に複数の檻おり？　そして、モンスターの声と似た音が響いてくる。

　魔素の正体はこいつらか。早速、その檻が置かれた広い空間へ進む。檻の中は様々な魔獣やモンスターたちが囚とらわれていた。かなりの数。手前の檻にはゴブリン、豚鼻のモンスター、小さいドラゴンみたいな爬は虫ちゆう類るい系けいの翼つばさがあるモンスター等などが閉じ込められている。

　さっきの羊皮紙のリストに書かれてあった通り、ここは多種多様な魔獣やモンスターたちの保管庫か？　ん――なんだあれ、光ひかり輝かがやく四し肢し獣じゆう。全身から眩まばゆい燐りん光こうを放ち、尻尾も長く細い。全体的に馬に近い流線形の輪郭。ユニコーンや麒き麟りんに似てるけど、微び妙みように違うか。頭には三本の長い角が螺ら旋せん状じように絡まり一本の太い角になっていた。妙みようにハマっている。

『……』

「綺麗でカッコいい魔獣だな」

　きっと珍めずらしい魔獣なんだろう。黒猫ロロも頭巾から出て右肩へ移動していた。

　紅あかい瞳ひとみで檻の中にいる魔獣を見つめている。

「フン、人族に言われなくとも、綺麗なのは分かっているわ」

「ぬおっ!?　人族の言葉が解わかっているのか？　この魔獣、独自の言語があるのかよ」

「言語？　おかしいわね。人族はただ唸うなっているようにしか、聞こえない筈だけど……この人族……わたしの言葉を理解しているのかしら？」

「ニンゲン」

「ニンゲンガ、キタ」

　違う檻に居るゴブリンたちが、ギャギャー言って話し声が聞こえてきた。

　ギャッギャーと聞こえるけど、スキルのお陰で理解できる。しかし、珍しいモンスターなら分かるが、こんな何処にでもいるゴブリンたちが金になるのかね？

　あのクナの書類に書いてあった通り、売り物になっているんだろうけど。

　そんなゴブリンたちを無視する形で、この空間を念入りに調べていく。

　他の大きい檻の中には金色グリフォンの親子と見られる成獣と幼獣、ポポブムに似た魔獣や、魔迷宮の中にいたホグツたちの姿も見えた。

　喋しやべった光の角魔獣と、この色のグリフォンはかなり珍しそうだ。

　色的に派手だからそう感じるだけかもしれないけど。

　歩いていると、地下モンスター園となっている端に、地上へ繋がっていそうな斜ななめ上へ続く大きな坂を発見。その坂を上がろうとした時――。

「そこの人族っ、待ってよっ」

「ん？」

　喋る光り輝く四肢獣は檻の端まで移動していた。足を檻に当てながら必死にアピールしてくる。その光る四肢獣と視線が合う。

「そうよ。わたしを見ている人族！」

「何だ？」

　坂には上がらずに、そのわたしを見てと必死にアピールする魔獣の檻のもとへ近寄っていく。

「よく、戻ってきたわ。人族っ、言葉が分かるのね」

　光る馬のような魔獣は足で檻を叩たたき唸っていた。

「あぁ、そのようだ。お前は人族の言葉がわかるようだな？」

「勿論よ。そんなことより、ここから出してよ」

　何故なぜ、言葉を知っている？　とは聞かなかった。

「そこから出したとして、俺になんの得がある？　それに無事に逃げられるのか？　ここは人族たちが暮らす都市の中だぞ？」

「もう。そんな意地悪言わないでよ。ここから逃にげるのは大だい丈じよう夫ぶよ。見てなさい――」

　そう唸った光る馬魔獣――なんと、背中の辺りから大きな翼が生えていた。

　おぉ、ペガサスかよ。その行動には黒猫ロロも驚おどろき、檻の下へ移動して、光る馬へ近付いている。

「……空を飛べるのか」

「そう。飛べるから出してくれさえすれば、迷めい惑わくはかけないわ。自力で逃げられる」

「そんな翼があるのに、なんで捕まったんだ？」

「アゼントの超ちよう実みを食べてる時に矢や網あみで捕まったのよ」

「食事中にか」

「そうよっ！　それで、出してくれるの？」

「わかった。出してやるよ。暴れるなよ？」

「本当？　ありがとう」

　光る馬魔獣はヒヒーン的な声を発して暴れるのを止めた。

「少し、退いていてくれ」

「うん」

　檻の仕組みを見ていく……右端にレバーがあって、赤マークに鍵穴もある。

　あのレバーは下に動きそうだ。棒状のレバーを下にガチャっと動かす。

　反応なし。あの鍵穴に挿す鍵が必要か。また、クナの鍵束で開くかな？

　鍵束を取り出し、また、鍵穴に一つ一つ、鍵を試ためしていった。

　おっ、ビンゴ、当たりだ。鍵を回しカチャッと小気味良い音が鳴る。

　赤マークだったのが緑マークに変わった。レバーを下へ動かすと同時に檻の扉も上がる。

　光る馬魔獣は元気よく、頭を振り檻から歩き出した。

「わ～い。出られたっ。貴方あなた、人族なのに優やさしいのね」

「たまたまだ。それより逃げたらどうだ？　あの坂上が出入り口に繋がっているらしい」

「そうね、ありがとう――」

　光る馬魔獣は坂を駆け上がる。俺も鍵を回収してから光る馬魔獣を追いかけた。

　この坂は横幅が広い、大きい魔獣でも運べるようにするためだろう。

　坂を上がると、舞ぶ台たいのような場所に出た――誰だれもいない観客席。サーカス会場のような雰ふん囲い気きだ。ひょっとしてオークション会場とか？

　そんな誰もいない会場で、光る馬は翼を広げて飛び回っていた。

「ここ、出口がないわ～」

「あるだろう。ほら、そこに」

「あっ、あそこね」

　あの魔獣少し視野が狭せまいようだ。俺も出入り口と見られる大扉に近付いた。

　この大扉、鍵が掛かっている。

「この扉、魔法で吹き飛ばしていいかしら？」

　そんな魔法があるなら天井、会場ごと吹き飛ばせばいいのに……とは言わなかった。

「……待て。目立つことはやめろ。これ、外してやるから」

　閂かんぬきを外してやる。そして、魔獣が通れるぐらいに扉を開けてあげた。

「わ～い。開いたわ。ところで、まだ名乗ってなかったわね。わたしはハイセルコーン族リィジィーンの娘むすめ、名前はマバオンっていうの。記念に貴方の名前を教えて」

　ハイセルコーン種族に、名前がマバオンか。お菓か子しみたいな種族名だ。

「……俺の名は、シュウヤ・カガリだ」

「わたし、忘れないから。人族にも心優しき者は存在するって、シュウヤの名前覚えておくわ。お礼にこれをあげる」

　光る馬魔獣マバオンは頭を下げて角を伸のばし始めた。伸びた角先が眩まぶしく光ると、その角さきから、宙に浮かぶ小さい角笛を出現させる。角笛は空中を漂い俺のところまできた。これを俺にくれるのか。

「それ、わたしの仲間って証しよう拠こだからね。じゃあ行くわ――本当にありがとう」

　マバオンは翼を畳みながら、僅かに開いた扉の隙すき間まから外へ出ていった。続いて、俺も外へ出る。はえぇぇ、マバオンはもう空高く舞まい上あがり姿は小さくなっていた。

　もう点の大きさだよ。こうして、後に、光る伝説と言われたマバオンの野獣物語は今ここに始まるのであった。宇宙を超こえて銀河を駆けるマバオンはイデオンの探たん索さくに宇宙の旅へ出ましたとさ……もしかして、あの魔獣は相当珍しいのかな……さて、変な妄もう想そうはここまでにして外に出たが、どうするか。まずはこれ角笛を仕舞っとこ。

　この角笛、俺の役に立つとは思えないけど。アイテムボックスの中へ入れておく。

　目の前の厩きゆう舎しやを見た。厩舎と繋がる形で隣となりに大きい屋や敷しきがある。大屋敷の正面広場には見回りを含めた数人が巡じゆん回かいしていた。

　幸い、見回りたちは、光る馬の四し肢し魔ま獣じゆうが空高く飛んで逃げた事に気付いていない。

　あいつらがこっちに来る前にスキル〈隠身ハイド〉を発動。背を屈かがめながら死角へ移動した。そして、改めて大きな屋敷を見る。

　そこにはプレセンテ魔獣商会と書かれた看板が見えた。

　茨のトゲのようで尻尾のようなマークもある。

　あのマーク……クナの魔道具店にもあった。なるほど、そういう事。

　ここが闇やみギルド茨の尻尾のアジトか。きっと、表向きは普ふ通つうの商会なのだろう。

　鏡から興味本位でこんなところまで来てしまったけれど……。

　ここから引き返すのもな。それに茨の尻尾がここに存続する限り放っておいても、俺にちょっかいを出してくる事は容易に想像できる。なので、近くに来たついでだ。

　直じかに乗り込んで茨の尻尾の頭を潰つぶすか、または幹部クラスを虐ぎやく殺さつするか。

　俺は右手に握る黒くろ槍やりを前へ振り下ろす――やるか。

　最悪、怪我けがしても回復はするし。念のため〈導どう想そう魔ま手しゆ〉の準備しよう。

　だが、このまま潜入するにしても、正面からいくのもな……。

　厩きゆう舎しや裏うらから回ろう。腰こしを低く屈めて、厩舎裏から大きな屋敷の裏庭へ突とつ入にゆう。

　草の茂しげみを利用し隠れながら屋敷の様子を窺う。スキル〈隠身ハイド〉を使用しながらの移動はちょっとした忍者気分だ。屋敷の前に様々な花壇があり植木が植えられてある。

　壇上の小さい階段の先にテラスがあり、階段を上がったすぐ先に扉があった。

　壇の下は死角だ。その手前から侵入する。隠れながら屋敷の裏手に近付いていく。

　屋敷の目の前まで簡単に忍び込めた。花壇や植木を通り過ぎ、小さな階段の先にある扉を見る。裏口はあそこだな。その前に、掌握察――魔素の気配は、入ってすぐの部屋に三つ存在する。相手に〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉を感じるスキル持ちがいたら感付かれるが……。

　えぇいこの際だ。使ってしまおう。〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉を敢行。

　匂いはどれも女だと分かる。使用人たちだ。この人たちは無視して、一階、中央部屋の奥にある臭においの反応を追う――複数あり。男たちが五人。掌握察をもう一度行う。ん？

　魔素の淀よどみが一つ。〈分泌吸の匂手フエロモンズ・タツチ〉により男が五人と分かるが……。

　警けい戒かいするのは、この魔素の気配を薄く保っている奴だ。二階に反応なし。

「さて、ロロ、中で何があるか分からないから、お前は一応ここで、待機だ」

「にゃぁ……」

　黒猫ロロは少しショックを受けて変な声を出す。渋しぶ々しぶと、肩から降りて茂みの中へ隠れていった。

「そういじけるな。すぐに片付けて戻もどってくるさ」

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロは喉のど声ごえと小声での返事。一応は許してくれたようだ。

　さぁて、潜入作戦スタートと行こうか。

　魔力の気配を抑えている人物は、凄腕だと予想出来る。

　少し気合を入れるか。

　銀色を帯びた槍を横脇に回し、俺は不敵に笑いつつ『枝刃崩し』の構えを取った。







あとがき







　みなさまこんにちは。あとがきです。

　１巻に続き、２巻を買って頂いてありがとうございます。また、Ｗｅｂ版を読んで頂いている読者様、日々お世話になっております。

　いきなりですが、ここで唐突に「槍猫」の重要なテーマについて書こうかと思います。

　冒険？　ルシヴァル族？　愛？　バイオレンス？　確かにどれも重要ですが、なんといってもそれは「猫の可愛らしさ」に尽きるでしょう。要するに、著者はロロディーヌが大好きということです。ロロディーヌの豹型と子猫型のフィギュアが欲しいなぁ……と、常に考えているぐらいに。

　以前、１巻のあとがきを読んで頂いた読者の方ならお分かりかと思いますが、私は色々な映像やファンタジー世界が好きなのは勿論、動物、特に猫が大好きなんです。いつもいつも、猫の癒し動画を見て暮らしているほどです……しかしさすがに、とある有名人の方のように、お尻に鼻をつけて「グッドスメル」的な行為はしないのでご安心ください（笑）この２巻でもロロディーヌの可愛さが伝わってくれれば、凄く凄く嬉しいです。　……猫好きをアピールするだけのあとがき＆作者は、他にないかもしれないと不安になりましたので、大事な２巻のポイントを述べておきます。

　今回はやはり、シュウヤが旅の中で訪れる「城塞都市ヘカトレイル」という異世界都市の街並みでしょうか。

　実際に著者もヘカトレイルを訪れて……というのはさすがに嘘ですが、それぐらいの気分で、入念に想像しながら書きました。そして、やはり美しい緑髪を持つキッシュと、茶色髪のチェリを始めとしたヒロインたちの魅力も外せないところ。彼女たちとのやりとりには、Ｗｅｂ版にない要素もありますので、本文未読の方はぜひお買い上げ頂き、ご一読を！　クナは……Ｗｅｂ版に新しいＳＳを載せる予定がありますので、こちらも合わせて乞うご期待！

　最後に、お世話になっている編集様と、美しいキッシュ＆チェリ、そしてロロを描いて頂いた市丸きすけ様、それから何よりも読者の皆様に、深く感謝して締めくくりたいと思います。どうもありがとうございました！　そして今後ともよろしくお願いいたします。




　２０１７年５月　健康
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